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第０幕　プロローグの篠原さん







　明みよう神じん学がく園えん野球部正捕手の篠しの原はら守まもるは、ロッジ二階のログテラスから、どこまでも広がるオーシャンビューを見下ろしていた。エメラルド色の海に、どこまでも広がる海岸線。ラメでぬりつぶしたようにきらめく砂浜には、文字通り人っ子一人いない。

　だがそれも当然だ。

　この島に、住民は誰だれ一人として住んでいないのだから。全周を海で囲まれた、およそ全長10キロほどの島だ。片や断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきで、片や砂浜になっている。

「ねーお兄ちゃん、これからどうするの？」

　守のとなりで、仮入部員にして、守の妹である杏あんずがむにゅっと手すりに顎あごをのせて、疲れた声でつぶやいた。

「どうするもなにもな……」

『はわわー、食料がもう残ってませんー！』

　ロッジの奥から、野球部新米顧問の涼りよう子こ先生の悲鳴が聞こえてくる。

「まずは、食料の調達ね」

　そそくさととなりにやってきた、野球部女子マネージャーの深ふか見み月つく夜よが、人差し指をたてて言った。

『わー、それを飲むなたちばなー、その水はお風ふ呂ろ用なんだぞー！』

　キャプテンの鈴すず鹿かの叱しつ責せきの声が聞こえてくる。

「次に、水の確保」

　深見はもう一本の指をたてる。

『びえええええもお帰りたいよおおお』

　一年生のスーパールーキーだが、ガラスのハートの持ち主である片かた桐ぎりの泣き声。

「第三に、娯楽の調達ってところかしら。まあこれはわたしに任せておいて？」

「残るはサバイバルか…………」

「まあ大丈夫よ。浄水設備の点検のために、四日後には人が来る予定になってるし」

「それもそうだな、とりあえず当面は生活を整えることを重視して――」

　そこまで言いかけたところで、テラスの戸ががらっと勢いよく開いた。

「篠しの原はら！」

　呼ばれて振り向くと、野球部の二年生エースピッチャーにして、『天使の指先』の異い名みようを持つ王子様・綾あや坂さか真ま琴ことが、両手で戸を押し開いて立っていた。

　なにやら焦った様子で、ここまで走ってきたのか、肩で息をしている。

「綾坂、どうした？　何か問題でも――」

「まずいよ、篠原。僕たち、はやく日本に戻らないと」

「はやく……？」

「ちょうど四日後に、新人戦があるんだよ。このまま点検の人が来る日を待っていたら、新人戦に出られなくなっちゃう！」

　寄せては返す波の音。

　海鳥の声。そして――

　守まもるは、テラスの手すりに手をついて、深いため息とともにこうつぶやいた。

「…………第四に、脱出手段の確保だな」

　……まったく、と守は思う。まったくどうしてこんなことに。

　俺たちは、野球の合宿に来たんじゃなかったのか。



　　　　　◇



　――話は、およそ二週間前にさかのぼる。



    

  
    
      心配無用の真ま琴ことさん



「はあ、涼しい……」

　部室の窓から身をのりだして、流れ込む風に、後ろでまとめた髪をなびかせながら明めい学がくの王子様は心地よさそうに目を閉じた。

　明みよう神じん学がく園えん高校野球部でエースを張る明学の王子様・綾あや坂さか真琴。この気温三十度の猛暑の中にあっても、そのさわやかさは少しも失われていない。

　夏休みの全日練習の休憩時間だった。今は、ナインがそれぞれグラウンドの日陰にちらばって、練習にほてった身体からだを思い思いに涼ませている。

「しかし、きみはいつも涼しい顔をしてるな。暑くないのか？」

　守まもるは、真琴のとなりに立っていった。真琴は胸に手を当てながら、首を振ってみせる。

「やっぱり、中に一枚着てるから結構暑いよ」

　あ……そうか。

『天使の指先』の異い名みようで知られる、野球部の二年生美少年エース・綾坂飛鳥あすか。

　彼の正体が、綾坂飛鳥の双子の妹である「綾坂真琴」の扮ふんした姿ということが判明したのは、つい先日のことだ。

　部活中は胸をサラシで押さえ続けているため、夏はほぼ三枚重ねだった。アンダーシャツ姿になっても不自然なふくらみがばれるため、練習中は上着を脱ぐこともできない。

「だったら、俺おれと二人の時はサラシくらいはサラシをとったらどうだ」と守は言った。

「えっ」

『え』に濁音をつけたような声を上げて、真琴は練習着の胸元をぎゅっと握にぎりしめた。

「で、できないよ、そんなこと」

　あわてて真琴が言い返してくる。その恥じらいの様子を見て慌ててフォローを入れる。

「あ……と、当然、着替えるところを見るつもりはないぞ!?」

「あっ……馬ば鹿か……そんなの見せないよ……！」

　真琴はわざと男口調を使って言い返してくるが、守の目を見れずにうつむいてしまう。

「だったら気にするな。今さら変な無理はしなくていいぞ」

「………………」

「綾坂？」

　今まではクールで孤高だった王子様の名前を、優しく呼ぶ。

　ゆっくりと顔を上げた真琴は、胸をぎゅっと抱えて、赤い顔で震えながら言った。

「………い……今サラシとったら……私、下に何もつけてないから……！」

「そうだな、すまん！　俺が悪かった！」

　現在、完全にちぐはぐになったバッテリーの距離感は鋭意調整中だ。



    

  
    
      殺人野球の杏あんずちゃん



　明みよう神じん学がく園えん高こう校こうに隣接する野球部専用グラウンドには、本部と呼ばれる三階建ての建物があり、監督室とミーティングルーム、そして一階には救護室を備えている。

「お兄ちゃんっ！」

　その救護室に飛び込んできたのは、篠しの原はら杏だった。柔らかな髪を二つに結い、小柄な身体からだを体操服に包んでいる。全力疾しつ走そうでやって来たのだろうか、肩で息をしていた。

　守まもるは救護室のベッドに腰かけながら、なぜか必死の形相でこちらを凝視してくる杏をまじまじと見つめた。

「どうした、杏？　そんなに焦って」

　訝いぶかしみながらたずねると、杏は、息を整えてから、鼻で笑った。

「ほ、ほーらやっぱり大したことないじゃない！　わ、わたしわかってたからね！」

「だから、何がだ？」

　こっちはますます意味がわからない。

「お兄ちゃんが練習試合で『デッドボール』受けて救護室行ったって聞いたけど……まさか本当に死んだとは思ってなかったよ？」

　……ああ、なるほど。守は、状況を理解しつつ言った。

「足首にボールが当たったから、湿しつ布ぷを貼はりに来ていただけだ。そんな大おお事ごとじゃない」

　杏は、体操服を着て部活に参加していることからもわかるように、正式な部員ではなく仮入部員だ。しかも彼女は野球知識がほぼゼロに等しいため、まだ野球用語をちゃんと把握し切れていないところがある。

「で、でも、デッドボールなんて言い方が大げさ！　死の球だなんて、そんなの聞いたら……大事だと思っちゃうよ、普通の人だったら」

　杏は、心配の反動だろうか、八つ当たりのようにぼやく。

「そうだな……」と守。「だが、この足じゃ今日の二試合目は辛つらいかもしれないな」

「そうなの？」

「足首が腫れたせいで、踏ん張るのがつらくてな。これじゃランナーを刺し殺せない」

　杏はその言葉を聞いて、一瞬呆ほうけてから、ぎょっとしたように問うてきた。

「ら、ランナーを刺す!?　刺すって言った今!?」

　守は苦笑した。杏の頭の中の光景が、聞かずとも手にとるようにわかる。

「当然、ボールの送球の話だぞ。――さっきの試合では二塁盗塁を狙った二人刺したんだ」

「投げたボールが人間に刺さるってとんでもないことだよ!?」

　説得の甲か斐いなく、杏はいよいよ青い顔で震え上がった。



    

  
    
      興味津々の深ふか見みさま



　夏休み中、特進クラスの生徒は早朝の夏期講習に出席しなければならない。当然ながら、その期間にも日直の順番は回ってくる。この日、日直の守が、一年Ａ組のクラスで窓の戸締まりをしていると、深見がひょこっと教室に顔をのぞかせた。

「しーのはーらくん」

「深見？」

「部活のお迎えにきたの。日直の仕事はもう終わった？」

　守と同じ野球部のマネージャーである深見は、たびたびこうして守まもるを迎えに来る。

「あとは日誌を書いて終わりだよ」

　そう答えたのは、もう一人の日直で、机で日誌を書いていた真ま琴ことだった。

「…………？」

　すると、深見は、不思議そうな顔でまじまじと真琴を見つめた。そして――

「あっ、綾あや坂さかくん!?　どうしたの、その格好？」

　深見は、ようやく気づいてチームのエースの名を呼んだ。深見は、真琴の正体を知っている数少ない人間のうちのひとりだ。真琴が答えた。

「深見さんにはまだ話してなかったっけ。ふだんはこうして学校に通ってるんだよ」

「そうなの……ふぅん……」

　深見は、真琴の周りを回りながら、エースの女子制服姿を興味深そうに観察している。

「綾坂さんもスカートをはいちゃうと、すっかり女の子の雰囲気なのね」

「う、うん、ありがと……」真琴は恥ずかしそうに赤らんで俯いた。



「あっ、篠原くんと綾坂くん。こんなところにいたの？」

　翌日の練習後、守と真琴が社会科準備室の前で話していると、深見がやってきた。

「あっ、こんにちは、深見さんっ」

　真琴が、両手を重ねて明るくしとやかに挨拶をする。深見が目を丸くする。

「綾坂さんがこんなに女の子っぽいと、結構とまどっちゃうわね」

「そ、そう見えますか？」

「うん」深見が首をかしげる。「すごく可愛いと思う」

「ほんとですか？　嬉しい」と真琴。「ねえ真琴、深見さんに可愛いって言われたよー」

　ガラッと戸が開いた。中から、どことなく気まずそうな綾坂真琴が男子制服姿で現れた。

「……そ、そう」と唇をとがらせる真琴。「よかったね、兄さん」

「に、兄さん？」

　深見は、女子制服を着た綾坂飛鳥を二度見した。



    

  
    
      尽くすタイプの真ま琴ことさん



　午前練習後の昼休み中、冷たいシャワーをあびようと本校のシャワールームに行くと、深見がなにやらその入り口に立入禁止の看板をたてていた。

「あ、篠しの原はらくん」と深ふか見みがふりかえる。「入ったらだめよ」

「清掃中か何かか？」

「うん、綾あや坂さかさんが入っているの。暑いのにシャワー浴びれないなんて嫌じゃない」

「確かに……」

　真琴が今この中でシャワーをあびているのか……。

「……想像してる？」気づくと深見がじっと守の顔をのぞきこんできていた。

「か、顔をのぞくな！」

　くすくすと深見が口に手を当て笑う。その手にはエナメルのスポーツバッグが握られていた。刺し繍しゆうで「綾坂」と名前が刻まれている。

「ん？　深見、どうしてお前が綾坂のバッグを――」

「深見さん！　私のユニフォームがどこにもなかったんだけど……って、篠原くん!?」

　濡れた髪でシャワールームからとびだしてきたのは、――メイド服の真琴だった。

守は思わず目を奪われた。フリルが実にかわいらしくて、胸の大きな真琴によく似合う。

「綾坂さんには思った通りメイド服が似合うわね。尽くすタイプっぽい感じだし」

　深見はおおー……と感心声を出しながらいった。

「なんでもいいから、服を返して、深見さん！」と真琴。

「んー……だめ。似合いすぎるから、メイドさんっぽく頼んで欲しいの。お願い」

「な……い、いやだよ、そんな恥ずかしいことしないから……！」

「篠原くんだってきっと聞きたいと思ってると思うわ？」

「え……そんなことないよね、篠原」

「…………いや、うむ…………聞きたくないといえば嘘になるが……」

　真琴が目を丸くする。「そ、そんなことしたら僕、きみの顔見られない……！」

「……が、それとこれとは話が別だな」と守は深見の手からバッグをとりあげて、真琴の方に投げた。「ほら綾坂、はやく着替えてこい」

　深見が唇をとがらせて文句を言い、真琴はいそいそとバッグを手に更衣室に引っ込んだ。



　グラウンドに戻ってきた真琴は、守とのすれちがいざま、

「あの……さっきはありがとう、……し、篠原ご主人、様」

　そう言って顔を上げずにどこかに走っていった。

　当然、その後の練習試合、真琴は守のミットを直視できずに荒れた試合となった。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      机上の空論の深ふか見みさま



　休憩中、深見が真ま琴ことに話しかけて、二人で連れだって本部の方に行ってしまった。

……深見のやつ、また何か企んでいるんじゃないだろうな？



　専用グラウンド本部は、深見の仮住まいのようなものだ。彼女が主に過ごしていることが多いのはエアコン完備の監督室で、ここでゲームをしたり、アニメを見ながらいつも涼んでいる。夏になると、休憩時間以外はほとんど監督室に閉じこもっていた。

　どうせまた今度もここにいるのだろうと監督室のドアを開いてみると――

「だ、誰!?　……って、あ、篠しの原はら……？」

　中には、真琴がいた。一瞬鋭い声を上げられたが、守まもるの顔を見るなりほっと安堵する。

「綾あや坂さか、ここで何をし……ってその格好はなんだ!?」

　真琴は練習着の前を開き、アンダーシャツのふくらみをあらわにしていた。

「こ、これは……深見さんが、ここならサラシをとっても大丈夫っていうから……」

　真琴は恥ずかしそうに練習着の袖を両手でつかんで、ぎゅっと前を閉じる。

　その時、監督室のドアがリズミカルにノックされた。

　あ、はい、深見さんどうぞ、と真琴が返事をする。どうやら合図のノックらしい。

「あら、篠原くんも来ていたの？」と入ってきた深見は言う。

「深見、お前な、綾坂のサポートをするなら俺や杏あんずにもちゃんと相談しろ」

「うん、わかった」と深見。「それと篠原くん、これから、監督室に入るとき用に特別なノックの暗号を作ったから覚えてね」

「ほう」

　深見が手近なノートに符帳を記して、守にみせてきた。



・１１３拍子のあとにまた１１１拍子で「開けて」の合図。

・１１３拍子のあとにもう一度１１３拍子で「敵襲」の合図。



「まあ、敵襲はいざというときのため用ね」と深見は言った。



　翌日、守は監督室のドアノブを回したが、鍵がかかっていた。……ああ、合図だったか。

　コン、コン、コココン。１１３拍子のノック。続いて、コン、コン。あれ？　１１１と１１３拍子、どっちが「開けて」だったか……メモを見て確認する。そうだ、１１１だ。

　コン、コン、コン。

　まもなく本校の警備員がやってきて、守はグラウンドからつまみだされた。



    

  
    
      紳士協定の篠しの原はらさん



　夏休みのある日の練習試合後、真ま琴ことに呼び出されて、守まもるは部室にやってきた。

「篠原、一つきみに聞いておきたいことがあるんだけど」

「ん……ああ、なんだ？」

「最近、きみの返球がすごく優しくなってきたよ」

　真琴は、少し恥ずかしそうにぽそぽそと言った。

「そ……そうか？　あまり意識はしていないが……」

　守は言葉をにごした。思い当たる節が、一応あったからだ。

「……でも、それってボールがゆるくなってきたってことだからね。ディレードスチールとかも警戒しなきゃだめだから、ちゃんと送球もしっかりしなくちゃだめだよ。」

「ああ……」

　……真琴への送球が甘くなってきたきっかけは、自分でわかっている。

　真琴が女の子だと判明しというものの、特に意識しているわけではないが、投げると自然とそうなってしまっていた。もちろん、こと野球に関しては察しの良いい真琴のことだから、気づいているに決まっている。だからこそ、こうして言いづらそうにしているのだろう。

　それでも一生懸命羞しゆう恥ち心しんをこらえて忠告してきたのは、チームのエースとして襟を正そうとしているからにほかならない。

「……チームのことを優先しなくちゃ、だめだからね」

「……あ、ああ……」

　守が頬をかきながらうなずくと、ふいっと顔をそらして、真琴は小声でいった。

「でも、優しくしてくれて……うれ………………ない……から……」

「え？」

「な、なんでもない」

　真琴は小走りに去ってしまった。



　練習後のストレッチ中。

「ね、ねえ！　すごくいやらしい感じになるから、ここで優しく触るのはやめて……！」

「……あ……ああ、す、すまん！」

　寝転がる真琴の内ももを撫でるように優しく押しながら、守はうろたえた。



    

  
    
      ゲーム文化の深ふか見みさま①



　部室に行くと、中から歌声が聞こえてきた。

「ふんふんふふふん、ふんふふーん」

　深見の声だ。戸を開く。

「機嫌が良さそうだな、深……」

「わっ」

　深見は大きな瞳ひとみをさらに丸くして、びくっと飛び跳ねた。それから、恥ずかしそうに小走りで部室を出て行ってしまう。

　鼻歌を聞かれて恥ずかしがるなんて、可愛かわいいところもあるんだな……。



　次の日、また部室から深見の歌声が聞こえた。

「おい、外に聞こえてるぞ」

　部室に入って、わざとからかうようにして言う。

「あ、そう？」

　しかし、深見は特に恥ずかしがるどころか、くすくすと笑うのみだった。

「……なんだ、こないだとはずいぶん様子がちがうな」

「こないだ？」

「こないだも鼻歌を聞かれて、恥ずかしそうにしていたじゃないか」

「あー、あれは……」

　後ろ手を組んでもじもじとする深見。

「……何だ？」

「え、別に……」

「そこまで恥ずかしがられると気になるな。なんなんだ？」

「えーと……そのー……」

　深見は赤くなって目を泳がせる。

「ああ、もしかしてアニメの歌だったりするのか？　別にそんなの今さら……」

「ちがうの。アニメじゃなくて、ゲームの歌」

「ゲーム？　同じことじゃないのか」

「そ、そうなんだけど」と深見はうつむいた。「エッチなゲームの歌なの」

「そ、そうか」



    

  
    
      ゲーム文化の深ふか見みさま②



　休憩中、守まもるは深見にたずねてみた。

「ところで深見、エッチなゲームなんてものがあるのか」

「え……そこを聞いてくるの？」深見は少しうろたえた様子だ。「こないだうちのお手伝いさんに買ってきてもらったんだけど、結構面白かったの」

「エッチなゲームが？」

「う、うん、えろ、えろげーっていうの」

「……ほう。それで、実際どういうゲームなんだ？」

　恥ずかしがっている深見がなんだか珍しくて、少し突っ込んでみることにした。



　監督室に行って、実際にエロゲーをやらせてもらうことになった。監督室の両りよう肘ひじ掛けの椅い子すが置いてある机にはノートＰＣがあり、それでプレイすることになった。

「二人とも何のゲームしてるの？　スパプロのサクセス？」

　監督室でサラシをとって涼んでいた真ま琴ことがのぞきこんでくる。

「たしかに今のところはそんな感じだな。スポーツ青春ものらしい感じだしな」

「そうね、試合のないサクセスっていった方が二人にはわかりやすいわね」

「……深見さんはさっきから何をそわそわしているの？」

「そ、そんなことないけど」

　ごく普通の少年の起床風景から始まったスポーツ青春物語をクリックで進めていると、今度は杏あんずが部屋にやってきた。

「あっ、ねえ、私抜きで三人ともなにやってるの!?」

「パソコンのゲームだよ」と真琴は言った。「試合のないサクセスだって」

「あっ、スパプロの!?　じゃあわたしがやりたい！　お兄ちゃんより強いキャラ作ってみせるんだから！」

　杏は強引に守を席から引きずり下ろすと、みずからがノートＰＣに向かった。



　それから数十分後。深見は頬ほおをかきながら、守は難しい顔で肌色の画面をにらんでいた。察しの良いい真琴は、途中で自主トレを口実に逃げて監督室にはいない。

「うっ……ううーっっ……」

　杏は、耳まで真っ赤になって、いよいよクリックの手を止めてしまい、そして――

「赤ちゃんのサクセスならはじめからそういう風に言ってよっっ!!」

「う、上う手まいな」と守は言った。

「上手くないよっっ!!」



    

  
    
      ゲーム文化の深ふか見みさま③



　真ま琴ことがいるかと思って監督室にいってみたが、だれもいなかった。

　ふと見ると、こないだのノートパソコンが、例のゲームのパッケージと一緒に机の上に置きっぱなしになっている。



　しばらくして、真琴が部屋にやってきた。

「あれ？　篠しの原はら、来てたの……」

「あ、ああ！　綾坂!?」

　守まもるは、思わず監督の席から立ち上がって、背筋をのばして応じた。

「…………」

　真琴が何かを探るようにこちらを見つめてくる。そして、すたすたと歩いてくる。

「篠原、今何を隠したの？」

「………………」

「見せて」

　無言で、机の下に隠したノートパソコンを出した。

「……し、篠原も、こういうのに興味あるんだ」

　真琴は赤い顔でつぶやいた。

「すまん……だが、昨日、杏あんずがえらんでいた選択肢を変えたらどうなるかと思ってな。や、野球もののルートだったから、エンディングがどう変化するものかと――」

「べ、別に言い訳なんてしなくてもいいよ」

「だからちがうと――」

　ふいっと顔をそらす真琴。

「つ、続きすれば？」

　ああ……最悪だ。絶対に軽けい蔑べつされてしまった。

　すると真琴はふと机の上のパッケージに目をとめた。手にとって見る。

　次の瞬間、がばっと勢いよく守の手からノートパソコンをうばいとった。

「やっぱり駄目だよ！」

　なぜか真琴は涙目でさけんだ。

「な、何な故ぜだ!?　さっきは別に止めないと……」

「だめだっていったら、だめだからっっ！」

　ちらっと見たパッケージの煽あおり文句には、「すべての巨乳スポーツ少女好きにおくる」とあった。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      メアド交換の杏あんずちゃん



　部活帰り、杏に付き合って、地元のケータイショップに寄った。杏は先日イギリスから帰ってきたばかりのため、まだ携帯電話を持っていない。ここ最近は野球野球で精一杯だったが、ようやく杏にも余裕がでてきたのか、携帯が欲しいと言い始めていた。

　守まもるがのんびりと携帯を見て回っていると、杏がサンプルのスマホを手に駆け寄ってきた。

「ねえ、お兄ちゃんが使ってるのってスマホ？」

「俺おれは普通のガラケーだ。深ふか見みのを触ったことがあるが、どうも慣れそうになくてな」

「あっ、じゃあわたし、このスマホにするね。お兄ちゃんより新しいのだよ！」

「そうか……」

　相変わらずの対抗心に呆あきれつつ、意気揚々とカウンターに向かう杏の背中を見送った。



　その日、杏はスマホの使い方を一生懸命学んで、一夜で習得したようだった。元々野球以外に関しては、それなりに要領の良いい妹であった。

「お兄ちゃん、メアド教えてー」

　その日の部活前、杏はトコトコと歩み寄ってきて言った。

「うむ」

　赤外線通信で交換すると、杏は呆あきれ顔がおでスマホを見た。

「PlayBall1018@……あーあ、ほんと野球馬ば鹿かだねお兄ちゃん」

「悪かったな……ちなみに、お前のアドレスは何だ？　BD1018@……」

「え？　わたしの誕生日を入れたはずだけど」

「お前の？　……何を言ってるんだ、これは俺の誕生日だぞ」

「ふゃっ!?　あ、ほ、ほんとだ……じゃあ変える！　変えるから待ってて！」

　杏は真っ赤になって大慌てで変更した。



　その後、改めて杏は真ま琴ことの下もとに行った。

「綾あや坂さかさん、メアド交換してくださーい」

　真琴とメアドを交換した杏は、ほくほく顔で言った。

「綾坂さんとメアド交換するなんて、クラスの女子に聞いたらうらやましがられ……」

　杏が固まる。何かと思って杏のスマホをのぞくと、真琴のメアドはこうだった。

　Everyday_formcheck_0229@……

「さらに上がいた!?」

　杏が叫ぶと、毎日フォームチェックが日課の真琴は不思議そうにきょとんとした。



    

  
    
      着信競争の篠しの原はらさん①



「篠原、お前何通!?」

　練習後の部室で、守まもるが、深ふか見みと並んでソファに座りながらアニメを見ていると、橘たちばなが意気揚々と飛び込んできた。守に近づいてきて、橘が突きつけてきた携帯電話のディスプレイには「新着メール５件」とある。……ああ、また例の勝負か。

　守はため息まじりにケータイをとりだすと、それを橘に向かってさしだした。

「おっ、お前は６件か……で、そのうち何件だ？」

「……１通だな」

「はっ、マジで!?　俺おれ２通～。勝った！」

　橘が高笑いする。端から様子を見ていた杏あんずが、不思議そうにたずねてきた。

「ねえお兄ちゃん、何の勝負？」

「部活中に女子から何通メールが届いているのかの勝負らしい」

　それを聞いた途端、杏は、猫のような口をしてぴくんと反応した。いそいそと携帯をとりだして、得意満面でつきつけてくる。

「ほら見て、わたし８通！　もちろん全員女子だから！　勝った！」

「……いや、そこは普通異性のカウントじゃないのか」

「えっ、で、でも今女子って言った！　……ま、まあ、どっちにしろ男子は４人から来てるから、わたしがぶっちぎりの一位ですけど？」

「数秒前に全員女子と言っていた気がするんだが……」

「そんなこと言ってな……あっ、そういえば綾あや坂さかさんはどうなんですか!?」

　杏はあわてて話題を真ま琴ことにそらした。真琴は、おもむろにケータイをとりだして見る。

「僕は20人だけど」

　絶対王者の誕生に、杏も橘も一発で黙り込む。その時、くすくすと笑い声が聞こえた。深見だった。何か良いい事でも思いついたように笑顔でこっちを見上げていた。

「……何だ？　深見」

　なんでもなーい、と深見はすぐにアニメの世界に戻っていってしまった。



　翌日、今度は杏から勝負を挑んできた。

「お兄ちゃん、女の子からのメール何件？　わたし10件だよ！」

「俺は……」守はケータイを見て眉まゆをひそめた。「…………ひ、100通!?」

　絶句して、ケータイを落とす杏。守は着信名を見て、すべてを悟った。

「またお前か！　深見！」

　深見はハムスターのように頬ほおをふくらませて、ぷふーっ！　と噴きだした。



    

  
    
      着信競争の篠しの原はらさん②



　深ふか見みはふと何かに気づいたように笑みを消した。

「あれ？　でもわたし、100通なんて送っていないわよ」

「……何？　ほかの人のも混じっているのか……？」

　いわれてみると、たしかに、送信者「深見」、「タイトルなし」のメールの中に、いくつか深見以外の者からのメールもあった。

　特進のクラスメイトや、中学時代の友人……。

　そして、件名――「華か倫りんです。メールしちゃいました」。語尾にハートマークが咲いていた。開いてみると、そこにはこうあった。



　篠原さん、部活おつかれさま！

　こないだのデートすごく楽しかったよｖ　いつも勝負をしかけてくる妹さんの話とか、モテモテの工ースさんの話とか、また聞きたいな。

　次はまたいつ会えますか……？



「な、なにこれ!?」

　杏あんずが、守まもるの腕をつかんで背伸びしてのぞいてくる。

「なになに？」

　深見がひょこっと顔をのぞかせてくる。

「……こないだのデート？」

　となりにやってきた真ま琴ことが、ちらっと横目で携帯を見つめてくる。

「い、いや、俺おれは華倫なんて子は知らないぞ!?　たぶんだれかのまちがいメールだ！」

「でも篠原さんってあるわよ？」と深見。

「だから……これは……」

「これは、な……何なの、篠原？　篠原の……かの、彼女なの？」

　綾あや坂さかがどぎまぎした様子で、制服の胸元を握にぎりしめながら、たずねてくる。

「そ、そんなことは……」

　わけもわからずメールをスクロールしていくと、最後の一文に行き当たった。



　こんどはぜひリムジンでコミケとかに行きたいですｖ



「これもお前か深見！」

　深見はお腹なかを抱えて爆笑した。



    

  
    
      帰ファミの篠しの原はらさんたち



　練習後、時々ファミレスに寄るのが高校運動部員のたしなみだ。

　ただし、運動部の帰かえり際ぎわはほとんど混雑が抜けきっていない時間帯になってしまうことが多いため、ほとんど名前を書いて席が空くのを待つのがいつものパターンだ。

「名前書いてきたわよ」

　深ふか見みが、待合のベンチに戻ってくる。学園前駅近くのロコスだった。

「お疲れ」と守は言った。

「ねーねー、今日はお兄ちゃんのおごりでいい？」

「お前はファミレスに来るといつもそういうな。小遣いはもうやっているだろ」

　しばらく雑談で時間を潰していると、ファミレスの店員がやってきて呼んだ。

「四名でお待ちの勇者ご一行さまー」

「……勇者だって」

　杏あんずがくすくす笑って、真ま琴こともつられて苦笑する。

　そのかたわらで、深見がおもむろにロングヘアを手でかきあげて立ち上がった。

「さあ、魔王を倒しに行くわよ」

「お前か!!」

　守は怒鳴った。



　翌日のファミレス。

「こんどはわたしが名前書いてくるねー」

　杏が率先して名前の記入に行ってしまった。それから数分後。

「四名でお待ちの魔王軍団さまー」

「四名じゃ軍団というよりも寄り合いレベルだ！」守は突っ込んだ。



さらにその次の日。

「じゃあ次は綾あや坂さかさんね」

「ぼ、僕もやるの……？」

「向こうもやられ慣れてるわよ」

真琴が名前を記入して戻ってくる。それから数分後。

「四名でお待ちのとらわれのお姫さまー」

　おおおと深見と杏に賞賛を受ける真琴。これは上手い。女の子らしい綺麗な締め方だ。

「しかし、『明らかにお前はちがうだろう』的な視線が痛いところだな」と守は微笑んだ。

「……ご、ごめんね篠原……」



    

  
    
      飼育係の篠しの原はらさん



　その日、守まもるがグラウンドでシートノックのノッカーをつとめていると、

「篠原くん、篠原くん」と深ふか見みが駆け寄ってきた。

「深見、今はシートノック中なんだが……」

「そうなんだけど、実はグラウンドに動物が忍び込んできちゃったの」

「犬でも入ってきたの？」

　真ま琴ことがたずねてくる。

「ううん。セキセイインコ」

「セキセイインコ!?　珍しいね……う」

　目を丸くする真琴。深見は後ろ手に隠していたカゴを前に出した。

「羽を怪け我がでもしてるんですか？」

　練習をながめていた涼りよう子こ先生が歩み寄ってきて言った。

「ううん。元気よ」

　セキセイインコはカゴの中でばたばた羽ばたいている。しばらく暴れてから、疲れたのか輪切りのみかんをついばみながらウジュウジュと鳴き始めた。

「……しかし、鳥なんてよく捕まえられたな」と守。

「あ、うん、木の上に輪切りのみかんを仕掛けたカゴを置いておいたの」

「それは忍び込んだっていうより、つかまえたんじゃないの？」と杏あんず。

「本当はウグイスをつかまえて、放送室のアナウンスで鳴かせてこれぞウグイス嬢っていうネタをやりたかったんだけど……。でも、この鳥って野生にはいないわよね」

「飼い主を探すか？」

「うーん……そうね……とりあえず、しばらくうちで飼ってみるしかないわね」

　守と深見が見つめていると、インコはウジュウジュ言いながら嘴くちばしを開いた。

「マコト！　マコト！　ヤキュウブト！　サドウブデ！　イレカワッテガンバロ！　ミンナニバレナイヨウニシヨウネ！　ネ！　イレカワロ！」

「わっ、わっ、うわーっ！」

「わああーっ！」と真ま琴ことは大声でさけんだ。



　その日の綾坂家。

「エサの時間だよ」

　綾坂飛鳥あすかがいつものようにアワの入った皿を手に愛鳥のカゴに近づくと――

「ツギ、ニゲダシタラ、ホントオコルカラネ！」

　いきなり妹の声で怒られて、兄はひっくりかえった。



    

  
    
      球団営業の深ふか見みさま①



「篠しの原はらくん、篠原くん」

　深見の声に呼ばれて、二年生キャッチャーの守まもるが振り向くと、そこにはピンク色の髪をした女の子が手を振っていた。ただし、それは着ぐるみだった。

「……何をしているんだ、深見？」

　みずから着ぐるみの頭をとって、顔を出したのは、やはり深見だった。

「うちのチームにもマスコットキャラクターが欲しいなと思って、とりあえず着ぐるみを作ってみたの。ミコトっていうのよ」

　深見はにっこりと笑った。

「マスコット？」

「ええ、その方がたくさんのファンを取り込めるかなって」

　守は、ふむ……と唸うなって言った。

「応援してもらえるにこしたことはないだろうが……このグラウンドで明らかに浮いているぞその着ぐるみは」

「そうかしら？」

　深見はまた着ぐるみの頭をかぶると、ネットの向こうの野次馬に向かって手を振った。すると「あ、ミコトだ」「ミコトだ」と何人かの生徒が反応する。

「……ほう。すでに知名度があるのか」

　守は感心して言った。

「当たり前じゃない。ミコトは人気者だもの」

「そうなのか？」

「ええ」

　と着ぐるみのミコトは人さし指をたてて言った。

「今期の大人気アニメ『アルカナストライク』の主人公なの」

「お前な、キャラクターの無断使用はやめろ。このご時世、著作権法違反で不祥事扱いになって公式戦出場停止だってありえるんだぞ」

　守はマスコットの頭を引っこ抜いた。

「あ、大丈夫大丈夫」と笑顔の深見。「ライセンスならうちのグループで買い取ったから」

「え？」と守。

「買い取ったから」

「……え？」

　また着ぐるみをかぶって観客を盛り上げに向かう深見の背中を、守は呆然と見送った。



    

  
    
      球団営業の深ふか見みさま②



「お兄ちゃん、最近やけにネット裏の人たちがやけに多くない？」と杏あんずはいった。

「さいきん、目に見えて野次馬が増えているな」

　野次馬に手を振って場を盛り上げるミコトきぐるみ。

　きぐるみはこちらにやってくると、みずから頭をとった。深見が顔を出す。

「ファンが増えたわね、篠しの原はらくん」

「増えたは増えたが……」

「なんでも今ここは原作ファンの巡礼スポットになりつつあるらしいわよ」

「巡礼？」と杏。

「まあ、人気スポットってことね」

　深見はにこっと笑った。



　しかしそれから数日後、深見はぱったりとマスコット活動をやめた。

「ミコトはもうやらないのか？」

「うん……ファンが増えたのはよかったんだけど、変な噂うわさがたってるみたいなの」

「変な噂？」と守まもる。

「あのね、うちのチームにまるで女の子みたいな選手がいるって」

　血の気が引いていくのを感じる。

「深見！」

「うん……だから、とりあえず様子見することにしたの」

　まさか、こんな展開で真ま琴ことの身が危ぶまれることになるとは……。



　しかし、一度根付いた人気というのはなかなかなくなるものではない。

　守が、飛んでいったボールを拾いにネット際に行くと、グラウンドをながめている野次馬のこんな会話が聞こえてきた。

「ほんとだ、すげー可愛かわいい……あれ女の子みたいだよな」

「だよなー。小柄だしな」

　守は顔色を変えずにボールを拾って帰ろうとした。すると、

「あの、すみません」と野次馬が声をかけてきた。「あの選手って、女の子なんですか？」



「なんでそうなるんだー？　おれは女の子じゃないんだぞー」

　鈴すず鹿かは、ネット越しの野次馬に一生懸命、女の子疑惑を否定していた。



    

  
    
      メディアコントロールの篠しの原はらさん



「綾あや坂さかくん、明日の十四時に雑誌の取材だって」と深見が伝達する。

「う、うん、わかった……また取材かあ」

　深ふか見みから連絡を受けて、真ま琴ことはちょっと困ったような顔で微笑んだ。

「綾坂さんって取材が嫌いなんですか？」

　杏あんずが首をかしげると、真琴は困り顔で微笑んだ。

「注目してくれるのはうれしいけど……芸能人みたいな扱われ方されることが多くてちょっと、少し苦手なんだ。それに、取材を受けてると練習の時間がなくなっちゃうし」

　杏が「なるほど……」と納得したようにうなずく。

「なんとか取材をすぐ切り上げられないものかしら？　……あ、いいこと思いついた」

　深見がまた何かアイデアを思いついたようだった。



　翌日、守まもるは深見とならんで、一塁側ファウルグラウンドで取材中の真琴を見つめていた。

　雑誌記者にボイスレコーダーを向けられ、王子様スマイルで応対している。

「……で、深見」と守は深見に問うた。「どうするつもりなんだ？」

「見ていればわかるわよ」

　ややあってから、真琴の後ろに何気なく忍び寄る影があった。――杏だ。

　取材陣が杏に気づいて、しばらく会話をかわしてから、真琴だけが先に戻ってきた。

「唯一の女子部員の杏ちゃんの取材もするんだって」「おかげで早く終わったよ」

「本当は唯一じゃなくて、唯二なんだがな」

　真琴は笑った。「とにかく、これで練習に復帰できるよ」

　取材陣の方を見ると、杏は得意満面で胸を張ってインタビューに応じていた。

　……本人がノリノリなら、べつにかまわないか。



　数日後、野球部に雑誌の見本誌が届く。

　守はそこにあった杏のインタビューページを手に、杏の下に歩み寄った。

「杏、これはどういうことだ」

　ページの見出しはこうだった。



　兄から正捕手の座を奪った天才少女。試合には出られないけど誰もが認める実力！



「事実ですけど？」と杏。

「本当にそう思われるだろうが!!」



    

  
    
      ルーティーンの杏あんずちゃん



　朝の食卓で、

「イチローってなんでいつも打つ前にカッコつけてるの？」

　杏は大まじめな顔で問うてきた。

「カッコつけてる？」と守まもるは片かた眉まゆを上げた。

「バッターボックスに入ってから、いつもバットを突き出すポーズ決めてるじゃない」

「ああ……」

　守は納豆をかきまぜながら言った。

「あれはルーティーンといってな、一種の精神集中テクニックだ」

「テクニックなんだ」

「毎回毎回同じ動作をくりかえすことで、人間は脳から余計な考えを整理することができる。同じポーズを毎回とることで、自分自身の集中をうながしているわけだな」

　ふーん……と杏は鼻で相づちを打った。

　守は小さく苦笑した。

「もちろん、半分くらいは『カッコつけたい』という気持ちもあるだろうがな」

「そうなの？」

「たぶんな。ある程度は自分に酔えた方が、そのぶん集中力も増すさ。それに、自分でカッコ良いいとも思えないポーズをあえて決めることもないだろう」

「たしかに……」

　杏は納得したようにうなずいた。それからしばらくのあいだ、杏はご飯をもそもそと食べつつ、朝のテレビアニメを眺めながら何かに思案をめぐらせているようだった。



　その日の午後練習、打撃練習の時間になって、杏がバッティングケージに入った。バッターボックスに入って、てきとうに足場を整えて、そして――

　バッ、と大きく腰をひねって、両手をしなやかにくねらせてバットを構えた。

「『プリピュア』の変身ポーズ？」

「『プリピュア』」

「『プリピュア』だ」

　ネット裏の野次馬の女子たちがざわつき始めた。



    

  
    
      プールサイドの篠しの原はらさんたち①



　専用グラウンド本部の監督室のエアコンが壊れた。

　部員にとってはほぼ関係のない話だが、深ふか見みにとっては死活問題だ。朝からダッグアウトの中に扇風機と冷風機、アイスを持ち込んで全力で涼みにかかっている。

「ねえ篠原くん、今日は暑いし、みんなでプールにでもいかない？」と気だるそうに深見。

「プール？　体力作りには悪くもないか……」

「じゃあ決まりね」

　深見はようやく元気をとりもどした様子で、ぴょこんと起き上がった。



　一いつ旦たん部活は解散となって、もう一度みんなで水着持参で集まることになった。

　行き先は、電車とバスをのりついでやってきた海かい浜ひん公園プールだ。砂浜に面しており、プールと海を行き来することもできる。園内には七種類以上のプールが存在しており、波のプールや流れるプールはもちろんのこと、ウォータースライダーも数種類ある。

　早々に着替え終えた守まもるが、テントを設置していると、とんとんと肩をつつかれた。

「お兄さん、一緒に泳ぎませんか？」

　ぎょっとして振り向くと――白いワンピース水着を着た深見がくすくす笑っていた。

　白い肌に溶け込む白い水着。

　ふだんのいたずらっ子の雰囲気からはかけはなれた、清純な水着姿だった。

「……深見か」

「そうですよー。みんなまだ来てないのね……あっ、ねえ」

「何だ？」

「どう、篠原くん、この水着おかしくない？」

　　その場でくるっと回ってみせる深見。腰に巻いたツーピースとセット色のパレオと長い黒髪がひるがえり、健康的な腰つきがあらわになった。

　人を選ぶ水着だ。――だが、スレンダーな深見にはよく似合っていた。

「……いや、すごく似合ってるよ」

　実際そう口に出すと、妙に気恥ずかしくなった。深見にこういうことをいうのは、ある意味真琴よりも別の意味合いで気恥ずかしい。

「え……へ、変なの」と深見は頬ほおをかいた。

「べ、別に変じゃないだろう」

「変よ。か、顔が」

「い、勢いに任せて失礼なことを言うな」



    

  
    
      プールサイドの篠しの原はらさんたち②



　野球部員たちはみな泳ぎたい盛りなので、メンバー拠点用に張ったテントに財布を置いていくなり皆次々とプールに入っていってしまった。

「篠原くん、まだ行かないの？　……はいコーラ」

　自販機に飲み物を買いにいっていた深ふか見みが、コーラをさしだしてくる。

「うむ。まだ杏あんずと綾あや坂さかが来ていないからな……」

　コーラを開けると当然のごとく炭酸がブシャアとふきだしてきた。

　ぷっ！　深見は、明らかに小こ馬ば鹿かにしたような目で見下ろしてくる。

「こんなのに何度も引っかかるのなんて、篠原くんくらいよ」

「あのな……」

　ゆらりと身を起こして、深見を見据える。

　深見は声に出さずに唇の動きだけで「ば、か」と言った。……いつにもまして挑発的じゃないか。

「追いかけてくれば？」

　深見はくすくす笑って、まるでプールに誘うように後ろに下がっていく。

　――と、そこで。

　守まもるが落としたコーラの缶を拾い上げた者があった。

「……な、何やってんの？　お兄ちゃん」

　杏だった。

「うわー、また深見さんにやられたの？　お兄ちゃんも学習しないなあ」

　呆あきれ顔がおで失笑する杏は、暖色のビキニだった。小柄で可愛かわいらしいが、出るところは出ているためちゃんと女の子の雰囲気があった。

「？　何？」

　きょとんとする杏。その胸元はぷゆんとふくらんでいて、思いがけず発育していた。

　……杏がイギリスに発たつ前、こんなにふくらんでいたか？

「な、何よ。似合わないとかゆったらぶっとばすかんね」と杏。

「……いや……その、お、大きくなったなと思ってな」

「え？　ああ、まーね」杏は笑った。「これでも高校生だもん。一応150あるんだよ」

「150？」守は苦笑した。「見栄を張るな。そんなにあったら収まりきるわけ……あ」

　ハッと失言に気づいた時、すでに杏はジロリと上目遣いで睨にらんできていた。

「どこみてんのバカー!!」

　カィンとコーラの缶を投げつけられて、守はのけぞった。



    

  
    
      プールサイドの篠しの原はらさんたち③



「お兄ちゃんのスケベ」

　ぷす、とふくれつらで杏あんずはそっぽを向いた。

「別にそういうつもりで見たわけじゃ……」

「じゃーどーゆーつもりなのよー」

　杏がぶつくさ言っていると、足音が近づいてきた。

「お待たせ。……あれ、三人ともまだプール入ってないの？」

　後ろから真ま琴ことの声。

「あ、綾あや坂さかさん」と杏。

　振り向こうと思ったが、なぜかぎくっと緊張して首が動かなかった。

　なぜかもわからずばくばくと胸が高鳴り始める。

　しかし、そんな様子にはかまわず、

「お兄ちゃんがわたしの水着姿をエッチな目で見ましたー」

　と、杏がわざとらしく告げ口した。

「お、おい、ちがうぞ綾坂――」

　守まもるはあわてて反射的に振り向いて、訂正しようとしたが、

「……あ」

「篠原、な、何その顔？」

　真琴は、シャツにハーフパンツをあわせた格好だ。

「……いや」と守は顔をそらしてつぶやいた。

　別に真琴の水着姿を期待していたわけじゃない。長年、バッテリーとして信頼しあってきたパートナーの水着姿で眼福を得ようなどというよこしまな考えは正捕手にあらざるべきものだ。だから、期待していたわけじゃない。それにもし今水着になったら一大事だ。

「……僕、今日は水に入らないからね」

「そ、そうか……残念だな」

「え、ざ、残……？」真琴の顔が赤らむ。

「あ」しまった。また失言だ。「ち、ちがうぞ、別にきみの水着姿をみたかったわけじゃ」

「そ、そんなことひとことも言ってないでしょ……！　深見さんや杏ちゃんとプールいってきなよ、僕、ここでみんなの荷物を見ているからさ」

「いや、あのな綾坂」

　真琴に一歩あゆみよって改めて誤解を解こうとしたが――

「も、もう、はやくいけ、この……ッチ篠原！」

　逆に両手で押されて、守はプールに背中から大きくしぶきを上げて水没した。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      プールサイドの篠しの原はらさんたち④



「お兄ちゃん、かき氷買ってきた」

　おなかすいたーと言ってテントの下もとを出て行った杏あんずが戻ってきた。守まもるの前に女の子座りで座って、かき氷をストローでかき混ぜ始める。シロップは黄色だ。

「レモン味か」

「うん、お兄ちゃんもレモン味好きだよね。食べたい？」

「食べたくないといえば嘘うそになるな」

「あーんできたら食べさせてあげてもいいよ」

　杏は、にやーっと笑いながら、しゃくったかき氷を守の鼻先につきだしてくる。

「どうして妹に食べさせてもらわなくちゃ……」

「ただであげるのシャクなんだもん。できなきゃあげないよ」

　杏は楽しそうに笑っている。ちらっと真ま琴ことの方を見ると、小さく微笑ほほえんで首をかしげてきた。のってあげれば？　と言わんばかりだった。

　だから、杏がにやにやしながらストローを引っ込めようとしたその時、

「……じゃあもらおうか」

　守は、かぱ、と小さく口を開いた。

「へっ!?　や、やるの!?」

「……お前がやれと言ったんだろうが」

「い、言ったけど……じ、じゃあ、はい」

　杏はお尻しりを上げて、守の方に前まえ屈かがみで身をのりだして、ストローの先でちょいちょいと口の中にかき氷を放ほうり込んでくる。美う味まい。

「もっといる？」

　シートに手をついた前屈みの格好で、杏は上目遣いでたずねてきた。

「ん？　ああ」

　ちょいちょい。もっといる？　ちょいちょい。もうちょっとあげる。ちょいちょい。

「お兄ちゃん甘えんぼみたい。もっとあげるね、はいあーん」

　やけに幸せそうな顔で、守の隣にすりよってくる杏。ぷゆんと腕に柔らかいものが触れてきたのだが、指摘したら絶対に怒られるので、あえて黙っていた――。が。

「わっ！」としばらくして何かに気づいたように杏はのけぞった。「お、お兄ちゃんッ！」

「……ち、ちがうぞ杏！　これはお前が……」

「お、お兄ちゃんのせいでわたしのぶんのかき氷なくなっちゃったんだけど!?」

「それはお前のせいだろうが」



    

  
    
      プールサイドの篠しの原はらさんたち⑤



　深ふか見みや杏あんずと、波の出るプールで遊んでから、増波時間が終わるとテントの下もとに戻った。

　真ま琴ことが携帯電話のワンセグでテレビを見ていた。高校野球の試合だ。

　しかし、大好きな野球の試合を見ているのに、真琴の顔つきはつまらなさそうだった。「綾あや坂さか」と守は呼んだ。

「…………」

「綾坂？」

「え？　あ、篠原、いたんだ」

「……試合に集中していたのか。どことどこの試合だ？」

「鳴なる沢さわと千せん国ごくだって」

「甲こう子し園えん出場校同士の戦いだな。スコアは？」

「え？　っと…………」

　真琴がワンセグを確認するが、今はＣＭに切り替わっていた。

「あ、ごめん、忘れちゃった」

「忘れた？　いつもたいていの試合のスコアを覚えているきみにしては珍しいな。そんなにつまらなかったのか」

「！」

　真琴の頬ほおに赤みがさした。

「そ、そんなことないよ別に。篠原の方こそ楽しんでる？」

「……野球の試合を？」と守まもるは片かた眉まゆを上げた。「俺おれは見ていなかったが……」

「あ、試合……」

　あ、と守は気づいた。……そういうことか。

　試合展開がどうあれ、テントの下で一人で野球を見ていればつまらなくて当たり前か。

「綾坂、来い」

　えっ、ちょっとと戸惑う真琴の手を引いて、テントのすぐそばの浅い子供プールに真琴をつれていく。

　そして、そこで思いっきり水をかけてやった。

「わ……篠原、何するんだよ！」

「王子様の顔が曇っていたからな」

「わっ、きゃ……だ、だめだよ、何す……」

　笑いながら足で真琴に水をかけていると、突然彼女が本気で怒った。

「わ、ワンセグ濡ぬれちゃったら壊れるからだめだって言ってるでしょっっ！」

「すまん」



    

  
    
      プールサイドの篠しの原はらさんたち⑥



「……篠原、いっしょに中継見る？」

　守まもるが落ち込んでいると、真ま琴ことがそっと近づいてきて、携帯のをちらつかせてみせた。

「うむ……」

　二人で座ってワンセグをのぞきこんでいると、ふと、コツンと頭がぶつかりあった。

「あ、すまん」「あ、ごめん」

　同時に謝って、顔を見合わせると、思いがけずすぐそばに真琴の顔があった。

　長いまつげの一本一本がはっきり見える距離だ。

　鼻をくすぐるミントの息の香り。

　二人同時に反射的に飛とび退のいて、しばらく見つめ合うと――。

　くすっ、と真琴の方が先に笑い出した。

「な、なんだ？　綾あや坂さか……」

「ううん、なんか、あの、あはっ」真琴は笑いの衝動を抑えきれずに身を折る。「今といい、さっきといい、篠原、すごく変な顔してるから」

「な……」守は眉まゆをひそめた。「おい、きみがいうと冗談にならないぞ！」

「私が何？　あっは……あははっ」

　……まったく、なんなんだ。守が苦笑していうと、杏あんずがカップヌードルと割わり箸ばしを手にテントの下もとに戻ってきた。

「あ、綾坂さんどうしたの？」

「クールな綾坂くんが笑ってる……」とあとからやってきた深ふか見み。

「ぼ、僕別に、く、クールじゃないよ、あっは」

「……篠原くん、綾坂くんに何したの？」

「俺おれの顔が変だからおかしくてたまらないそうだ」

「ふぅん……あ、それと、綾坂くん、これお昼ご飯。本当なら、綾坂くんの希望は篠原くんが聞いてくる予定だったんだけど……焼きそばでよかった？」

「う、うん。ありがとう、深見さん」

　真琴はようやく笑いが落ち着いた様子で、パックを受け取る。

「で、篠原くんはカレーね」

「うむ。すまないな」

　カレーを受け取って見て、明らかにルーしかない。

「……明らかに半分近く食されているんだが」

　ぷふーっ！　と深見は口元を押さえて押さえて吹き出すと、真琴もくすくすと笑った。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      良いい匂においの真ま琴ことくん



「橘お前いつも香水臭いんだよ」

「いつもじゃねーよ！　部活帰りしかつけてねーだろうがゴラァ!!」

　また橘と片かた桐ぎりの喧けん嘩かが始まった。

　みんなすでに制服に着替え終えて、今は部室でだらだらと雑談をしていた。

　ぎゃーぎゃーと橘と片桐がつかみあって、鈴鹿が一生懸命それを止めようとしていると、

部室のドアが開いて呆れ顔の真琴があらわれた。

「ねえ、みんな、外まで響いてるよ」

　入口の方から、ため息まじりの声が聞こえてくる。真琴だった。

「……良い匂いといえば、きみも良い匂いだな」

　テーブルをはさんで杏とギャルゲ将棋をしながら、守は顔を上げて言った。

「え……そ、そうなの？」

　真琴は目を泳がせて――まもなく、「ひっ！」と叫んで身体をすくめた。

　真琴の背後に迫っていた深見が、彼の首筋でくんくんと鼻をならしていたからだ。

「ほんとね。綾坂くんすごく甘い匂い」

「だ、駄目だよ」と真琴は身体をちぢこめた。「まだシャワー浴びてないんだから！」

「シャワー浴びたらいいの？」

　深見がきょとんとする。守は笑いながら肩をすくめた。

「何にせよ、良いことは良いことだ。これからはチームの中心選手としてだけではなく、運動部の清涼剤としても活躍してくれ」

　なにそれ……と苦笑する真琴。

　その隣では、深見が、守と真琴とをしきりに見比べていた。



　数日後。深見は守の前にやってくるなり、さらりと髪の毛をかきあげて言った。

「イタリアの高級シャンプーを取り寄せてみたの。どう？」

　守はうなずいた。「実にいい髪ツヤだ」

「そうじゃなくて、良い匂い？」

「ん、ああ……良い匂いだよ、深見」

「ほんと？　じゃあ明日からあのシャンプー学校のシャワー室に常備しておくわね」



　翌日の部活後、杏も橘も片桐も鈴鹿もみなイタリアの香りだった。

「みんな良い匂いになったな」と満足げにうなずく守。

「…………」深見ななぜかふくれつらだった。



    

  
    
      相方募集中の杏あんずちゃん



　野球部の練習は、ランニングと柔軟体操をすませてからのキャッチボールから始まる。

　守まもるが「綾あや坂さか、一緒に……」と真琴に声をかけようとすると、後ろから袖そでを引かれた。

「あ、待って。わたしにキャッチボール教えてくれるって約束した！」

「一言もそんな約束はしていないだろうが……」

　守は後ろ頭をかいて言った。杏あんずが仮入部してから毎日この調子だ。

「投げ方とか、ちゃんと一から教えてくれてもいいでしょー。お兄ちゃんなんだからあ」

「妹だから、という理由で優先するわけにもいかないだろ」

「妹じゃなくたって、後輩だよ。お兄ちゃんはわたしの先輩じゃないの」

　守の袖をぎゅっと引き寄せて、眉まゆを吊つり上げながら杏が顔を寄せてくる。

　杏がいくら凄んでこようと、この可愛らしい顔では全く怖くはない。

「駄目だ」

「あっ、なんで……！」

　杏は思わず小さく声を出すと、いよいよむきになって反抗してきた。

「やだよ。教えてくれるまではなさないもん」

　杏はふくよかな胸に守の腕をだきしめてうつむいた。

「お、おい！　わがままをいうな！」

　柔らかな感触にあわてて守が腕を引き抜こうとすると、

「！　わがままなんかじゃないよ!?」

　杏はさらにむぎゅっと腕に力をこめてきた。

「わ、わたしまだちゃんとボールとれないから、まっすぐ投げ方てくれる人がいいの！　でも、お兄ちゃん以外に、そんなわがままいえるひといないから……」

　杏は必死に弁明する。

　確かに完全な野球素人の杏はわがままも言い辛いだろうが……。

「だったら杏ちゃんに最適の練習相手がいるんだけど」

　すると、深ふか見みが横からひょっこりと口を挟んできた。

「最適？」

「ええ、なんでもわがまま聞いてボールを投げてくれる相手よ」

「ほんと!?　じゃあその人にする！」杏はすぐさま手を挙げて、当てつけのようにこちらをにらんで言った。「分からず屋のお兄ちゃんなんてもう知らないもんね」



　その後、杏は、ピッチングマシーンからまっすぐ放たれたボールを飛び避よけてさけんだ。

「キャー！　なんなのよ！」



    

  
    
      運動部連絡板の篠しの原はらさん



　明めい学がくの校舎には運動部連絡板がある。だが、基本的にまともな使われ方はしていない。



バレーボール部　山手線ゲーム！「青春」を感じるものは？↓



　　陸上競技部　一瞬のきらめき



　　サッカー部　合コン



　　　　柔道部　血と汗と涙



　　　　剣道部　チームプレー



バドミントン部　イメージとは裏腹の過酷な体力作り



　　　空手道部　胴回し回転蹴げり



　　　テニス部　必殺技



　　　　水泳部　競泳水着のお尻しりの食い込み（男子）　男子最低（女子）



　　　　卓球部　若さ



ソフトボール部　部活帰りのアイス



ハンドボール部　部員全員遠征費すぐ提出してください（主将）



　バスケット部　連続スリーポイントシュート　←わかるー　←だろー



　チアリード部　プリクラ



　　硬式野球部　サクセス（高校野球編）



    

  
    
      ソフトボール観戦の篠しの原はらさん



　サークルの上のピッチャーが投じたボールは、低めの枠外だった。しかし、対するバッターは柔らかく膝ひざを落として、スラップと呼ばれる走りながら打つ打法でそれを捉とらえた。サードにゴロが転がり、送球されるわずかの瞬間で、あっというまに一塁を駆け抜ける。

　野球部――ではなく、ソフトボール部の私学対抗戦の観戦だった。明みよう神じん学が園くえんの全校応援が陣取る三塁側スタンドが沸き、その一角では、野球部がメガホンを叩たたいている。

　スタンドの喝かつ采さいの中で、守まもるは、感心しながら一塁上のランナーを見ていた。

　少し目つきが悪いが、のびやかでバネのある身体からだ。一年生でありながら、明らかにぬきんでた実力。どうやら、特待生の風かざ見み愛あい理りは、噂うわさ通りの選手のようだった。今の一打もボール球ではあったが、ちゃんと相手の配球を読み、対応してみせた。

「綾あや坂さか、きみならあのバッターをどう抑える？」

「……そ、そうだね、ストレートでびしっと、かな！」

　やけに投げっぱなしの答えが返ってきた。……どうもさっきからこんな返事ばかりだ。

　そう思った時、周囲が色めき立った。何だと思ってナインの視線を追うと、スタンドの入り口から現れたカラフルな服のチアガールに向けられていた。

　守は思わず声をあげそうになって、口を押さえた。おへそ丸出しのミニスカート姿のチアガールルックでやってきたのは――髪を下ろした真ま琴ことだった。

「あっ……ま、守くん……！」

　ノースリーブの脇わきをきゅっと締めて、真琴は赤い顔で身をよじった。

　エースのチアガール姿を見て、可愛かわいい、可愛いとささやきあう明めい学がくナインたち。チームメイトにいつもとちがう目で見られて、真琴は今にも逃げだしそうだった。その後ろから、二年生マネージャーの深見月つく夜よが背中を押して、目の前に連れてくる。

「綾坂さん、わたしたちに内緒でチアをしていたから連れてきたの」

「ふ、深見さんっ！　茶道部でチアすることになっちゃってたのは秘密だって……！」

　なるほど、と隣で苦笑いする綾坂を見下ろす。――やはり、こちらは兄の飛鳥か。

　一方、目の前でしどろもどろになるエースに向かって、どうフォローしたらいいかわからないのでまず率直に言った。

「……………ええと…………か、可愛いと思いますよ、真琴さん」

「なっ……！　か、からかわないでくださいッ！」

　真琴は真っ赤になって言い返してくる。だが、他にどう言えばいいのかわからない。

「え……い、いえ、からかっているのではなく本当に可愛……いいっ!?」

「それ以上からかったら、お、怒りますから……！」

　真琴は小声で罵ば倒とうしながら、こちらの脇わき腹ばらをつねってきた。からかってなどいないのに。



    

  
    
      成功祈願の篠しの原はらさん



　明みよう神じん学がく園えん高校は、最寄りの学園前駅東口からアーチ付きの歩道橋を越え、そこから延びる徒歩３分の長い坂道をのぼっていった丘の上にある。坂道の途中には、学校の創立記念に作られた公園が面しており、そこには一つの名所があった。

「お兄ちゃん、あそこに鳥居があるんだけど。あれ何？」

　杏あんずが、坂道の手すりから身をのりだして、公園の池の方を指さした。

　夏休みの野球部の全日練習の帰り道だった。辺りは夕日に染まっている。

「お前はまだ行ったことがないのか。寄ってみるか？」

　妹の指さした先を見て、篠原守まもるはそう提案した。共帰りのメンバーで公園に下りて、例の鳥居をくぐると、池の真ん中に向かって、木の板で作られた道が延びていた。その奥には、賽さい銭せん箱ばこと、間抜けな顔をした河童かつぱの置物が設けられている。

「河童が出るという噂うわさがある池らしい」と守は言った。「願いを叶かなえてくれるそうだ」

「……河童が？」と疑わしげな杏。

「新チームの成功を祈願して、何かお願いでもしよっか」

　二年生エースの綾あや坂さか真ま琴ことがそう誘ってきたので、杏は１円、守と真琴は５円を放ほうり込んで、それぞれ手を合わせてお祈りをすることになった。

　最後に、１セントを放り込んでお祈りした深ふか見み月つく夜よが、人さし指をたてていう。

「ちなみにここでのお願い事は、その最初の一文字を口にしなきゃかなわないのよ」

　そんなルールは初耳だった。

「最初の一文字……？」と杏。「わたしは『お』だけど」

「『お兄ちゃん』系のお願いね」と深見。

「な、なんでわかるの!?」

「僕は『こ』だよ」と真琴。「俺おれもだ」と守。

「二人は『甲こう子し園えん』系のお願いね」

「よくわかったな」守は笑った。「ちなみに深見、お前はどうなんだ？」

「わたしは『あ』ね」

「『アニメ』系か？」と守。

「『綾坂くんの胸がこれ以上育ちませんように』よ。男装を続けるためにもね」

「よ、余計なお世話だよ！　それにそんなこと、ここにお願いしても意味ないから……」

　真琴は赤い顔をそむけて口をとがらせる。……お願いしても無駄？

「……綾坂、まさか頼んだことがあるのか？」

「そ、そんなこと頼んでな……っっ！」

　真琴は目を泳がせてうつむいた。



    

  
    
      

第一幕　特待生と篠原さん







　夏休みまっただなかの電気街。

　電化製品店のウィンドウでは、甲こう子し園えん出場校をとりあげた特番が放送されている。

　しかし、前をゆく深ふか見みについていくのが精一杯で、それをながめている暇はなかった。

「篠しの原はらくん、次はあっちのお店に行きましょ？」

　深見は、両手に紙袋を下げながら、くるっとロングヘアーをなびかせて振り向いた。

　幼稚園のころからの幼なじみで、昨今、急成長を遂げている深見グループのお嬢様の深見月つく夜よ。しかし、どことなく気品よりも愛あい嬌きようがまさって、それを感じさせない。

　実際、その手にさげているのもブランドショップのバッグではなく、釘くぎバットをかまえた謎なぞの魔女っ娘こマスコットの描かれた同人ショップのそれだ。

「……あのな、深見」

　守まもるは、両腕にかかえて、視界をさえぎる紙袋の山から頭をどけて、深見に呆れ顔を向けた。

「俺おれたちは、たしか合宿の用意の買い物にきたんじゃなかったのか。どうして秋あき葉は原ばらなんだ」

　今け朝さ、早朝に深見がリムジンでやってきて、そのまま首都高に乗せられてここまでやってきた。そして今の今までずっと電気街を巡ってのショッピング三ざん昧まいだった。

「え？　ふつうに合宿の準備をしてるじゃない」

「さっきから、ゲームや漫画やＤＶＤばっかり買っているぞ」

「うん、だから、合宿先で遊ぶ用よ」

「お前は合宿に何をしにいくつもりなんだ？」

　深見はくすくす笑うと、軽やかにステップを踏んで、こっちに近づいてきた。紙袋を手でどけると、軽く背伸びしてずいと顔を寄せてくる。

　甘ったるいシャンプーの香りをさせながら、深見はにこっといたずらっぽく笑う。

「どっちにしろ、今日付き合ってくれるっていったのは、篠原くんじゃない」

「あのな、あれは……」

　あれは、夏休みの練習がはじまってすぐのことだった。



　ある日の練習試合、先発投手だった真ま琴ことが、試合後にふと姿を消してしまった。

　どこにいったのかと探していると、本部の方から真琴の苦しげな声が聞こえてきたのだ。

「……ふ、深ふか見みさんっ……そ、そんなにきつくしないで……！」

　深見が、また真ま琴ことにちょっかいでも出しているのか？

　そう思って飛び込んだ本部の監督室では、深見と杏あんず、そして、探していたエースの真琴がいた。

　ただし――の真琴は上半身裸で、こちらに半身を向けていた。

「し、篠しの原はら……!?」

　あわてて、豊満なバストを隠す真琴。その周りでは、杏がアイシングのパックを、深見が、それをしばりつけるための包帯を手にしていた。

「わっ、で、出て行って、篠原っっ！」

「こ、こらーっお兄ちゃんは見ちゃだめ―――ッ！」

　真っ赤な顔でがばっと胸を隠す男装の王子様と、真琴の前にわりこんでぱたぱたと両手を振って視界をさえぎろうとする杏。

「す、すまない！　まちがえた！」

　アイシングか……と戸に背をもたれて思う。

　そういえば、今までは真琴はアイシングも一人でやっていたのだ。一人で着替え、一人で気を張り、一人でケアをしていた。

しかし、今は彼女の正体を知り、協力者してくれる人間がいる。深見に杏、女子だからこそ手伝えることだ。良い傾向だなと一人笑う。

ややあってから、真琴がアイシングを終えて出てくると、守の顔を見るなりふいっと恥ずかしげに顔をそらしてしまった。

「もう入ってきたらだめだよ」

「あ、ああ……すまん。まさかアイシングしているとは思わなくてな……」

「ほんとうかしら？」

　くすくすと笑ったのは深見だ。

「前にも、いきなり部屋に入ってきてわたしの着替えのぞいたことあったじゃない。合図のノックもしなかったし、こんどはわざとだったりして……」

「お兄ちゃんののぞき魔」

　ジト目の杏。

　くすくすと楽しそうに笑う深見。深見は、無実だとわかってて言っている。真琴はともかく杏はそれを信じるだろうから、なんとか誤解を解かなければ。

「ちがう。わかってたらのぞかなかった」

「ほんとう？」

　深見が、後ろ手をくんで、にんまりと顔をのぞきこんでくる。

「ほんとうだ」

「ほんとうにほんとう？」

「だから、本当だといっているだろう」

「ふーん。じゃあ信じてあげる」深ふか見みは目を細めてこういった。「ただし、その代わりに――」



　その代わりに、今度の練習前に合宿の準備につきあって――という顛てん末まつだ。

「でも一応、野球っぽいものも買ったわよ」

「そんなものあったか？」

「うん、これ、スコアブック。今度、うちの部で使おうと思って」

　深見が袋からとりだしたのは、妙にバイオレンスな釘くぎバットの魔女っ娘こが描かかれたスコアブックだ。

「……なんでもありだな」

　それからも何件か店を回って、帰りのリムジンに乗る。クーラーがよく効いていて涼しかった。



　今日の練習は正午からスタートのため、余裕をもって秋あき葉は原ばらから戻ることができた。

　学園前駅で、紙袋をエナメルバッグに持ち替えてリムジンから下り、深見と二人で明みよう神じん学がく園えんへの坂道をのぼっていく。

　校舎に隣接する専用グラウンドは、ネットフェンスに囲まれていて、何人かの野次馬がちらほらと見かけられた。

　ゲートをくぐってグラウンドに入ると、真琴が、ダッグアウトの前でたんねんに脚のストレッチをしていた。

「篠しの原はら、深見さん、おはよう。買い物はどうだった？」

「荷物持ちでいいトレーニングになったよ」

　深見がくすくすと笑って、真琴もつられて笑った。

「ねえ、そういえば、二人はもう聞いた？　今日から、ソフト部の子が練習に参加しに来るらしいよ」

「ソフト部？　どうして急に」

「風かざ見みさんっていうんだけど、知ってる？」

　その名前なら聞いたことがあった。

「確かソフト部の特待生だろう。前のソフト観戦でプレーを見たが会ったことはないな」

「僕も。今回涼子先生がソフト部に頼まれて、一緒に合宿に連れて行くことになったんだって。練習には今日から参加することになるらしいよ」

　ほう……と守まもるは相あい槌づちを打った。合宿にまでついてくるというのは中々珍しい話だ。

「あっ、お兄ちゃんやっと来た！　すぐ練習始まるから、はやく着替えてきなさいよね！」

　体操服姿の杏あんずが、遠くからめざとく忠告してくる。

　男子用のロッカールームは部室とは別の建物の二階にあり、部員はだいたいいつもここで着替えている。女子の更衣室は別にはなれた場所にあった。

　階段をのぼっていって、ロッカールームの戸を開く。ドアを開くと、白地にねこにゃんマークの三角形がまず目に飛び込んできた。

「「ん？」」

　守とその人物との声がかさなった。

「ん？」

　スパッツをはこうとして、こちらにおしりを向けている一人の少女。つんと上を向いた小振りなお尻しりも、のびやかな太ふと股もももきゅっとひきしまっていて、触れたら吸い付きそうなほど健康的でみずみずしい肌をしている。

　ミディアムの髪をした彼女は、つり目がちの大きな瞳ひとみでこちらを振り返りながら、しばらくそのポーズで固まっていた。――が。

「……三毛猫」

　守が思わずそう呟つぶやいた途端、

「……………」

　しばらく、汗だくで固まっていた少女は、

「――――ひぅっ！」

　むきゅっ！　と勢いよくスパッツを引き上げて、震えながらこちらを振り向いた。

「……っな、何を……何を人のお尻まじまじと見てるんですか……!!」

　またこういった方向性の誤解か。さすがに誤解が広まれば真実になりかねない。

「い、いや、凝視なんかしていないが……」

「……ショーツの柄は？」

「三毛猫」

「――しっかりと見てるじゃないですかッ！」

「あ、いや……」

　そもそもきみは誰だれなんだ？　――と問いたいが、それができる状況でもなさそうだった。

　ガチャリと、守の後ろで戸が開く。

「おー！　ここにいたのか、あいりー」

　トテテと割り込んできたのは、野球部キャプテンでショートの鈴すず鹿かだった。小学生然とした小ささで、背丈は守のお腹なか辺りまでしか届かない。

「ここは男子更衣室なんだぞー。どうしてここで着替えてるんだー？」

「えっ……だ、男子!?　けど、更衣室としか書いてなかったから……」

「あいりはいつも女子更衣室がふつうの更衣室だから、まちがえてもしかたないんだぞー」

　鈴すず鹿かがうんうんとうなずく。

「あいり？」

　と、守まもるは横から口をはさんだ。どこかで聞いた名前だ。

「そうなんだぞー。合宿が終わるまで野球部の練習にくわわることになったんだぞ！　しのはらも仲良くしてほしいんだぞー」

　ぴょこたんと鈴鹿は両手を広げて笑った。

　……この子が風見か。遠目にはキツめの顔に見えたが、近くで見ると結構童顔だった。

「……ソフト部の風かざ見み愛あい理りです」

　愛理が、腰に手を当て高圧的に答える。

「監督に言われて、今回、野球部の合宿に参加することになりました」

「あいりはすごい選手だから、うちで鍛えて欲しいらしいんだぞー」

　なるほど……ソフト部期待のスーパールーキーの武者修行ということか。確かに男子と一緒の練習メニューをこなせば、体力のみならず自信もつくだろう。

「……きみがソフト部の風見さんだったのか」

　愛理は無言でずいっと近づいてくる。

「…………しばらくの間ですが、よろしくお願いします先輩」

　愛理が手を伸ばしてきたので、握手に応じる。だが、愛理の指をつかんだ途端、ぐいっと引き寄せられた。

「それと先輩、あたしのパンツのこと、絶対に黙ってて下さい」

　あいりの声がわずかに震えている。顔が赤い。

「……パンツの事って、あの猫」

「お母さんが勝手に買ってくるんです！　そ、ソフト部の特待生が……ね、ねこさんのパンツなんてそんなの女め々めしすぎるでしょ!?」

「あ、ああ……わかった」

　ようやく合点がいった。どうやら愛理の先ほどの混乱ぶりは、例のパンツを見られたからのようだ。ようやくほっとしたように、愛理が握手の手を引いた。



　その日から、愛理が野球部の練習に参加することになった。

「よーい……どん！」

　深ふか見みの合図とともに、愛理はクラウチングの姿勢から地を蹴けって、50メートルを走りきった。

「ろ、６秒１!?」

　タイムをはかっていた涼りよう子こ先生が驚きの声を出す。

「うわあ、やっぱり風かざ見みさんかっこいい……」

　杏あんずが両手を組んで、目をきらきらさせて愛あい理りを見つめる。

　愛理は、タオルで口元をふきながら、クールに目を閉じて息を整えている。

「なんだ杏、お前は風見のことを知っていたのか？」

「当たり前じゃない。風見さんっていえば、一年女子の間では綾あや坂さかさんに匹敵するくらいのあこがれの的なんだから！」

　まるで我がことのように、杏が威張ってくる。

「男子に媚こびない格好良さ、ファッションモデル並みのルックスに抜群の運動神経！　ちょっとガラ悪くて無口だけど、それがまた不良っぽくていいっていうか……」

「……なるほど。綾坂とはまたちがうタイプの魅力ってことか」

　強烈な視線を感じる。

　視線の主は、愛理だった。短距離走を終えて、タオルで口元をふいて、スパッツを指で直しながら、目だけは鋭くこっちを見ていた。

　……幸先の悪いスタートだが、果たして彼女とは良い関係を築けるのだろうか……。



    

  
    
      



    

  
    
      難攻不落の風かざ見みさん



　ランニングを終えての休憩中、愛あい理りはネットにもたれてペットボトルを飲んでいた。

　その姿を遠目にながめているのは、杏あんずだ。

「杏、同じ一年生同士仲良くしてきたらどうだ？」

「えー、無理だよー」

「どうしてだ？」

「近寄りがたい感じなんだもん、風見さんて」

　その気持ちはわからなくもない。愛理は無ぶ愛あい想そうだから、どうも話しかけづらいところがある。下へ手たに声をかけたらにらまれそうな感じだ。

「じゃ、わたしが行ってくるわね」

　先陣を切ったのは深ふか見みだった。ストレートの髪を揺らして、愛理の下もとに近づく。

「かーざみさんっ」

「はい？」

「風見さんは今回、野球部に来たのはじめだから、ここでのルールを説明しておこうと思うの」

「ルールですか？」

「うん。はい、これをかならず守るようにね」

　深見が一枚の紙をさしだした。



一、深見さんの指示にはめず従うこと

一、先輩を呼ぶときにはかならず「ご主人様」とつけること

一、ゲームは一日六時間まで

一、野球は一日一時間



　信じられないものでも見るような目で、愛理は深見を見つめる。笑顔で応じる深見。

　ビリィ……と愛理は無言で紙を破くと、「……は、走ってきます」と駆け出した。

「あっ、待って風見さん！」

「走ってきます！　あ、あたしに変な絡み方しないでください！」

　逃げるように愛理は走り去っていった。



「風見」と守はランニング帰りの愛理の下に歩み寄る。「あのな、あれは深見なりの……」

「走ってきます！」

ほとんど条件反射で逃げられた。どんどん幸先が悪くなっていく。



    

  
    
      質疑応答の愛あい理りさん



　愛理が何度目かランニングから帰ってくると、深ふか見みは部員たちを集めたベンチに彼女を引きずり込んだ。

「というわけで、お互いの親しん睦ぼくを深めるために質問コーナーを設けてみました！」

　愛理は大勢に囲まれる中で、若干顔を赤くしてうつむいている。

「あたしはこんなことよりも練習がしたいんですが……」

「けど今日はチームに溶け込むためにうちに来ているんだから、練習は二の次じゃない？」

　今回は深見の主張の方が正しかった。本人も、あきらめたように膝ひざに手を置く。

「……わかりました。で、でも、変な質問するのやめてくださいよ」

「あ、じゃあ僕から」

　こういうときはあまりのらない真琴が挙手した。

「愛理さんはポジションどこなの？　一番バッターっていうのは知っているけど」

　真琴が微笑ほほえんでたずねる。

「セカンドですが、内野ならだいたいどこでも」

　次の質問は、愛理と同じくセカンドの橘たちばなだった。

「愛理ちゃん今彼氏はいるの？」

「……」

　愛理がぎろっと橘の方をにらむ。目つきが悪い愛理ににらまれると凄すさまじい威圧感だ。

「いやーなんでもないっすー」と橘は即座に手を振る。

　次は深見だった。

「じゃ、愛理ちゃんの好きなアニメは？」

「……アニメは見ないです」

　その後、まずは二年生からの一人一問といった感じになっていき、最後に守まもるが残った。

　先刻の更衣室での気まずさもあって、できることなら黙っていようと思ったのだが……。

「あー……そうだな……」

　無難な質問を考えた末に、守は口を開いた。

「……好きな動物は？」



「……変態なこと聞かないでくださいっっ!!」



　そうだ。三毛猫に決まっている。



    

  
    
      ストレッチ中の愛あい理りさん



　練習後、ストレッチしている愛理の下もとに後ろから歩み寄る。

「風かざ見み」

「なんですか？　先輩」

　愛理は、地面に座って股またを広げながら、こちらを振り返りもせずに言った。

　あきらかに愛理に嫌われつつあるが、なんとか挽ばん回かいしなければならない。今後の野球部とソフト部の関係にかかわりかねないからだ。

「ストレッチでも手伝おうか」

「いいです」

　とりつくしまもない。守まもるは愛理の前に回り込んで、かがみこむ。

「あのな風見、謝っておくが――……あ」

「………………」

　愛理は、怒りと羞しゆう恥ちに震えながら目をつむって、ユニフォームの裾すそをぎゅっとひっぱって、大おお股また開きになっていたスパッツの股こ間かんを隠した。

　……いつだったか深ふか見みから恋愛ゲームを貸されてやらされたことがあったが、あの時みたいに連続で好感度が下がる効果音が四方八方から聞こえてくる気がした。

「……す、すまん、そういうつもりじゃないんだ！」

「………………あっちいけ……」

　低い声をふるわせながら、脅してくる愛理。

　守は、これは駄目だな……と思いつつ、愛理からはなれていった。

　すると入れ替わる格好で、橘たちばなが近づいていく。――しかも真正面から。

「お、おい橘――！」

　あわてて阻止しようとするが、時すでに遅かった。

「愛理ちゃーん、さっきはみんなの前で答こたえ辛づらい質問してごめんねー。で、彼氏いるの」

「………………」

　ぐっ、ぐっ、と無言で愛理は片かた膝ひざをたてて股ももをストレッチしている。

「愛理ちゃーん？　ねえねえ彼氏……」

「…………」

「あ、愛…………」

　橘のことは完全に無視だ。やがて橘はトボトボと愛理の下を立ち去っていく。

　しかし、視線に気づくと、何もしていないのに愛理はこっちをキッとにらんできた。

　……俺の好感度はどうやら現在最下位のようだ。



    

  
    
      ご機嫌とられの愛あい理りさん



　愛理が黙々と練習をしていると、深ふか見みがトコトコとやってきた。

「風かざ見みさん、好きなものってなに？」

「肉とうどんですが」

「ふーん。わかったわ」

　深見が来たときと同じように軽やかに去っていく。なんだったんだ？



　翌日、愛理の間食は皿いっぱいに盛られたマンガ肉だった。両端から骨が飛び出しているあの肉だ。

「なんですかこれ……」

「特注で作ってもらったの。お肉好きだっていってたから」

「…………なんでこんなもの？」

「風見さんってぜんぜん笑わないから、これくらいしたら笑顔見せてくれるかなーって思ったの」

「……まあ、無ぶ愛あい想そうは自覚してますけど、あたし」

　愛理はそういいながらマンガ肉を思いがけず小口で食べ始めた。



　次の日、愛理さんを笑わせようの会が部内に結成された。深見と杏あんずの二人だけだが。

「やっぱりギャグ漫画とか？」と杏。

「あ、なるほど」と深見。

　その日の休憩時間、深見がおすすめの重音楽部の四コマ漫画を愛理に与えた。

「風見さん風見さん、このマンガ面白いから読んでみて？」

「はあ……」

「どう？」

「練習いつしてるんですか？　これ」と愛理は真顔で言った。



　そんなある日の練習試合中、真ま琴ことが応援しながらつぶやいた。

「なかなかタイムリーがでないね……」

「ああ。あの投手相手にこれ以上のタイムリーは絶対無理だな」

　ぶっ！

　愛理は突然吹きだしてそっぽを向いているが、なぜか肩が震えているように見える。

　……愛理が笑った？　なぜだ？



    

  
    
      橘たちばな　対　愛あい理りさん①



「ねー彼女、おれと部活帰りにどっか遊びにいかない？」

　橘が今日もあいかわらずネット越しに勝ち目のない不毛な戦いを続けている。が、今日はいつもと様子がちがった。

　愛理が、ナンパ中の橘の前に、無言でずいっと割り込んでいったのだ。

「……な、何だよ？　愛理ちゃん」

「恥ずかしいと思わないんですか、先輩。みんなが一生懸命練習している最中に、アホ面づら下げて女の子引っかけてるなんて」

「あ、アホ面!?　お、おま、先輩に向かって度胸あるな……」

　いつも無気力な橘でさえ愕がく然ぜんとする、愛理の堂々っぷりだった。

「いくら上級生でも、スケベとサボり魔は先輩とは認めないって決めてるんです」

「……ほう……いい度胸じゃねーか、愛理ちゃん。後輩のくせに先輩にそんな口きく悪い子は、この怖い怖い先輩が――」

　愛理は、みなまできかずに、するりとスパイクを脱いで言った。

「わかりました」

「え？」

「そういう先輩って、あたし大嫌いなんです」と愛理は敢然と橘を見据えた。

　愛理はトントンとスパイクを足に押し込みながら、ボロ雑ぞう巾きんと化した橘を見下ろした。

「神聖なグラウンドの前でナンパするなんて、二度としないで」

「愛理ちゃん、かんちがいしてるお……俺おれそういうキャラちゃうんよ……」

　すたすたと愛理が去ってしまうと、橘はがくりと気を失った。



　練習前、真ま琴ことがゲート前で女子生徒に囲まれてプレゼントを渡されていた。

　それを愛理がグラウンドからじっと見つめている。

「風見、さっきから何を見ているんだ？」

　守は、通りすがりに愛理にたずねた。

　すると愛理は、おもむろに腰をかがめてスパイクに指を入れながら、緊張気味に呟いた。

「………………………………ぎ、逆ナンパの場合でもやるべきなのか……」

「やめろ」と守は愛理の肩をつかんで言った。「絶対にやめろ」

「俺はいいのかよ!?」

　橘が半泣きでさけんでいた。



    

  
    
      橘たちばな　対　愛あい理りさん②



　講習を終えてグラウンドに行こうとすると、突然裂れつ帛ぱくの気合いが聞こえてきた。

「いい加減にしろおおおおおおおおっ！」

「ぶべらっ!?」

　橘が妙な悲鳴と共に吹っ飛ばされて、目の前に転がってくる。

「何してるんだ？　橘」

「し、篠しの原はら……お前…………なんで、平然として…………」

「二度とグラウンドの前でナンパするなって言いましたよね、先輩……っ。やりたかったら駅前にでも行ってやってください」

　握にぎり拳こぶしを胸の高さに構えた仁王立ちで、愛理が橘の前に立ちはだかった。

　どうやら、また彼女の一撃によってふっとばされたらしい。

「……あ、先輩。」

　愛理が平然とした様子でこちらを見る。

「ち、ちくしょう……さすがの俺おれも……堪かん忍にん袋ぶくろの緒が切れたぞ……」

　倒れていた橘が、ついにゆらりと立ち上がった。すると、相対する愛理はおもむろにスパイクを脱いで臨戦態勢を整える。

「……おい、橘」と守は橘の肩をつかんだ。「義は風見の方にあるんだから諦めろ」

「どうしても……お前がグラウンドの前でナンパを認めないっていうなら……俺にだって考えがあるぞ……」

「へえ、どうするつもりですか」

　愛理は首をかしげて、挑発的に橘を見据える。

　橘は不敵に笑って、「そんなの決まってるだろ」と語を継いだ。



「く、来るなああああ!!」

　翌日、またグラウンドに行くと、妙な声をあげて橘が目の前にふっとばされてきた。

　しかし、昨日にましてボロボロになっている。

「橘、結局お前何も変わってないじゃないか」と守まもるは言った。

「いや……グラウンドの前でナンパはダメって言われたから……」

「言われたから？」

「…………グラウンドの中で愛理ちゃんを引っかけてみた」

「そうか」と守は考え込んだ。「……お前に次ぐセカンドの育成が急務だな」

「やっぱお前俺の心配はしねーのな……」



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      環境適応の篠しの原はらさん



　打撃練習中、愛あい理りはほとんどの変化球についていっていた。バットコントロールというよりも、あらかじめ見えていて対応している感じだ。

「すごい正確な打撃だね。風かざ見みさんは目が良いいのかな……」

「たぶんな」

　守まもると真ま琴ことが話し合っていると、そのとなりで杏あんずが興味深そうに二人を見上げていた。



「ねえ、バッターの目が良いってどういう意味なの？」

　と、その日の昼休みの学食で杏に問われた。

「どういう意味……というと？」と守は問い直した。

「いや、それって、目が良いっていっても、ふつーに視力を誉ほめてるわけじゃないでしょ？　だったら、その目の良さっていうのは具体的にどういうものなのかなって」

「そうだな……」

　守は、定食の餃子ぎようざをしょうゆにつけながら言った。

「視野の広さだとか、観察力だとか色々あるが、主に動体視力のことかな」

「ふーん」

「そういえば、風見。君はずいぶんボールが見えているみたいだな」

　はすむかいでおにぎりを食べていた風見が顔を上げる。

「カーブとフォークくらいならほぼ見分けられます」

「へえ。すごいな、風見は」

「……べ、別に」

　愛理は目をそらしつつ、唇をとがらせた。頬ほおが赤くなっている。

「わたしもすごいわよ」

　いきなり会話に入ってきたのは深ふか見みだった。

「……お前が？」

　守は怪け訝げんな顔でたずねた。

「ええ」と深見はうなずく。「わたしＢＤ版の修正点はだいたい初見で見分けられるもの」

「ＢＤ版？」

「ＢＤ版」

「何の話だ？」

「アニメＢＤの話に決まっているじゃない」

「きみもそろそろ野球部の空気になじんだらどうだ」

「やる気はあります」



    

  
    
      愛あい理りちゃんのあだ名を考えようの会の愛理ちゃん



　毎週月曜のミーティングの時間がやってきた。今日は愛理も参加している。

「あたしも参加していいんですか」

　愛理がとなりに座ってくる。

「ああ」

　ややあってから深ふか見みがホワイトボードの前に立った。

「それでは、新人恒例愛理ちゃんのあだ名を考えようの回を開きます」

「……っか、帰ってもいいですかあたし」と愛理は三さん白ぱく眼がんで深見をにらむ。

「だめよ。新人恒例なんだから」

「……あたしは野球部の新人になったつもりはないです」

「なんてあだ名にしようかしら？」

　深見が無視して話を続けると、

「すると、部員の間で「アイにゃん？」「かざみーとか」「あいりんは？」……と次々に案が出されていく。その渦中で、愛理一人は恥ずかしそうに肩をちぢこめていた。「そんなに恥ずかしがらなくてもいいのに」と深見。

「でも、あたし、あだ名なんてつけられたことなくて……」

「そうなの？　……じゃあだいたい出そろったみたいね。この中から選んで？」



１　あいにゃちゃん

２　かざみゅう

３　アイ

４　らぶりん☆



「三番以外どれを選べっていうんですか……!?」

　バンッと机を叩いて愛理は抗議した。

「じゃあ三番ね？」

「それしかないじゃないですか…………」

　深見は「わかったわ」といってにこっと笑った。

「まあ基本的にうちであだ名ついてる人あまりいないんだけどね。アイちゃん」

「恒例じゃないんじゃないですかッッ!!」



    

  
    
      突撃となりの愛あい理りさん



　昼休み。

　深ふか見みは、おにぎりを食べていた愛理に向かってマイクをさしだした。

「突撃となりのお昼ご飯です。今日はソフト部のグラウンドにやってきましたー」

「……なんで先輩たちがソフト部のグラウンドにいるんですか!?」

　愛理は赤くなって抗議した。明神学園敷地内にあるソフトボール場だった。愛理は野球部とソフト部を交互に行き来しており、今はソフト部の時間帯だった。

「きみを預かっている身として、監督さんにご挨拶にうかがったんだよ」

　守まもるが指さした先では、きっちりとスーツを着こなした涼りよう子こ先生と、ソフト部の監督がにこやかに話し合っている。こうしてグラウンドの外で見る涼子先生は、どこからどう見ても、チームを統率する立派な顧問に見えた。

「……だからって、せ、先輩たちが来る必要はないでしょ」

「そうか？　だが、きみが野球部にあずけられた理由も気になっていたからな。ちょっとそのことについても聞いておこうと思った」

「な！　……だからそれは、合宿の参加のためだって」

「どうして合宿に参加させるのかだよ。何か特別な理由があるんじゃないのか？」

　愛理はドキッとしたように汗ばむ。

「…………それは」

「……なんの話？」深見が見上げてくる。「篠しの原はらくん」

「まさか、だれかから何か聞いてるんですか？」

「いや……単なる推測だ。ソフト部も新チームがやっと動き出したばかりの時期だというのに、特待生を別チームによこすというのも腑に落ちない話と思っただけだよ」

「……なるほど。ま、そうですよね。あたしだって納得できてませんから」

　愛理は思案顔でつぶやいた。

「あたしが野球部に行かされたのは、実力アップ――のためじゃなくて、むしろその逆です。一人で練習のしすぎで、一度身体からだをこわしちゃって……チームプレーとは何かを学ぶために野球部にあずけられたらしいです。……そんな悠長なことしてる暇ないのに」

「不服そうだな」

「当然です。あたしはソフト部の特待生ですから」

「そうなの」深見が守を見上げる。「つまり練習をさせなければいいのね？　わかった！」

　深見は軽やかにスカートをひるがえして、野球部のグラウンドに戻っていった。

「か、勝手に任されるなっ!!」愛理は声を裏返して追いかけた。

「今度は何するつもりですか！　ちょっと！」



    

  
    
      異文化交流の愛あい理りさん



　愛理がベンチでグラブの手入れをしていると、ダッグアウトの前で篠しの原はら兄妹きようだいが会話をしていた。

「お兄ちゃん、野球道具って可愛かわいくない」

「は？」

「野球道具っていうか、ユニフォームとか、いろいろ可愛げがない」

「……お前はどうせ仮入部員でいつも体操服なんだから、関係ないだろう」

「そーゆー話じゃないの。可愛くないったら可愛くないの」

　……な、何の話？　可愛さの問題？

　愛理は表情を変えぬまま、内心聞き耳をたてていた。

「そんなことを俺おれに言われてもな……俺は綾あや坂さかとの投球練習があるからもう行くぞ」

　守まもるが行ってしまうと、代わりに深ふか見みがやってきた。

「ほんとそうよね、ソフトボールだとねこみみとか装備できるのに」

「そうなんですか!?」

　杏あんずがびっくりする。

「うん」

「そうよ。どちらかというと女子向けだから、全体的にかわいいの」

「そ、そうなんだ……」

「使用するボールはふわもこ」

「だ……だからソフトなんだ……」

「さらに昔はうさぎ跳びという練習もあったの」

「うさみみとかつけるのかな！」

「プロテインの代わりにケーキ」

「うわあーいいなー！」

「しかもユニフォームはミニスカートなの」

　へええーと杏が感嘆の声を発したところで、ガタンと愛理は立ち上がってさけんだ。

「ミニスカートでスライディングしたらパンツ見えちゃうだろ!!」

「ど、どうしてそこで反応したの？」

　深見が目を丸くする。

「い、いや……」

　愛理はいそいそとグラブの手入れに戻った。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      出身地別の篠しの原はらさん



「そういえば、みんなってどこ生まれなの？　わたし生まれは千ち葉ばよ」

　深ふか見みの質問コーナーが始まった。

「わたしもー」と杏あんず。

「ボク池袋ですよ」と片かた桐ぎり。「西口公園もいったことありますから」

「おれは埼さい玉たまなんだぞー」と鈴すず鹿か。

「俺おれ静しず岡おか」と橘たちばな。

「風かざ見みさんは？」

　深見がたずねると、愛あい理りは答えた。

「……香か川がわ」

　あー、とナインが声をそろえた。

「うどんの」と杏。

「うどんの」と片桐。

「うどんの」と橘。

「うどんのかー」と鈴鹿。

「讃さぬ岐きうどんの」と涼りよう子こ先生。

「うどん好きなの？」と深見。

「ええうどんですけど悪いですか？　うどん大好きですようどんうどん」

　イラッ。愛理はむくれた。うどんは大好きだけど、こうも画一的なリアクションをされるといい加減に面倒臭くなってくる。

「わ、私もカレーうどん好きですよ」と涼子先生。「はねるけど……」

「カレーうどんなんてうどんのうちに入りませんから。あれはカレーライスの並びです」

　部室の戸が開いて、守まもると真琴が入ってきた。

「あ、ねえ、守くんと綾坂くんってどこ出身なの？」

「俺は千葉だぞ」と守。

「生まれは東京だよ」と真琴。

　へえー、と深見は言った。

「そういえば風見さんて香川出身なんだって」

　あー、と守と真琴は声をあわせていった。

「「野球独立リーグのオリーブガイナーズの」」

「なにそれ香川県のスーパーロボット？」

　杏がきょとんとした。



    

  
    
      意識設定の愛あい理りさん



　その日、愛理がソフト部からあるメントレ用紙を持ってきた。

「先輩たちが緩すぎるので、これで意識を変えてみようと思うんですが。未来の目標を見定めてモチベーションを上げるんです」

「ほう、やってみるか」

「何これおもしろそー」と杏あんず。

　部員全員に配って、とりあえずやってみることにした。



目標設定用紙（結果目標）制限時間10分



　　　　　今の目標　工ースキャッチャー

　　　　今月の目標　餃子ぎようざを作れるようになる

　　　　今年の目標　学力考査オール一位

　　　　ニ年後の目標　お兄ちゃんにアイスおごってもらう

　　　　三年後の目標　眠い

　　　　十年後の目標　プリクラとる

　　　　最低限度の目標　深ふか見みさんに漫画返す

　　　　夢のような目標　漫画の続き借りる



「あきらかに気が散ってるんだけど……」

　愛理が、用紙を両手に構えてぷるぷるとしはじめる。

「あ、あれー？」



    

  
    
      派閥抗争の愛あい理りさん



　部室で深ふか見み主催のスパプロ大会を開いていると、愛理がソフト部の練習を終えてやってきた。

「おつかれさまです」と愛理。

「「さまでーす」」とゲーム画面に向かいながらナイン。

　愛理はすたすたと部室にやってきて、こちらには見向きもせず出て行こうとする。

「ねえ、風かざ見みさんってゲームやらないの？」

「部活中に大会開くほどはゲーム好きじゃないんで」

「じゃあやらないこともないってこと？」

「まあそうですね」

「じゃあたまには参加すればいいのに。これこないだ出たばかりの新作なのよ」

　愛理はじっとゲーム画面を見つめてからぼそっといった。

「いや、あたしスパスピ派ですから」

　愛理の発言に、部内に激震が走った。



　部内の最高権力者である深見を中心として確固たる地位をきずいていたスパプロ派と、ソフト部の特待生・愛理のまさかのカミングアウトによって息をふきかえしたスパスピ派の勢力争いがその日から始まった。休憩中のベンチでも、深見と杏あんずを中心としたデフォルメ野球描写が売りのスパプロ派と、愛理を囲んだ鈴すず鹿かや橘たちばなといったリアル野球描写が売りのスパスピ派が対立していた。ぎゃあぎゃあとお互いの欠点を言い合っている。

「う、うるさい！　ていうかあたしを囲むな！　面倒に巻き込むな！」

　スパスピ派の中心で愛理がイライラしながらさけぶが、もちろん、憎しみに心を奪われ抗争に明け暮れる信者たちの耳には届かない。

「みんな野球ゲーム好きだね」

「リアルな野球でもこれくらいの熱意を見せて欲しいものだが……」

　中立派の綾あや坂さかと守まもるが渋い表情で見守っていると、涼りよう子こ先生がやってきた。

「みなさん野球ゲームやってるんですね。わたしも最近、野球の勉強のためにゲーム機とソフトを買ってはまってるんですよ」

「それにしては特に変化ないみたいですけど……なんていうゲームですか？」と深見。

「えっと、スパポケってやつです」

　争っていた二大勢力が、ただの一言で納得と沈黙に落ちる。

「……せ、先生と呼ばせていただいてもよろしいですか」

　陰に隠れていた片かた桐ぎりが、尊敬のまなざしで涼子先生に歩み寄っていった。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      ソフト部キャプテンの柏かしわ木ぎさん①



「鈴すず鹿かさんのグラブは明日あたしが直してあげますから、先輩たちはいじらないでくださいね。どうせみんなが手をつけたらまたおかしなことになるんだから」

　愛あい理りはスポーツバッグをかついで、ジト目で振り返った。

「わかったんだぞー。また明日よろしくなんだぞー」

「はい」

　愛理が部室を出て行く。

　しばらくグラブをいじっていた鈴鹿は、「お？」と何かに気づいた。

「しのはらー、しのはらー」

「どうした？」と守まもる。

「そういえば、風かざ見みに合宿のプリントわたしたのかー？」

「…………あ、まずい」

　机の上には、合宿の日時と必要品を書いたプリントが置きっぱなしだった。



　ソフト部のグラウンドに行くと、愛理がチームメイトとともにアップのストレッチをしていた。近場の下級生部員に声をかけて、愛理を連れてきてもらおうとすると、

「……あ、キミは……」と後ろから声がした。

「うん？」

「野球部の篠しの原はらか。うちの風見がいつもお世話になっている」

　柔らかな髪をポニーテールにした、２年Ｄ組の柏木だった。

　ソフト部の新主将で、何度か運動部の会合で顔を合わせたことがあった。



　柏木に連れられて、やってきたソフト部の部室。野球部のそれとはちがい、整然と整理されていた。きれいなテーブルを挟んで、部屋の端から持ってきたパイプ椅い子すに座る。

「綺き麗れいだろう？」と柏木は目を細めた。「野球部のは相当汚いらしいが」

　いつも堂々としている柏木が笑うと、少し子供っぽくなることに気づく。

「まあ茶でも飲んでくれ、篠原」

「お構いなく」

　テーブルに茶を出される。

「粗茶ですが」と柏木。

　茶を一口すすって、守は口の中でうごめく混こん沌とんを飲み込んでしばらく動けなくなった。

「……………………本当に粗茶じゃないか」と守。

「失礼だな君は……」柏木は悲しげに顔をそらした。「これでも改善したんだぞ」



    

  
    
      ソフト部キャプテンの柏かしわ木ぎさん②



「さて、篠しの原はら。風かざ見みの世話、重ね重ね感謝する」

　柏木は、膝ひざの上で両手を重ねて微笑ほほえんだ。

「俺おれは特に何もしていないがな」

「別にそれでいい。それでも、風見は最近柔らかくなってきた気がするよ」

「そうなのか？」

「ああ。君たちの天てん真しん爛らん漫まんさは運動部内でも有名だ。私の目に狂いはなかった」

「……風見のハードワークはおさまってきたということか？」

「まあ、そうだな……けれど、元々ハードワークどうこうという問題でもないんだ」

「……どういう意味だ？」

　柏木は平気な顔で茶をすすった。「風見は中学でソフト選手としての頭角をあらわして、今年、、明学初のソフト部の特待生としてうちに入学することになった。そのことから、いつも自分がチームをひっぱっていかなければと思い込んでいる節ふしがあった」

「……責任感は強そうだからな。うちの部も改善しようと四苦八苦している」

　守まもるは笑った。柏木は笑わずに先を続けた。

「責任……あるいは、ソフト部にいる以上は特待生として振る舞い、それに相応ふさわしい結果を出さなければという戒いましめかな。」

「戒め……」と守は、柏木の吐いた言葉をくりかえした。

「だから、今年のインターハイ予選で、最後のバッターとして、逆転のチャンスで凡退してしまってから、彼女はいつもむすっとして笑わなくなってしまった。元々無愛想な方だったが、それからは、ハードワークもさらに拍車がかかった。……私はこういうお堅い性格だからな。笑わそうとしてもだじゃれくらいしか言えない。ほかのチームメイトも、実力差がありすぎて彼女に一目置いてしまっているからな」

「……野球部に彼女を預けたのは、彼女の肩の荷を軽くしてやるためか」

「そうだな、それが一番の理由だ。野球部の中なら、彼女は特待生じゃないからな」

　まあ、ともかくだ、と柏木は胸に手を当てていった。

「ハードワークをどうにかしたいとか、そういうことじゃない。私は、彼女に笑って欲しかったんだ。……おかげさまで、彼女もこのグラウンドで少し柔らかくなった気がする」

　柏木は茶をすする。

「だといいんだが……それより、きみはなぜ先ほどから涙目になってまでなぜその茶を飲み続けているんだ」

「戒めかな」と柏木は鼻をすすっていった。「こんな不ま味ずい茶を入れる自分への」



    

  
    
      コールドゲームと愛あい理りさん①



　その日の正午前、久々に涼りよう子こ先生が超ちよう弩ど級きゆうのミスを引き起こした。

「練習試合を一日に四つも組んでしまった!?」

「はわわわー!!　すすすみませんひひひ日付をまちがえててえええ」

　涼子先生が、手帳を開いてカタカタと青い顔でふるえている。手帳を見せてもらうと、今日の正午、午後一時、二時、三時と試合を組んでしまっていた。

「無理ならキャンセルすればいいんじゃない？」と深ふか見み。

「それはまずいよ。練習試合をドタキャンなんてしたら、次から二度と組んでくれなくなるかもしれないんだから」と真ま琴こと。

　そう、練習試合というのはその多くがコネで組んでもらうものだ。コネというと大げさかもしれないが、つまるところお付き合いで組んでもらうようなものなのだ。

「騒がしいですよ、先輩。何かあったんですか？」

　愛あい理りがダッグアウトに下りてくる。

　彼女に事情を説明すると、「ふー……」と眉を押さえて、ため息をつく。

「……今さらじたばたしたって、やれることは一つしかないですよ」

「一つって……？」と杏。

「聞くまでもないでしょ」

　愛理はぶっきらぼうにそう言うと、こちらに手帳をさしかえして言う。

「とにかく、あたしも少し解決策を考えてみますから、先輩たちは試合の用意だけはちゃんとしといてください！　いいですか！」

　ビシッと指をつきつけてくる愛理。は、はいっとナインの返事がかさなった。



　それからまもなく、すでに学校に到着していた第一校目との練習試合が始まった。全国でも強豪クラスのチームで、とてもではないが一時間で済ませられる相手ではない。

　だが、愛理はあくまでグラウンドをにらんでこういった。

「一時間でこの試合を終わらせますよ、先輩。そしたら次の試合も出来ます」

「いや、愛理ちゃん、それが無理だから俺らは困ってんだけど」と橘たちばながおずおずと聞く。

「できますよ。すくなくとも絶対にできないことじゃないです」

「でも、一時間で試合を終わらせるなんてコールドくらいしかないわよ」と深見。

　愛理は腰に手を当て、こちらを振り返った。ええ、と真顔でうなずく。

「だから三試合連続でコールドを決めるんです」

「「「無理」」」と一斉にナイン。

「無理無理言うな！」愛理は怒りの形相で怒鳴った。「それしかないの!!」



    

  
    
      コールドゲームと愛あい理りさん②



「コールドか……」

　試合直前、守まもるは、相手投手の投球練習を見つめながら思った。

「こ、コールドって……何？　相手チームを凍え死にでもさせるの？」

　杏あんずが、いやにハードな想像をしながらたずねてくる。

「そうじゃなくて、野球の大会の予選で主に採用されるシステムだね」と真ま琴こと。

「五回で10点、七回で７点差がついた時点でイニングが終了する試合が終わるんだよ」

「へー……10点差つければいんだー……」

　杏が少し考えた末にこちらをむいて首をかしげてみせる。

「………………………………でも、それなりに強いチーム相手にどうやって？」

　黙って会話を聞いていた愛あい理りが横から口を挟んでくる。

「気合で」

「気合い!?　それだけですか!?」

「相手のデータもわからないんだから、今は作戦以上に精神力が重要なんだよ」

　そのとき、あっ、とベンチに座っていた深ふか見みが声を上げた。

「いいアイデアを思いついたわ、みんな。――わざとコールド負けすればいいのよ」

　杏と橘たちばなと片かた桐ぎりと涼りよう子こ先生が身をのりだしてさけんだ。

「「「その手があった！」」」

　たちまち楽観ムードに包まれるベンチ。しかしその中で、真琴だけは暗い顔をしていた。

　愛理もまた、冷めた横目でナインを見つめ、ふんと鼻をならす。

　……たしかに、わざとこっちがビハインドになるという手は、理屈としてはありだ。ゲームならそれでいいかもしれない。

　しかし、それは、あくまで理屈の上での話だ。

「……いや、だめだ」と守は、静かに口を開いた。

「アマチュアレベルの俺たちがわざと負けるような真似をすれば、そんなものはすぐ相手に見抜かれる。そうなれば、結果は同じだ。やるなら全部勝つしかない。……それに」

　守は、ミットに拳を押し込んで、グラウンドをにらんでいった。

「負けるなら、だれかがマウンドでそのぶんの失点を背負わなければいけないんだ。練習試合とはいえ、俺は捕手として、ほかの投手に恥をかかせるやり方は認められない」

「そうなんだぞー。みんなで勝つんだぞー！」

　ぴょこたん！　と両手を広げてさけぶ鈴すず鹿か。

「……できるもんかっ」

　愛理が素っ気なくつぶやいた。



    

  
    
      コールドゲームと愛あい理りさん③



　とはいえ、そうそううまくいくものではない。

　試合はさくさく進行して30分で４回までいったものの、お互いにゼロ行進だ。

「……もうすぐ来ちゃうね、二つ目のチーム」

「うむ……」

　四回裏攻撃中の明学のダッグアウトだった。真ま琴ことはなんとか相手を０点に抑えてくれているものの、この展開だとどうしても二試合目が潰れかねない。

「は、はわわ……なんとかならないんでしょうか……」

　ベンチの隅では、涼りよう子こ先生がうろたえている。それを見て、愛理がああもう……ともどかしげに顔に手を当てた。

「おろおろしないでください、先生。顧問なら、何かうまい作戦でも考えて下さいよっ」

「さ、作戦っていっても……」

「いつも野球の本読まれてるんだから、何かこういうときに使える作戦の一つくらい見てるはずでしょ？　たとえばコールド勝ちするための作戦とか！」

「本……」涼子先生がハッと目を見開いた。「……あ、あります。作戦」



　――五回裏。

　守の放ったレフト方向へのヒットが、10点目を叩き出すコールド決勝打になった。

「いやったあああーー！」

　わきたつベンチからナインが飛び出してくる――が、ダッグアウトから叫ぶ愛理の怒声が皆の浮かれっぷりをすかさず制した。

「ほら、時間がないんだからはやく整列！」

　すごすごとホーム前に整列して、一礼。そしてそこからは、相手ナインとのトンボの奪い合いが始まった。ある意味、野球部の練習試合における恒例行事である、両チーム間で行われる「整備します」「いやいやこちらが」合戦だ。だが、守がそれをしていると、横から伸びてきた手がトンボを奪って相手選手に押しつけた。

「おまえらがやれ」

　愛理の一言に呆然とする相手校ナイン。彼等を置いて、愛理は野球部のレギュラー全員をグラウンドからひっぱりだす。ゲート前で、愛理は学校の時計台を指さした。

「あんなことしてる場合じゃないでしょ。時間見てください、時間！」

　学校の時計台を見ると――すでに第二試合開始時刻を10分もオーバーしていた。



    

  
    
      コールドゲームと愛あい理りさん④



　だが、第二試合は意外な形で確保されることになった。

「ほら、はやく行ってください。二軍の人たちが戦ってます」

　愛理が、膝ひざに手をつき、ぜえはあと息を切らしながらいった。彼女に連れてこられたのは――本校総合運動場の一角にあるソフトボール場だった。

「……愛理、わざわざ確保してくれたのか？」

「…………うちもこのあと試合あるから、この一戦だけですけどね。はやく行ってください。二軍メンバーじゃ限界ありますよ」



　第二試合目は、守まもるたちが到着した際は二点ビハインドだったが、一軍選手が次々に代打攻勢を仕掛けてなんとか五回にビッグイニングを作ってコールドを確定させた。

　先ほどの試合中、涼子先生の提案したコールド作戦はこういうものだった。ストライクに来た球はぜんぶフルスイングでとらえ、バントや盗塁は一切しない戦術だ。つまり、ランナーをためて一発で返すことのみに主眼を置いた戦術だ。

　これは涼子先生があみだしたものではなく、練習時間の足りないとある実力不足の進学校野球部が用いた既存の作戦だった。大勝するか負けるかの二者択一の作戦。博ばく打ちのような作戦ではあるが、三試合連続コールド自体すでに博打のようなものだった。

「あたし、ほんとうはできっこないって思ってたんですけど……」

　二試合目を勝利したあとのソフトボール場前で、愛理が苦笑混じりにいった。

「……もしかしたらやれちゃいそうですよね、このまま」

「かもな」と守は肩をすくめる。「……まだどう転ぶかわからんが」

「応援はしてます」と愛理は言った。「でもあたしはこれからソフト部の試合があるから」

「ああ、頑張れ。こっちも応援してる」

「……そんな余裕ないくせに」

　そういう愛理はどこか名残惜しそうな様子に見える。だが、こちらもいつまでも話こんではいられない。遠くから真ま琴ことに呼ばれて、守は「ああ」と返事をした。「すぐに行く！」



　愛理は、守が走り去るのを見送ると、ソフト場に向き直った。すると、愛理の後ろでは、ソフト部主将の柏かしわ木ぎが、守の背中をまぶしそうに眺めて立っていた。

「本当は、彼等がコールドをやれるかどうか見届けてみたいんじゃないのか？」と柏木。

「いえ」と愛理は表情を変えずに応じた。「あたしはソフト部の特待生ですから」

「そうか……」

柏木は愛理の肩に手を置いて言った。「わかった。では、我々も行こうか」



    

  
    
      コールドゲームと愛あい理りさん⑤



　三試合目。

　専用グラウンドに戻ると、とっくに試合は始まっていた。二軍選手が奮闘して、スコアは三対〇。ただしそれは明めい学がくリードではなく、ビハインドだ。

　しかも、相手に点をとられたということは、それだけ相手に攻撃の時間を与えしまったということでもある。

　――よって、午後二時四十分現在で――イニングはいまだに二回裏のツーアウトで、明学はランナーなしの攻撃中。

「あ、あと二十分で試合を終わらせるの!?」

　杏あんずは、目をまんまるに見開いていった。

「それはもう物理的に無理だ」とすかさず守が訂正する。「ある程度は、試合が長引いたということで言い訳もつくだろうが……」

「……このまま試合を終わらせた方が早いと思う？」

　真ま琴ことが問うてくる。

「残り八分の一イニングか……」

　もしただ単にアウトをとりにいくなら、その方が早いかもしれない。

　だが、そうなるとこっちがとるべき手段はわざとアウトになるのが最も効率的だ。手を抜かずに八回を戦い抜くなら、明らかにそちらの方が時間はかかる。

「勝ちにいくなら、この試合もコールドを狙ねらうべきだろうな」

「……そう」真琴は肩に手をそえて微笑ほほえむ。「僕は肩はあたたまってるし、球数も温存できてる。この先一本もヒットは打たせないよ」

「――じゃあ、最後までコールド狙いですね！」と小さくガッツポーズの涼りよう子こ先生。

　はいっとナインが応じる。

　鈴すず鹿かがぴょこたんと手を挙げた。

「みんな、ベンチ前で円陣を組んで気合いをいれなおすんだぞー！」

　ベンチ前に出る。メンバー全員で、円陣を組む。その中心に一人、鈴鹿が立った。ナインの手が、鈴鹿の頭の上に重ねてそろえられる。

「めいがくー」と鈴鹿が声をあげる。「ふぁい」

「おお」とナインが呼号する。それとともに、ぎゅむ、と鈴鹿の頭が押される。

「ふぁい」「おお」ぎゅむ。「ふぁい」「おお」ぎゅむむ。「ふぁい」「おおおおおっ」むむむ。

　鈴鹿がぴょいんと飛び上がって、その勢いでみなの手が天に舞い上がる。

「よし」守はダイヤモンドに向かって駆け、声を上げた。「行くぞ！」



    

  
    
      コールドゲームと愛あい理りさん⑥



　――第三試合目の七回裏。

「四校目のみなさんはまだ来られていないみたいです！」

　四校目の到着を確認に行っていた涼りよう子こ先生が、そう笑顔で報告してくれた。午後三時はとうに回っていたが、これは僥ぎよう倖こうだった。

「こっちも逆転のチャンスです、涼子先生」

「え……」

　明みよう神じん学が園くえんの攻撃中、グラウンドの塁はすべて埋まっていた。

　ワンアウト三塁、点差は――すでに六点。

「あとワンヒットでコールドだ」

　しかしそこでタイムがかかって、相手のピッチャーが代わる。長身の投手で、グラブは右手にはめていた。……見覚えのある投手だ。

「あのピッチャー、神か奈な川がわ予選の中継で見たことがあるな。確か左のエースだ」

　守まもるは眉まゆをひそめていった。

「左のエースかー」と鈴すず鹿かがくりかえす。「さっきまで投げてたのは二番手なのか？」

「いや、さっきまで先発していたのが右のエースで、こっちが左のエース。二枚看板――というよりも、エースとストッパーの関係だ」

「僕は見れなかったんだけど、球種は？」

　真琴がたずねてくる。

「速球とフォーク。コントロールも悪くない」

「フォークか。ここでタイムリーがでないときびしいけど……次のバッターは？」

「えっとー、たしかー」

　杏あんずがちらっとベンチの隅を見る。

　片かた桐ぎりが、土つち気け色いろの顔でうつむきながら、カタカタとふるえていた。

　……センスは一流といわれ、名門中学チームの入部テストを軽々とクリアした逸材ながらも結局三年間名門のベンチを暖め続けることになった。

　それは、実戦の重要な場面でとつぜんメンタルが崩壊する脆ぜい弱じやくな精神力が原因だ。そして――主にそれは試合を左右するチャンスの場面で音をたてて砕け散る。

　……これは……。

「代打だな」と守。

「代打だね」と杏。

「だ、代打ですね」と涼子先生。

　満場一致の代打策が決定した。



    

  
    
      コールドゲームと愛あい理りさん⑦



「で、だれを代打に出すんですか？」と涼りよう子こ先生。

「それなんですが……」

　守まもるは、メンバー表をにらみながら考え込んだ。涼子先生も考え込む。

「フォークが打つのが得意な人っているんでしょうか？」

「一応ここにいますけど」

　その声はダッグアウトの外から聞こえてきた。

　肩で息をしながら、ダッグアウトのラバーフェンスに手をついているのは、ソフト部のユニフォーム姿の愛理だった。

「言ったでしょ、あたし。フォークもカーブも見切れるって」

「来てくれのか、風かざ見み」

　守はクスッと笑った。

「……こっちも……コールド勝ちして……はやく試合が終わっただけです。柏木先輩が……野球部のしてるコールド狙いの作戦を真似して、うまくいったから……」

　しかしそれとこうして息を切らしているのはあまり関係ない気もするが、そこを突っ込むのは野暮というものだろう。

「で？　どうするんです、先輩」

「フォーク使い相手と聞いて真っ先に君の名前が上がったが……残念ながら無理なんだ。――きみは、このチームのメンバーじゃない」

「え……」

　　守にはっきりと断言されて、愛理が眉をひそめる。守はメンバー表をひるがえして、愛理に見せた。そのほとんどの名前が棒線で消されてしまっている。

「いや、スタメンの話だ。この試合、はじめに二軍メンバーを出場させて、そのあと俺おれたちレギュラーが代わった。あと代打に出られるのは一人。……その中に、きみの名前は入っていないんだ」

「じ、じゃあ、名前をごまかしたらいいんじゃない!?」

　杏あんずが身をのりだしていう。

「……あたしが姿を見られてなかったらね」愛理が顔を曇らせる。「でも、こうして、ソフト部のユニフォームの名前をさらしちゃった以上、今さら試合には出られないよ」――が。

「ううん、風見さん。もう一つ手段はあるよ」

　不敵な微笑でそう提案してきたのは――それまで静かに事態を見守っていた真琴だった。



    

  
    
      コールドゲームと愛あい理りさん⑧



　明めい学がくナインがタイムをとってから、数分が経たった。

「わっ、ちょ、ちょまっ……わあああっ!?」

　ベンチの奥の方から、愛理の悲鳴が聞こえてくる。その間、男子部員ずっとはグラウンドから見えないように壁になって並んでいた。そうして、

「もういいよ、お兄ちゃん！」

　杏あんずの呼びかけに応じて、男子部員一同は振り返った。そして、感嘆の声を合わせる。

　そこには明学野球部ユニフォーム姿の愛理がいた。――ただし、中にサラシを巻いて、すっかり胸を押さえた姿で。

「う、うう……変な感じがする……」

　愛理は、自分の胸を抱きしめる格好でうめいた。

「これで、別人だって言い張れるよね！」

「……別人とまではいかないだろうけど、双子の弟くらいはいけるんじゃないかな？」

「そ、その話、ちょっと無理ありませんか……!?」

「そんなことないと思うよ」

　真ま琴ことは肩をすくめて微笑ほほえんだ。

　男装を決めた愛理は、ロッカーからバットを引き抜いて振り向いた。

「……ま、いいや。あたしが決めてきてあげますから」

　愛理は階段をのぼって、「代打ボク」と告げてバッターボックスに入ってゆく。

「……なるほど、きみならではの発想だな」

「うん。それに、愛理さんなら結構男装決まってるしね」

　真琴が少し悪戯いたずらっぽく胸を張ってみせた。

「杏じゃこうはいかないだろうしな。――じゃあ、俺おれも行ってくるよ」

　守まもるは、ダッグアウトを出て、ウェイティングサークルに膝ひざをついて、ヘルメットのひさしごしにバッターボックスの愛理を見つめた。

　ユニフォームの胸元をにぎりしめて、バットを肩に乗せながら、マウンドに向かういつものバッティングフォームだ。

　マウンドの投手が、大きくワインドアップで振りかぶる。

　初球。フォークを見抜いた愛理が、初球から目だけで見逃していく。二球目、三球目と内角のストレートで押してきて、さらに四球目――

　愛理が踏み込んで、鋭く放ったバットが、鈍く、つまった音をたてた。



    

  
    
      コールドゲームと愛あい理りさん⑨



　内角のストレートが、バットを押し返してくる感触がまだ手に残っている。

　打ったボールは、三塁手の正面にいって、そこにいたランナーがタッチアウトになって、さらに送球されたボールが一塁に行く。ダブルプレーとなって、ランナーが消えた。



　……あ、まただ。

　愛理はうつむきながら、ファーストベースを踏んだ。

　こんな大おお事ごとにさせちゃって、なのに肝心なところで何もできなくて……。

　県大会の決勝と同じだ。

「……すみません、またあたしのせいで」

　愛理は、ウェイティングサークルの横を通りすぎながら、そこにいる守まもるに向かって言った。

　ベンチに向かって顔が上げられない。恥ずかしい。みんなが明るく何かをいってくれているけど、くやしくて何も聞こえない。

「見てろ。風かざ見み！」

　守の声が、後ろから聞こえた気がした。



　守は、打席に入って、軽くヘルメットをなおした。

『また』と愛理はいった。

　……愛理のせいで、前に何があったのかは知っている。だけど、それは愛理だけのせいではない。

　見てろ。風見。心の中でそう告げて、バッターボックスに立つ。

　自信はあった。相手バッテリーが、どういう投球をしてくるのか、目の前で見た。内角で押して、フォークで振らせるタイプだ。

　プレイ、と球審が試合再開を告げて、マウンドのピッチャーが左足を上げる。

　初球は内角。大好物だ。

　一いつ旦たんバットにボールを乗せて、そのまま吹き飛ばすようにして腰の回転で振り抜く。

「よし」

　思い切り引っ張った打球がレフトポールを越えて、ネットの向こうに消えるのを仰ぎ見ながら、守は呟つぶやいた。ベースをゆっくりと一周して、ホームを踏む。

「……風見ってだれっすか？」

　捕手に問われて、守は猛ダッシュでベンチに逃げ帰った。



    

  
    
      コールドゲームと愛あい理りさん⑩



「…………危ないところだった」

　ベンチに戻った守は、ナインに歓迎されつつ、顔色を曇らせてつぶやいた。

「馬ば鹿かじゃないんですか先輩!?」

　愛理が顔を真っ赤にして叱しつ責せきしてくる。

「まあどうとでも言い訳はつくからかまわないだろう。じゃあ、整列にいこうか」

「え、でも」

「うちのユニフォームを着てるんだから、来なければおかしいだろう。ただし、帽子は深くかぶっておけよ」

　そうして、両軍の一礼。三戦連続のコールド勝ちを終えて、ダッグアウトでで疲弊しきった身体を休めていた。

　守も眼鏡を外してうなだれながら、タオルをかぶり、ベンチにもたれていると、ソフトのユニフォームに戻った愛理がやってきた。守の前に立って、もじもじしている愛理の生足が見える。

「風見。きみのせいで、どうなった？」

　守は、顔を上げると、愛理に先んじて声をかけた。

「……え……無駄にアウトを増やしました」

「ちがう」

　少し強くいうと、愛理はびくっと目をつむってちぢこまった。

「勝ったぞ」と守は言った。「……俺たちのせいで」

「…………日本語おかしいです、先輩」

　愛理は疲れたように笑うと、小走りにダッグアウトを出て行ってしまった。



　その後、グラウンドを整備していると、アイシングを終えた真ま琴ことがやってきた。

「……なんとか終わったね」

「自分たちで勝手に作ったハードルだけどな」

「それが大事なのよ」杏あんずが胸を張る。

　守は苦笑しつつ、辺りを見回した。こういう時は一番はしゃいでいるあいつがいない。

「しかし、試合途中から深ふか見みが見あたらなかったが……あいつはどこに行ったんだ？」

　のんびりと会話をしていると、グラウンドに涼りよう子こ先生がとびこんできた。

「みなさん！　四校目がようやく見えられました！」

「「あ」」

　四試合目、レギュラー陣が気の抜けきった明みよう神じん学が園くえんはコールド負けに終わった。



    

  
    
      お遊びの深ふか見みさま



　試合後の部室でメンバー全員が崩れ落ちていると、

「しーのはーらくん」

　がらっと部室の戸を開けて、軽やかに深見がやってきた。

「深見、お前、試合中どこに行ってたんだ？　ずっと見あたらな……何だその格好は!?」

　深見は、肩を出したパーティードレス姿で、くすくすと笑っていた。

「だって今さっき誕生日パーティーを抜け出してきたところなんだもの」

　誕生日と聞いて、部室のあちこちで倒れていたナインが身を起こした。

「お、ふかみん今日誕生日だったっけか？」と橘たちばな。「おめめー」

「そーだったかー？　おめでとうなんだぞ！」と鈴すず鹿か。

　一気に祝福ムードになる部室内――だが、

「あ、ごめんね」と深見は眉まゆをハの字にして笑った。「パーティーって嘘うそなの」

「……はあ!?　嘘!?　でも今パーティーって……」

「いつものお遊びよ。ちょうど試合と時間が重なっちゃったの」

　深見はくすくすと笑った。ドレス姿で笑うとひどくおしとやかに見える。

「でも、せっかく開いちゃったパーティーだもの。みんなもお腹なかすいてるんじゃない？」

「あ…………」

　疲れ切っていたナインの顔に笑みがやどっていく。

　それを見て、深見は満足げに白い歯を見せた。

「そうと決まればすぐ行きましょ。リムジンを待たせてあるの！」



　グラウンドを出ると、ちょうど帰宅中のソフト部と出くわした。

「あ……」

　その中の愛あい理りが、こっちを見つめて目を丸くする。

「何て格好してるんですか、深見さん？」

「今、わたしの偽誕生日パーティーの帰りなの。風かざ見みさんたちも来ない？」

「はぁ!?　パーティ!?　なんで――」

　行きますっ！　と愛理の後ろからソフト部一同が押し寄せてきて、愛理は飲み込まれた。



「ちょっとお兄ちゃんあっち行ってよ！　どこに手やってるのエッチ！」

　リムジンの車内でぎゅうぎゅうづめになりながら、守まもるはため息をついた。

「……まあこうなるよな」



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      食い意地の愛あい理りさん



　パーティーの席につくと、愛理はひたすらテーブルで料理を食べていた。

　守まもるが向かいに座ってポカエリを飲んでいても、気づかないくらい一生懸命な様子だった。

　もぐもぐ、もぐもぐ、と口いっぱいにつめこんでいる。

　しかし、ふと愛理の三さん白ぱく眼がんがこちらを向く。

「――!!」

　がたんっ！　とイスを倒して頬ほおをふくらませながら、愛理は後ずさった。

「ああ、俺おれのことは気にせず食べていていいぞ」

「…………気になるんですけど」

　恥ずかしそうに目をそらしながら、愛理はお皿を手にとって、先ほどよりも少しペースを落としてご飯を口につめこみはじめた。

「お腹なかがすいてるのか？」

　こくん、と愛理はうなずく。

「そうか……今日はきみはたくさん頑張ってくれたからな」

「…………」

　なんともいえない表情で目をそらして、愛理は咀そ嚼しやくする。

「野球部のことをもうすこし嫌いかと思っていたよ」

「べつに……きらいじゃない……尊敬できるほどでもないけど……」

「そうか？」

「うん…………」

「きみは良いい子だな。ずっと見ててそう思ったよ」

　ごっほと愛理は咳せき込こんだ。「は!?　先輩、何言って……」

「だけどそんなにお堅くならなくていいんだ。なにせきみはまだ一年生だしな。先輩だってチームメイトだっているんだ」

「…………はあ」

「特待生でもなんでも、俺から見ればきみは可愛かわいい後輩だよ」

　愛理の頭を一撫なですると、またごっほと愛理は腰を折って咳き込んだ。

「ど、どうした？」

「び、びっくりしたんですよ！　頭触られるの慣れてないから……」

「そ、そうなのか？」

「……背高いから、手届く人少ないんです」

　愛理は照れ隠しのようにご飯を口の中につめこんだ。



    

  
    
      

第二幕　夏合宿と篠原さん







　四試合連続のコールド試合から二日後、愛あい理りは、後ろ手を組みながら柏かしわ木ぎの前に立った。ソフト部のグラウンドだった。後ろでは練習が始まっている。

「先輩、今日から一週間の合宿に行ってきます」

「ああ。土産みやげを楽しみにしている」

「……はい」

「何だ？　何か言いたげだな」

「いえ……その、あたしは、先輩たちがあたしを野球部に預けた理由をもうわかっているつもりです」

「……つまり、今さら合宿に行くつもりはないと!?」

　愛理は「いえ！」とあわてて否定した。

「このままだと野球部が合宿で遊び呆けるだろうことは目に見えているので……放ってはおけませんからだから、あたしがその代わりとして予定通り参加させてもらえたらと」

「それはもちろん。ただし、お前が戻ってくる時にはもう、ソフト部のセカンドのポジションはだれかに奪われているかもしれないけどな」

「！　柏木先輩!!」

　ふ、と柏木は笑った。

「冗談だ。南国で存分に羽根をのばしてくるといい」

「――はいっ」

　愛理はいつものように背筋を伸ばして、凛りんとした声で応じた。



　真ま琴ことが、怪け訝げんそうな顔でバスの荷台をのぞきこんでいる。合宿出発用の貸し切りバスだったが、その荷台にはあふれんばかりのリュックや麻袋が入っていた。

「ね、ねえ篠しの原はら、やけに荷物多くない？」

「そうだな……くっ……」

　守まもるは荷台にキャッチャー用具一式を肩で押し込みながら、応じた。

　そうしてさんざん荷物と格闘していると、

「篠原くん、おまたせ！　……って、まだ荷物入れてないの？」

「ど、どうにも入らなくてな……」

　真琴と二人がかりで、荷物の壁をこじあけながら振り向くと――そこには意外な人物が深ふか見みに手を引かれてやってきていた。

「――綾あや坂さかさん」

　と、守まもるは呼んだ。もちろん、綾坂真ま琴ことではない。

「あっ、こんにちは、篠しの原はらさん！」

　おしとやかにお腹の前で両手を重ねて、花咲く笑顔で一礼する綾坂飛鳥あすか。長い髪をほどいて女子制服を着ており、双子の妹の綾坂真琴に扮ふんしていた。

「あれ、もしかして見送りに来てくれたの？　兄さん」

　と、真琴がたずねる。

　すると、飛鳥はくすくすっと口に手を当てて笑い、その場でくるりとスカートをひるがえしてのぞきこんできた。

「ううん。今日は、僕も真琴たちと一緒に行くことになったの。一人きりでずっと僕のふりを続けるのも、大変だろうからね」

「に、兄さんも!?」

「うんっ」

　楽しげに肩をすくめてうなずく飛鳥。

　……唐突なゲストだが、これはありがたい申し出だ。

　合宿地で真琴の正体がばれそうになっても、入れ替わりトリックは使えない。そこに来て飛鳥がそばにいてくれれば、こっちはいつでもヘルプカードを持てることになるのだ。

「篠原、何うれしそうな顔をしてるの!?」

　真琴がいきなりどきまぎしながら問うてきた。

「……うれしそうな顔なんて、したつもりはないが……」

「し、していたよ！　今おもいきり頬ほおがゆるんでた」

　……真琴は結構人の顔を観察しているんだな。

「……まあ、綾坂さんがきてくれれば華やかになっていいんじゃないのか」

「ほんとうですか!?　そういってくれるとうれしいな……」

　飛鳥がくすぐったそうに笑って肩をすくめた。

「……なんですかこの人？　綾坂先輩にやけにそっくりですけど」

　どでかいバッグを肩から提げてやってきた愛あい理りが、つんとしながら横を通り過ぎていく。

「あっ、わたし綾坂真琴っていいます。飛鳥兄さんの双子の妹で……」と飛鳥はあわてて挨あい拶さつした。「いっしょに合宿に参加することになったので、仲良くしてくださいねっ」

　はあ……と愛理は気のない会釈を返してバスの荷台に向かう。

「まあ、よろしく……って荷物入んないんですけど!?　バス二台もあるのにやけに多くないですか!?」

「いろいろと入り用なの」と深見。

「深ふか見み先輩はまた合宿でなにか変なことやらかすつもりでしょ、どうせ」と愛あい理りは呆れ顔で腰に手を当てる。「だいたい野球部の空気は読めてきましたよ」

「まあそうなんだけど、それは現地に着いてのお楽しみね」

　深見は頬ほおに指をそえて微笑ほほえんだ。

「さ、それじゃあさっそく面子めんつもそろったところで、出発するわよ！　おー」

「いや、だからまだ荷物が入ってないんですってばッ!!」

　愛理が荷物を足で押し込みながら怒鳴った。
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　バスは一路成田空港へ向かい、そのまま国際便で日本を発たった。元々、今年の合宿先は南国と聞いていたが、それにしても豪華な合宿だ。修学旅行でもそうそう南の国に行く学校は少ない。現に、明めい学がくの今年の修学旅行は沖おき縄なわだった。

　英語力は随一の杏あんずがキャビンアテンダント相手に見み栄えを張って英会話を持ちかけて、守まもると深見は隣同士でＧＰＳゲームプレイステーシヨンでスパプロ対戦をしていた。

「篠しの原はらって海外に行くのはじめてなんだ」

　通路をはさんだ反対側の席から、真ま琴ことが言った。

「ああ……きみは？」

「実は僕も」

「へえ、なんだか意外だな。きみはもっといろいろな所に行っていそうな感じだよ」

「関東からは出たことないよ、僕」

　真琴と談笑していると、突然イヤホンから、ゲーム内の小気味良い打撃音が聞こえた。はいったー、満塁ホームラーン、と実況が聞こえる。

　はっとして見下ろすと、深見がそーっと身を乗り出して、守のＧＰＳのボタンを押していた。目だけでこちらを見上げる深見と目が合う。

「……えい」

　ぽち、と深見の指がまたボタンを押す。

「えいじゃない！　お前何を……」

「篠原くんが怒った」

　深見は嬉うれしそうにＧＰＳで口元を隠してくすくす笑った。

　深見とともに窓から見下ろすと、青い海に緑の島々が点在している。

　南国の島――グアムだ。



　空港に降りて、バスの停留所に向かって少し歩くと、もう海が見えてきた。

　水着姿の男女が海岸沿いの町中を歩き、亜熱帯の植物が至るところに見受けられる。

　そんな開放的な光景の只ただ中なかに身を置いていると、むしろ日本をはるかに超えるこの暑さすら心地よく感じられてくるのは不思議なものだ。

「お兄ちゃん、ココナッツジュース売ってる！　あれ買って！」

「ココナッツに直接ストローを入れて汁を飲むやつか。そうだな、記念に飲んでおくか」

「やったあ」

「お、おい……」

　杏あんずがむきゅっと腕につかまって懐いてくる。

　杏はふだん、こんなに積極的でフレンドリーな性格じゃないが、こうさせるのも南国のなせる業ごうだろうか。

「ココナッツならあとで存分に飲めるから今はいいんじゃない？」

　深ふか見みがそう口をはさんでくる。

「残り一週間もありますしね」

　愛あい理りが言う。

「今飲みたいー」

　ぷすーと頬ほおをふくれさせる杏。

「それより、まずは合宿地に行きましょ。ちょっと遠いから、はやめに行った方がいいと思うの」

「そうなんだぞー。おれたちは合宿にきたんだからなー！」

　鈴すず鹿かがぴょこたん！　と両手を挙げていった。

　まもなくバスの停留所が見えてきた。



　バスから見える景色はすべてが新鮮で、いつまでも窓の外を見ていても飽きなかった。やがてその風景は、とある港の前でとまった。

　てっきりどこかのホテルにでも向かっているのかと思いきや、一行はバスから降ろされて、その港の端にある船着場に案内された。ヨットやクルーザーが多数係留されている船着場だ。バスからの荷物は、そこで待っていた浅黒い肌の作業員たちによって次々とクルーザーに乗せられていく。

「合宿地まで船で移動するのか？」と守は深見に訊いた。

「うん、ここからだと船で行くほうがはやいの」

「ふむ……ちなみにホテルなのか？」

「んー、ホテルとはちょっとちがうわね」

　愛理がジト目で守の前に割り込んできた。

「ちょっと先輩。副主将のくせに、合宿のルートも把握してないんですか」

「すまん。今年は深ふか見みが企画するといって聞かなくてな」

「すまんじゃないですよ、先輩。ああもう、もっとしっかりしてください。ほんといつも深見さんに振り回されっぱなしなんだから」

「す、すまん」

「先輩！」

　両手を腰に当てて、ずいっと怒り顔をつきつけてくる愛あい理り。

「すまん」

　やがて一同もクルーザーに乗り込んで、合宿地へと出発した。
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「で？」守まもるはいった。

「で、って何？」

　深見が小首をかしげる。

「で、この島はどこなんだ」

　クルーザーがたどりついたのは、船着場もなにもない砂浜だった。そこでナインと荷物が降ろされた。

　あとは見渡す限りの砂浜と、透き通る海の彼方には水平線のパノラマが広がっている。「えっと、無人島」と深見はいった。

「無人島？」

「そうなの」

　深見はにこっと笑った。

「…………」

「あ、もうみんな降りたみたいね。作業員の皆さんそれじゃあおつかれさまでしたー」

　深見が手を振ると、作業員たちも手を振ってクルーザーに乗り込み去っていく。

「……で、今度は何故クルーザーを帰らせた」

　守は信じたくない思いを抱えつつ、駄目もとで確認してみた。深見は笑顔で答える。

「だってここが今年の合宿地だもの」

「「はああああー!?」」

　ナイン一同が声をそろえて絶叫した。

　まずあわてたのはやはり涼りよう子こ先生だった。

「む、無人島合宿ですか!?　わ、わたし、そんなの聞いてな……」

「あの計画書は嘘うそです」

「嘘!?」

「あ、はい、ドッキリです」

「ドッキリ!?」

　真ま琴ことが思案顔で訊きいてくる。

「ど、どうしよう、篠しの原はらくん」

　不安に揺れる瞳ひとみで、飛鳥あすかがつぶやく。

「あ、心配しないで、真琴さん。無人島といっても、うちの所有だから、一ヶ月周期で見回りも来るし、ちゃんと宿泊地も確保してあるから」

　そういって、砂浜の反対側にゆるやかにそそりたつ緑豊かな山を見上げた。

　その中腹には、ログハウスの屋根らしきものが見える。



　山のふもとに作られた階段をのぼっていくと、やがてログハウスの建つ開けた土地にやってきた。

　二階建ての小さなテラスつきのログハウスだ。

　しかしその中に入って、あきらかな企画倒れに気づく。

「……あれ？」

　深ふか見みが首をかしげる。

「おい……この中で全員寝泊まりなんて無理だぞ。廊下に全員寝ても無理だ」

　元々、団体客が宿泊することを想定していない作りだから、小さなリビングといくつかの小部屋があるのみだ。

「うーん、じゃあとりあえず女子だけ泊まる感じかしら」

「……まあそれが妥当かもな。って、男子はどうするんだ？」

「探検用に人数分のテント運び込んであるから大丈夫よ」



　そうして、ログハウスの周りには色とりどりのテントが咲いた。

　その中でもひときわ小さいテントの中で、

「……いつだったか深見がいっていた二人部屋というのは、こういう意味なのか？」

　守まもるがあぐらをかきながら問うと、

「いや……ちがうと思うけど……」

　横座りの格好で顔をそらしながら、真琴がいった。

　じっとりと蒸すテント内で、向かい合っていて、ふと気づく。

　……あ。

　そうだ、俺おれは今――綾坂真琴と二人きりなのか。

「篠原くん、綾坂さんっ」

　その時、タイミングよくテントの入口ががばっと開いた。

「ふ、深ふか見み!?」

「せっかく無人島に来たんだし、そろそろ行きましょ？」

「行く？　――って、あ、ああ、練習だよね」

「練習もなにもここにはグラウンドなんてないから、それは後回しよ」

「「は？」」

　守まもると真ま琴ことは思わず声をそろえた。

「――だから、ね？」

　深見が両手で守の腕をつかんで、テントの中からひっぱりだす。

「行きましょ、海。せっかく、だれにも邪魔されず入り放題なんだから！」
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　守は白いパラソルの下もと、砂浜に敷いたシートの上で寝転がっていた。とっくに男子組は海に飛び込んで入ってしまっているが、一人でサマーミュージックと海水浴の喧けん噪そうを聞きながらのんびりしているのも悪くない。愛あい理りの声が降ってきた。

「先輩」

　目を開くと、愛理は両手を腰に当てて、立っていた。むちっとしつつも柔らかくひきしまった身体からだに、紺色のスクール水着がぴったりとフィットしている。胸の名札には、達筆で「１―Ｄ　風かざ見み」とあった。

　ソフトのユニフォーム姿のときは恵まれた体格にみえたが、こうしてみるとぷにぷにしていて、女の子らしくなかなか柔らかそうな見た目だった。

　そして、愛理自身の目もつり上がっていた。

「先輩、どうするんですか」

「どうするって、な、何がだ」

「何がじゃないですよ！　練習！　グラウンドがないってどういうことですか!?」

　愛理は、がばっとシートに手をついて迫ってくる。

　その剣幕に気け圧おされながらも、守は応じた。

「…………ま、まあ、普通は無人島にグラウンドなんて作らないな。手入れもできないだろうし……」

「はあ、やっぱりこうなった……冷静に納得しないでくださいよ、先輩。深見先輩のことだから、この地の利を活いかして遊び呆ほうけようってことなんでしょ。思うつぼですよ」

「だけど、専用グラウンド持ちの俺おれたちの場合、ただ普通の合宿をするなら校内で済むからな。遠征をするなら、なにかしらの特別なテーマは必要だよ」

「……そうやって流されるんですね、先輩。だったらあたしにも考えがあります。先輩、浜ランしますよ。この状況でもできる練習を最大限やっていくんです！」

「おまたせ、篠しの原はらくんっ」

　愛あい理りの前に跳ねるようにして、深ふか見みが割り込んできた。真っ白な肌に溶け込む白のワンピース水着。ヘアバンドをとって、後ろで髪を結っている。サーフボードを抱えていた。

「お兄ちゃん、ビーチバレーやろ。ぼこぼこにしてあげるんだー」

　オレンジストライプの水着を着た杏あんずが、ひょこっと顔をのぞかせる。可愛かわいらしくも生意気に育った胸に、むぎゅっとビーチボールを抱えていた。

　守まもるは、思わず二人に目移りしてしまった。……水着姿というのは、どうしてこうも女子の印象を変えてしまうのだろうか。

「…………鼻の下のびてますよ、先輩」

　腕組みした愛理が、ジト目で突っ込んでくる。

「の、のびてないだろう！」守はあわてて言い返した。

「みんな可愛いよね、篠原」

　となりに真琴が座ってくる。やはりベストを上に着て、短パンをはいていた。

「それは……そう思うが……」

「ほらいつまでも寝てないではやく立ってよ。ネット張るんだから！」

　杏に手をつかまれて引き起こされる――

　と、その時、ビーチがざわついた。

　アホみたいにはしゃいでいた部員たちが遊びの手を止めて、一様に同じ方向を見つめていた。その視線は、ゆっくりとこちらに近づいてくる。

「あっ、やっと来た。こっちこっち」

　深見が、小走りに砂浜の向こうに走っていって、お目当ての人物をひっぱってくる。

「ま、待ってよ！　深見さ――」

　その人物を見て、守は二重の意味で衝撃を受けた。

　一つは、衝撃的な危機感。そしてもう一つは――衝撃的な魅力だった。

「う、うあ……」

　あわてて下を向く美少女。彼女は、ピンクの花柄でフリルのついた、ティーンズ向けの可愛らしい水着でデコレーションされてしまっていた。

　それを完かん璧ぺきに着こなした――あるいは、着こなしてしまった彼女は、細身なのにたっぷりと育ってしまったセックスアピールを必死に両腕で抱きかかえるように隠している。

　深見は後ろ手を組んで、くすくすと楽しそうに笑いながら、彼女を呼んだ。

「せっかく無人島に来たんだから、海に入らないとね、綾坂真ま琴ことさん？」



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      水着批評の篠しの原はらさん



「……また鼻の下伸ばしてるっ」とあきらかに軽けい蔑べつした様子の愛あい理り。「もういいですよ、あたしスケベな先輩嫌いです。一人で浜ラン行ってきます」

「あっ、風かざ見み……！」

　愛理は一人で走っていってしまった。

　……あいつ、余計な事を……。

　向き直ると、真ま琴ことは上目でこっちを見上げていた。

「………………」

　真琴が、恥ずかしそうに身を引きながら、ぎゅっと胸を抱く腕に力をこめる。すると、今でさえ寄せてあげられた谷間が、さらにこぼれそうにあふれだす。

　真琴は、ハッと自らの痴態に気づくと、さっと両手で水着の上を隠す戦法に変えてきた。察しは良いいらしいけれども、そうやって一生懸命身体からだを隠そうとすると、逆に強調されてしまうことがわかっていないらしい。

　それにしても、ほかの部員たちがぼーっとだらしない顔をして、真琴の水着姿を見つめている。今の自分が同じ顔をしていないという自信はあまりない。

　しかし、何か真琴に言わなければ。

「…………に、似合ってるぞ、綾あや坂さか」

「こ、この格好が!?　……………………」

　かあー……っと真琴は唇をゆがめて恥ずかしがってしまった。

「お兄ちゃんが『似合ってる』とかいうとエッチっぽく聞こえるんだよ」

　杏あんずが白い歯を見せた。

「そ、そうなのか？」

「うんうん、お兄ちゃんてむっつりっぽいもん。絶対そういう目で見てるよね」

「あのな……」

　深ふか見みがささっと杏の後ろに回って、その小さな両肩に手を置いた。

「ねえ、ところで杏ちゃんの水着姿ってどう？」

「杏の？」

　守まもるはきょとんとして、それから微笑ほほえんでいった。

「まあ似合ってるんじゃないのか」

「わーッッ!?」

　杏はあわてて深見の後ろに隠れてしまった。



    

  
    
      ココナッツ採取の篠しの原はらさん



　杏あんずがふとビーチの後ろに並ぶ木々の方を指さしていった。

「あっ、ねえお兄ちゃん、あのココナッツ飲みたい。とって！」

「あれをか……？」

　ココナッツの背はわりと大きく、手をのばしても届かない。

「届かないー」と木の棒を振りながら杏。

「そうだな……木登りは苦手なんだ」

「わたしも」

　うーん、と二人そろってココナッツをにらんでいると、

「何をしているの？　篠原」

　ピンク色の真ま琴ことが恥ずかしそうにしながらも寄ってきた。

「ココナッツをとろうとしているんだが、手が届かなくてな」

「じゃあ叩たたき落とせばいいんじゃない？」

「叩き落とす……？」

「見てて」

　真琴は足下の大きめの石を拾うと、それをココナッツに投げ当てた。コォン、と小気味良い音がひびきわたって、木の実が揺れる。

「……あれ……」

「女の子の格好しちゃったから、ボールの力落ちたんじゃないですか？」と杏。

「あっ、あっ、そんなの関係ない……!!」

　羞しゆう恥ち心しんをあぶられて、真琴がまた水着を手で隠す。

「何してるんですか、先輩たち」

　そこに、ランニング中の愛あい理りがやってきた。水着が少し汗ばんでいる。

「ココナッツをとろうと思ったんですよー」

「じゃあ肩車でとった方がはやいんじゃない？」

「たしかにそれもそうだな」と守まもるはうなずく。

「じゃ、あたしやりますよ。背高いから」

　愛理はこちらにお尻しりをつきだすようにして、前かがみになった。……挑発的なポーズだ。

「ねっねえ！　はやく！　ていうか先輩あたしのお尻じっと見ないでくださいッ！」

「あ、ああ、すまん！」

　ごくりと唾つばをのんで、愛理の匂においのする股またに頭を入れて抱え上げる。

　それと同時にハンマーナックルに顔面を撃ち抜かれた。

「あたしが杏を肩車するってことですよ!?　ひっひ人の股に頭入れんな変態ッ!!」



    

  
    
      現状打破の愛あい理りさん



　愛理は、汗ばんだスク水姿で、肩で息をしながらなにやら考え込んでいた。

「やっぱり体力作り以外にも何かしないと……」

「「ああ……しかも、さっき深ふか見みに聞いたところ、クルーザーに荷物をつみこめなくて練習球のコンテナ一式も置いてきてしまったらしい」

「はあっ何それ!?　それじゃ何もできないじゃないですか。どうにかできないかな……」

爪をかんで考え込む愛理。

「……あ」



　愛理は、黒光りする泥団子のボールを持ってきた。

「海水で砂を固めて作ったんですよ」

「ほう、ご苦労さま。鈴すず鹿か、これでキャッチボールでもやってみるか」

「いいんだぞー」

　何度か投げ合ってみるが、違和感があった。

「風かざ見み、すまないがもう少し軽量化してみてくれないか。これだと重すぎる」

「は、はあ？　あたし野球部じゃないからわからないですよ」



　数分後。

「風見、縫い目がないんだが」

「あたしはボール職人じゃないんですけど!!」



　改良後のボールはなかなか上出来で、皆に大好評だった。

「おー、これ当たっても痛くないからいいね！」

　特に喜んだのは杏あんずだった。

「あと何個つくればいいんですか」

　愛理はぶつくさ言いながら、波なみ打うち際ぎわで泥団子を丸めている。

「愛理さん、ちょっといい？」

　真ま琴ことが愛理に近づいていった。

「？　あ、はい」

「あの、これ縫い目が１０８個ないんだけど」

「そんなマニアックなことまでしりませんよ！　……って、なんで茶道部の方かたに注文つけられなくちゃいけないんですかっっ!?」

「えっ、そ、そうだよね、不思議だよね！」



    

  
    
      魅力抜群の飛鳥あすかさん



　綾あや坂さかは基本的にみんなから一目置かれる存在のため、あまりいじられることはない。

　だが、やはり無人島という開放的な環境ゆえだろうか、今日は、橘たちばなが飛鳥にからんでいくことが多かった。

「ほら綾坂、お前も脱げよー。まさかおっぱいついてるわけじゃあるまいしさ」

「えっ!?　何をすっ……きゃあっ」

　突然聞こえた女の子らしい悲鳴に、守まもるは思わずそちらを見やった――が当然ながら、今「野球部の綾坂」を担当しているのは双子の兄である飛鳥本人だ。

　ただ、十六歳の男子高校生が上をひんむかれただけにすぎない。

　が。

　いきなり後ろから手が回ってきて、守の目をおさえた。

「わあっ、見ないで、篠しの原はら！」

「は……」

　真ま琴ことの声だ。

「いやしかし、きみの兄さんは男子……」

「だめっ、篠原！　見ないでっていったら、見ないで！」

　守の頭を抱き寄せるようにして、真琴は両手を引き寄せた。ほとんど背中越しに抱きついてくる格好で、そのせいで――

　真琴の身体からだの中でいちばん柔らかいものが、ぷにゅ……と背中に思い切り密着してしまっていた。どうやら真琴の方は、目かくしに必死で、気づいていないらしい。

「あ、綾坂、その手をはなせ！」

「だ、だからいやだっていって……に、兄さん！　はやくシャツ着てよ！」

　しばらくそうしていたが、やがて、真琴の母性に包まれるのが心地よくなってくる。

　……必死に抵抗して、気づかれるよりは……

　このままでいいか。



「な、なんか、今日の綾坂かわいくね……？」

「……そ、そうだな……」

　橘と守は、海辺で遊ぶ綾坂兄妹きようだいをながめながら、ぼんやりと言葉をかわした。

　…………。

　……。

「は？」

　守はふと橘の発言に違和感を覚えて、彼を二度見した。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      料理指南の真ま琴ことさん①



　水平線の向こうに夕日が沈みはじめて、ようやくナインは合宿の一日目を終えた。

「このあとは夕飯の時間ね。それぞれ準備の班にわかれてー」

　調理班は、部内のしっかり者で知られる守まもる、男装姿の真琴、愛あい理り。ゲストに深ふか見みだ。

「で、今夜は何を作る予定なの？」と真琴。

「？　さあ？」と深見。

「さあって……ノープランで食材持ってきたの!?」

「わたし、料理のレシピなんて知らないもの。とりあえずスーパーの棚のもの片っ端から買ってきたの」

　ロッジに行って、雑然と積み重なった食材の山を見上げる。真琴がたずねてきた。

「ねえ、篠原と風見さんは何作りたい？」

「俺もレシピはわからん」と守。「具材なしの炒飯とタコ抜きタコ焼き以外作れないしな」

「あたしも梅おかゆと素うどん以外むりです」

「ええ…………」ひどく悲しげな真琴。

「綾坂くんは何を作ればいいと思う？」深見がたずねる。

「野菜カレーかな……」と真琴。「みんなでたくさん食べられるし」

「運動部の合宿といえばカレーですよね」と愛理。

「じゃあとりあえず下ごしらえから始めよっか……」

　真琴が包丁を手にした途端、守と愛理はハッと顔色を変えた。

「何を考えているんだ綾あや坂さか！」「何考えてるんですか綾坂先輩！」

「え、いや……ジャガイモを……」

「エースが刃物をみだりに扱うなんて前代未聞でしょ！」と愛理。

「いや、家の方針で料理はやらされているから慣れているから……」

「だめだ」と守。「だめです！」と愛理。「だめよ！」とノリで深見。

「…………ええ……じゃあ、三人とも、ジャガイモとタマネギと人参、だいたい二十個ずつくらい持ってきてくれる？　あとで煮るから……」

　守たちは各々分担して食材を持ってきた。野菜室は満室状態で取り出すのも一苦労だ。

　そして、三人は持ち合った野菜をだばぁと鍋に入れてお湯をあふれださせた。

「わあああっ！　何をしているの三人とも!?」

「「「煮ました」」」

「……ばかっ」真琴にジト目でにらまれた。



    

  
    
      料理指南の真ま琴ことさん②



「もういいから、三人は下ごしらえして？　篠しの原はらはたまねぎだよ」

「たまねぎか……皮を剥むくのか」

　守まもるはたまねぎを手にとった。

「そうだね」

　皮を適当に剥いて、水洗いして、とりあえず真っ二つに包丁で切断する。

「わーっ、そうじゃないよ篠原！　繊維にそって薄切り！」

「そ、そうなのか？」

「篠原はジャガイモの方がいいよ、ただぶつ切りにするだけだから！」

「うむ……侮られているな」

「当たり前だよ。……じゃあ、深ふか見みさんお願いできる？　たまねぎ」

「…………うん」

　物珍しそうな顔で包丁を握にぎる深見。真っ二つにされたたまねぎに包丁を押し当てると、グシャア……とゆっくりと押しつぶした。

「押しつぶさないで深見さん！」

「そうよね。えっと……切れない……」

　深見はぐりぐりと刃をまな板に押しつけて、たまねぎをペースト状にしていく。

「待って、待って深見さん！　それ煮たら、たまねぎなくなっちゃうからっ。ああもう、こうなったら風かざ見みさ……ああもう……ジャガイモ大きすぎる……」

　真琴は、愛あい理りの手元を見るなりキッチンに手をついてうなだれた。

「……これくらいが食たべ応ごたえあるんですよ」と愛理。

「だとしても、これじゃあ一皿につき一個くらいの割合になっちゃうでしょ。……深見さんや愛理さんはまだ料理できないのわかるけど、杏あんずちゃんが帰ってくるまで一人暮らししてたはずの篠原はどうして料理ができないの……？」

「炒飯ちやーはん系や惣菜を買ってくるのがほとんどだったからな……」

「まさかこんなところに篠原の弱点があったなんてね――」

　真琴がためいきまじりにそういうと、勢いよく走ってくる足音が聞こえた。

「お、お兄ちゃんの弱点って何!?」目を輝かせた杏だった。



「どーぉ？　お兄ちゃん。わたしお兄ちゃんとちがって料理得意だから！」

　両手を腰に当てて胸を張る杏。彼女の前には、五十人分のカレーが見事に作り上げられている。結果オーライだった。



    

  
    
      混浴の篠しの原はらさん①



　夕飯後、深ふか見みがログハウスのテラスから顔をのぞかせた。

「これから、お風呂の時間よ。でもロッジのお風ふ呂ろは大きくないから、一度にテント一組ずつで入ること！」

「テント一組……」

　真ま琴ことと顔を見合わせると、「……し、篠原とは入らないから！」と真琴は言った。

「けど、まずはわたしたち女子組から入るから、みんなちょっと待っててね」

　深見は人さしゆびをたてて、ログハウスの中に戻っていった。

　深見が奥に引っ込んでから、すぐに橘たちばながやってきた。

「篠原、のぞきにいこうぜ！」

「「はあ!?」」

　守まもると真琴は同時にさけんだ。



　ログハウスの周りを回りながら。

「合宿といったら、女子マネの風呂のぞきって決まってるじゃねーか」

「……そうなんだ」と真琴はジト目でこっちを見る。

「あ、綾あや坂さか、何な故ぜきみがついてくるんだ」

「堂々とのぞき宣言されて放ほうっておけるわけないでしょ……」

「俺おれも似たようなものだ。妹がのぞかれたらまずいからな」

「なんだお前ら二人とも俺の敵なのかよ。……っと、あそこだ篠原！」

　ログハウスの木の格子のある部屋から湯気が立っているのがみえた。

　橘がすみやかに姿勢を低くして、音もなく駆け出す。やはり走りに関してはこの期ごに及んでもエキスパートだった。

「お、おい橘、待て――」

　あわてて橘を追いかけてその肩をつかんだ途端――風呂場から鼻歌が聞こえた。

「篠原、この声、涼りよう子こ先生だ」

「何だと」

　ハッとして格子の方に顔を向けると、真琴は息をのんで怒鳴った。

「――篠原っっ!!」



　涼子先生が困り顔で人さしゆびをたてるのを、守と橘は物陰から見ていた。

「い、いけませんよ、優等生の綾坂くんともあろう子が」

「………………」風呂場の前で正座しつつ、真琴は言った。「……はい……」



    

  
    
      混浴の篠しの原はらさん②



　テントに戻ると橘たちばなが待っていた。

「篠原、二度目ののぞきチャレンジにいこうぜ！」

「もうよくないか……？」



　橘とともにやってきた風ふ呂ろ場ば前。しかも、どうやら入浴中なのは一人ではないようだった。涼りよう子こ先生だけではなく、深ふか見みや杏あんずの声も聞こえてくる。

「杏ちゃんおっぱいおっきいー」

「ひゃあうっ!?　やっやめ……何するんですか深見さんっっ!!」

「だめですよ、深見さん。お風呂場であばれたら」

「涼子先生もクールなふりしておっきいですねー」

「く、クールさとバストサイズに相関関係はないと思うんですが……っっ!?」

　守まもるの隣で、おっぱいが大きくてもクールな王子様が、ちらっとこっちを見た。目が合った途端に真っ赤になってうつむく。

「………………えーとー、愛あい理りさんは、お尻しりが……」

「悪かったですね！　お尻大きくてッ!!」

「風かざ見みさんはお尻大きくても素敵だと思いますよー」

「お、お尻大きいのってマイナスなの!?」

　ガールズトークが続いている中、橘はなんとかのぞきポイントを探そうとしていた。

「ち、ちくしょう……どっか隙すき間まないか……隙間……」

　真ま琴ことが芝生の上で膝ひざを抱えて、ため息をつく。

「ねえ、もういい加減にあきらめようよ、橘？」

「あ、あきらめられるか……!!」

　やがて、深見たちは去ってしまった。ようやく橘はカラカラと格子越しに戸を開く。

「今さら開いてもなあ……」

　切なげにため息をつく橘。――が、その時、風呂場にだれかが入ってきた。

「……あ。綾あや坂さかの妹さん？」

　橘がそうつぶやいた時、守と真琴は同時に「橘っっ!!」と怒鳴った。



「「…………」」

　守と綾坂は正座してうなだれながら、涼子先生の説教を聞かされた。

「だ、だめですよ、二人ともレギュラーのバッテリーなのに」

「「……………はい………」」



    

  
    
      混浴の篠しの原はらさん③



　女子組の番が終わって、まずはエースバッテリーの二人がお風ふ呂ろに入ることになった。

「……どうする？」

　守と真琴は、更衣室で、お互い緊張気味の顔で向き合う。

「ど、どっちかが、先に着替えて入るような感じにしよう？」

「そ、そうだな。じゃあ、綾あや坂さかが先に行ってくれ」

「わかった……篠原、こっちを見ないでね」

　真ま琴ことは、こちらに背中を向けながら、私服のボタンを外しながらいった。

「あ、ああ、絶対に見ないから心配するな！」

「う、うん」

　真琴の衣きぬ擦ずれの音をなるべく意識しないようにするが、更衣室に真琴の肌の香りが広がっていって、いやおうなく意識せざるをえない状況になる。

「……入ってくるね」

　カラッと戸を閉めて、真琴が風呂に入ると、守まもるはつめていた息をようやく吐いた。

　ふー……ぶっ！

　安堵のため息の途中で守は思わず噴きだした。

　カゴの中に、真琴が脱ぎっぱなしの青色ストライプのパンツが置いたままだったからだ。

　その時、いきなりノックもなしに更衣室のドアが開いた。

「しのはらー」

　鈴すず鹿かだった。

「す、鈴鹿!?　いきなり入ってくるな！」

「入ってきたらだめなのかー？」

「……いや、だめというわけじゃないが……」

「そうかー。あのなー、あとがつかえてるからすぐ入ってきて欲しいんだぞ！　いそぐんだぞー！」

　鈴鹿が言うだけ言って出て行ってしまうと、真琴が風呂場から顔をのぞかせ尋ねてきた。

「……篠原、どうしたの？」

「風呂はいそげということらしい。……あとで深ふか見みにでも頼んで、長風呂にしてもらうから、今はさっさとすませてしまおうか」

「あ、いいよ、そんなの」

「気にするな。」と守は気恥ずかしくなって後ろを向く。

「……ありがとう、篠……」真琴はさけんだ。「なんで僕の下着ポケットに入れているの!?」

「ち、ちがう、これは見られたらまずいと思って！」



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      就寝時間の真ま琴ことさん



　真琴はふとベッド脇わきのデジタル時計を見て言った。

「もう十時ですね」

「そうだな……明日もはやいし、そろそろ寝るか」

　ライトを消して、寝袋の中に入る。おやすみ、と言い合って寝に入るが、どうにも寝付けない。理由はもちろんわかっていた。

　となりを見る。

　真琴が口元までシーツを引き上げながらちらっと目だけでこっちを見ていた。

「なんだかテントって慣れなくて眠れないかも……」

「そうだな」

　しかし、そんなやりとりを何度かくりかえしているうちに、真琴はすやすやと静かな寝息をたてはじめた。

　真琴の穏やかな寝息を聞いていると、こちらも自然と眠くなってきた。

　が、少し水を飲みたくなってロッジへ。

　コップに飲用水をくみテントに戻ろう――として、ふと真琴の寝姿が目に入った。

　丸めた布団をだきかかえるようにして、きゅっとひきしまったお尻しりをこちらに向けていた。ホットパンツに包まれたお尻はじつに健康的で、ふとももはすべすべで真っ白だった。布団に押し付けられた胸は、むにゅっと柔らかく形を変えている。

　守まもるは、コップを口につけたかっこうのまま、その光景を一人ながめていた。



「ねむいー。昨日、夜中ずっと深ふか見みさんのＢＤ見てて眠れなかった……」

　翌朝の早朝、海辺で歯磨きをしながら、杏あんずが両手で目をこすっていた。

「俺おれもだ」

　守は、低い声でうなずいた。

「おはよう、篠しの原はら。昨日はよく眠れた？」

　髪を下ろした真琴がやってくる。

「いや……」

「そう、テントだもんね。でもごめんね篠原、私だけ投手だからってロッジで寝ちゃって」

「…………………………ん？」

「おはようございます。篠原くんは昨日、よく眠れましたか？」

　次に髪をまとめた真琴がやってきて微笑ほほえんだ。

「ん？」守は眉まゆをひそめた。飛鳥あすかくんだったか……。



    

  
    
      二日目夜の杏あんずちゃん



　二日目の夜、もそもそと守まもるたちのテントにもぐりこんでくる物があった。

　ライトをつけると、杏だった。

「あ、杏、なんでお前が俺おれたちのテントに来ているんだ」

「お兄ちゃんが綾あや坂さかさんに手を出すかもしれないと思って見張りにきたの」

　守のとなりでころんと布団に丸まりながら、じと目でにらんでくる。

「……はあ？　うして俺がお兄さんの方に手出しなんてしなくちゃ……」

「というわけで、今日はわたしここで寝るからね。おやすみー」

　杏はさっさと寝に入ろうとするが、その時がばっとテントの入り口が開いた。

「あーんずちゃん」

「ー!!」

　がばっと布団をはね上げて、杏は守の方に飛び込んできた。

「どうしたの？　杏ちゃん。まだあのホラーゲームクリアしてないじゃない」

「うう……ゲーム怖いよ、怖いよお……」

　杏は震えている。

　……なるほど。

「だって深ふか見みさん！　毎晩わたしの耳元で怪談とかささやくし！　いやだってゆってんのにホラーゲーム一緒にやらせるし！　ううー」

　ぎゅー……と兄の胸にしがみつきながら、杏は訴えた。

　……なるほどな。

「あまり杏で遊ぶな、深見。今夜はこっちで預かるよ」

「そう？　……いいなあ」

「え？」

「なんでもなーい。じゃあおやすみ。杏ちゃん、夜になると枕まくら元もとにうねうねが……」

「キャー！」

　深見はくすくす笑ってログハウスに戻っていった。



　深夜、目を覚ますと、後ろで気配がした。

　だれかが寝ている。

「……だから、あとになって自分で怖がるくらいならはじめからやるな」

「篠しの原はらくんなにいってるの？」

　深見が素知らぬふりで答えた。



    

  
    
      ビーチバレーの篠しの原はらさん①



　三日目も、海水浴から一日がスタートした。軽くストレッチをしてからビーチに下りると、深ふか見みが空気の入ったボールをぽんぽんと杏あんずと打ち上げて遊んでいる。

「あ、ねえ篠原くん、ビーチバレーしない？」

「かまわないが……三人でやるのか？」

「審判も入れるとあと二人は欲しいわね」

　深見はすぐそばのシートで本を読んでいた真ま琴ことと、今日も今日とて浜ラン中の愛あい理りをつかまえて五人集めた。

　ジャンケンによるチームわけは、まず守まもると真琴のコンビが決まった。

　相手は愛理と杏の一年生コンビで、審判役は最後まで負け通しだった深見になった。

「つまらないの」とむくれ顔の深見。

「ちゃんと審判をつとめてくれよ」

「はあい」

　試合は、明めい学がくバッテリーが最高のコンビネーションで攻め立てて、愛理がそれを必死に守りぬく展開となった。

　守がスパイクの位置を予測して駆け込んでトスすると、真琴がしなやかなスパイクを相手コートに打ち込んでいく。

「くっ……」

　長身を活いかして右に左にと跳ぶ愛理だが、守るだけでは得点にならず。

　結局、杏＆愛理チームの敗北となってしまった。

「さすがですね、真琴さん」

「守くんのサポートのおかげです」

　守と真琴は、互いに微笑みを交わす。

　やはりスポーツを通すとお互いに変な意識をせずにすむ。

「さて、」と守は言った。「それじゃあチーム変更す――」

「いやだ」「いやです」

　ネットの向こうから、同時に否定の語が聞こえた。

　愛理と杏が睨にらむようにこっちを見ている。

「特待生のあたしがこんな負け方したまま引き下がれません！」

「このわたしがお兄ちゃんに負けるなんてぜったい認めないから！」

　一年生コンビの執念に火がついてしまったようだった。

「審判……」

　深見が頬ほお杖づえをついてむくれている。



    

  
    
      ビーチバレーの篠しの原はらさん②



　一年生コンビは、勢いだけはいいものの連戦連敗だった。

「ああもう、どうして勝てないの!?」と杏あんず。

「あたしが向こうのスパイクをそのままスパイクで叩たたき返せてたら……」と愛あい理り。

「そんなのできたらすごすぎるよ!?」

「……じゃあやってみる」

　愛理は、むしろ杏の言葉に触発されたように、決意をこめて言った。

　ゲームがはじまって、守まもるがトスして真ま琴ことがスパイクする。いつもの流れだったが、そこを狙ねらって愛理が背中をそらして跳んだ。

「はぁっ！」

　真琴がスパイクすると同時に、そのボールを宣言どおりにコートに叩き込む。だが、守はすでにそこにかけこんでいて、レシーブした。

　愛理とは正反対の方向にトスをとばして、それを読んで移動した真琴がやすやすとスパイクを決める。杏のレシーブは間に合わなかった。

「あたしがスポーツで勝てないだなんて……」

　女の子座りでへたりこんで、本気でくやしそうに眉まゆをハの字にする愛理。

「……それにしても、すごいコンビネーションですね、先輩たち」

「そう？」

　守と真琴は思わず顔を見合わせた。

　……だが、お互いの息が合っていて当然だ。

　なにせ――

「まるで何年も同じスポーツをやってきたみたいなレベルですよ」

　二人の表情がぎくりと固まった。



　杏がきゃっきゃと喜んでいるのを尻しり目めに、愛理がジト目で問うてきた。

「で、なんであそこからストレート負けなんですか」

「「へへ……」」

　守と真琴は半笑いでよそを向き合った。

「なんですか二人して気味悪い」



「代わってくれてもよかったのに」

　試合終了後、深ふか見みがむくれ顔で肩を押してくる。

「すまんすまん」



    

  
    
      パジャマパーティーの深ふか見みさま



　ロッジの夜、パジャマでスナックをつまみながら、深見はいった。

「ねえ、みんな好きな人っているの？」

　パジャマパーティーに参加しているのは深見と杏あんずと愛あい理り、そして真ま琴ことだった。涼りよう子こ先生は午後十時にはすっかり眠りこみ、今起きているのはこの四人のみだ。

「あたしはいないですけど……」

　いつも早寝早起きの愛理はうつらうつらしながら答えた。

「わたしもー」

　ポテチをおちょぼ口でぱりぱりと食しながら追従する杏。

「……ご家族をふくめてもいいのよ、杏ちゃん」

「どういう意味ですか!?」

「みんなあまり色いろ恋こい沙ざ汰たには染まってないんだね」

　真琴はポッキーを指で押し込むようにして食べながら笑った。

「そういう綾あや坂さかさんはどうなの？」

「え……私？」

　抱えた膝ひざに頬ほおをのせて、しばらく考え込む真琴。

「……いる、よ」

「え」」

と深見と杏が声を出す。

「えっえっ、同級生!?　年上!?　年下!?」

　杏が身をのりだして真琴に食い下がっていく。

「ど、同級生だけど」

「名前は？」

「……………………それは言えない」

「同じ部活!?　クラスは!?」

「い、いえないってば」

　ええーと杏は唇をとがらせた。

「じゃあじゃあ、どんな人？　それくらいは教えてもらわなくちゃ！」

「う……その、やさ、優し………………」

「………………………じ、じゃなくて……むっつりスケベな人…………」

　真琴は落ち着かない様子で前髪をいじりながら、みるみる顔が赤くなっていく。

「そんな人が好きなんですか!?」と杏。

　深見は、目をぱちくりしながら、真琴の事を見つめた。どこかで聞いた台詞だった。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      ポッキーゲームの篠しの原はらさん



　無人島にきてからというもの、ほとんど毎日海で遊んでいる。

　飽きずに海ではしゃぐチームメイトたちをシートに座ってながめていると、

「ねえねえ、篠原くん」

　横からつんつんと深ふか見みがつついてきた。

「何だ？」

「あのね、昨日のパジャマパーティーであまったポッキーを持ってきたの」

　深見はバッグからポッキーの箱をとりだした。大人のポッキーだ。

「篠原くんも食べる？」

「ほう、一本もらおうか」

「いいわよ」

　深見はにっこりと微笑ほほえんで、いきなりその唇にポッキーをくわえた。そして、「ん」と目を伏せて身をのりだしてくる。

　うっ……！

　守まもるは思わずうめいて、深見の人なつっこい笑顔をまじまじと見つめる。……冗談だというのはわかっているが、かといってきっぱりと断るのも深見を傷つけてしまいそうだ。

　その時、自分につきささってくるいくつもの視線を感じた。

「お兄ちゃんのリアじゅー……」

　ビーチボールを抱えてジト目でにらんでくる杏あんず。

「……」

　唇をきゅっと閉めて、横目でじっと見つめてくる真琴。

「先輩、こんなところではしたない……！」

　浜ランの途中で足を止めて動揺する愛あい理り。

「い、いや……その……なんだ……」

　しばらくどうしたらいいかわからずとまどっていると、深見はくすっと笑った。ポッキーをつまんで、左右に振ってみせる。

「冗談よ。篠原くんをびっくりさせたくって」

「誰だれのせいだと思っているんだ」

　やれやれと頭を振って、深見のポッキーをつまみあげる。ポリポリとそれを食べきってから、ふと深見の方を向く。

　深見はなぜかポッキーをつまんだ格好で硬直して、耳まで真っ赤になっていた。



    

  
    
      幼稚園の深ふか見みさま



　通っていたのは、地元にある、私立にしては学費の安い幼稚園だった。同じクラスになったその子は、引っ込み思案で、いつも教室でよく本を読んでいた。そんな彼女が時々、校庭でスポーツで遊ぶみんなをうらやましそうに見ていたのがすごく気になっていた。

「ふかみさん」

　守まもるがプラスチックのバットをもって呼びかけると、ふかみという名札の子はびくっと怯おびえたような顔で、こちらを見つめてきた。大きくて可愛かわいらしい目だった。

「いっしょにあそぼう、深見さん」

　深見は首を振って、たたっといそいで逃げ出してしまった。



「おかしあげるからあそぼう、ふかみさん」

　また逃げられる。



「こんどのおゆうぎかいのバッジ、おれのぶんもあげるから」

　またまた逃げられる。



「こうしえんにつれてってあげるからあそぼう、ふかみさん」

「………………そこ、どこ？」

　深見がはじめて逃げずに興味を示した。可愛い声だった。



　小学校のころは同じクラスで、そのころから深見はクラスの人気者になっていた。

　彼女が住んでいる高級住宅街の近くに公園があって、時々、守がそこでやっている少年野球を見に来ていた。



　中学生のころは一緒のクラスになれなかったが、よく教室に遊びに来た。深見は可愛いと評判だったから、悪い気はしなかったが、本人を異性としてあまり見た覚えもない。



　高校になって深見はいきなり野球部に入ってきた。家ではネットゲームができないから、いつも野球部でやっているらしい。

　だが、先日、監督室でエロゲーをやってわかったことがある。

　監督室のパソコンはネットにつながっていない。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      合宿最終日の篠しの原はらさん



「なんだかんだで楽しかったね」

　杏あんずは、砂浜で大きく伸びをしながらいった。

　一週間におよぶ無人島合宿がこの日、ようやく終わりを告げたのだ。海水浴と、申し訳程度の体力作りの毎日ではあったが、今思えばなかなか充実した合宿ではあった。

「またいつか来ようね、お兄ちゃん」

「そうだな……その時はたぶん、野球部としてじゃないんだろうけどな」

「あ。……そっか」

　そう。――すくなくとも来年の今ごろ、甲子園にでも行っていないかぎり、二年生の自分たちは野球部員ではなくなってしまっているのだ。

「来年は……お兄ちゃんも、綾あや坂さかさんも、深ふか見みさんもいなくなっちゃうんだよね」

「ああ。だから、お前との夏合宿は、これが最初で最後だな」

　守まもるは笑っていった。



　そして翌日。

　守は、まだ無人島にいた。

　八日目の砂浜で、愛あい理りは腕組みしながら海をにらんでいる。

「まったく、今日こそ来てもらわないと困りますよ」

「ああ…………」



　さらに次の日。

　無駄口の少なくなった砂浜には、半分ほどしかメンバーが集まっていない。

「…………」

「…………し、篠原……」

　となりの真ま琴ことが不安げな顔で見つめてくる。



　延長戦の三日目に突入した無人島の砂浜で、守はついに決断した。

「…………俺おれたちは遭難したらしいな」

「あ、あははーまたまたあ」

　杏が笑う。

「……いや、たぶん笑い事じゃない」

「ほんとだよ!!」

　杏の目に涙がうかんだ。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      現状把握の篠しの原はらさんたち



「ねーお兄ちゃん、これからどうするの？」

　守まもるのとなりで、杏あんずがむにゅっと手すりに顎あごをのせて、疲れた声でつぶやいた。

「どうするもなにもな……」

『はわわー、食料がもう残ってませんー！』

　ロッジの奥から、涼りよう子こ先生の悲鳴が聞こえてくる。

「まずは、食料の調達ね」

　そそくさととなりにやってきた深ふか見みが、人差し指をたてて言った。

『わー、それ飲むなたちばなー、その水はお風ふ呂ろ用なんだぞー！』

　キャプテンの鈴すず鹿かの叱しつ責せきの声が聞こえてくる。

「次に、水の確保」

　深見はもう一本の指をたてる。

『びえええええもお帰りたいよおおお』

　一年生のスーパールーキーだが、ガラスのハートの持ち主である片かた桐ぎりの泣き声。

「第三に、娯楽の調達ってところかしら。まあこれはわたしに任せておいて？」

「残るはサバイバルか…………」

「まあ大丈夫よ。浄水設備の点検のために、四日後には人が来る予定になってるし」

「それもそうだな、とりあえず当面は生活を整えることを重視して――」

　そこまで言いかけたところで、テラスの戸ががらっと勢いよく開いた。

「篠原！」

　呼ばれて振り向くと、男装姿の真ま琴ことが、両手で戸を押し開いて立っていた。

　なにやら焦った様子で、ここまで走ってきたのか、肩で息をしている。

「綾坂、どうした？　何か問題でも――」

「まずいよ、篠原。僕たち、はやく日本に戻らないと」

「はやく……？」

「ちょうど四日後に新人戦があるんだよ。このまま点検の人が来る日を待っていたら、新人戦に出られなくなっちゃう！」



　寄せては返す波の音。海鳥の声。守の沈黙を、自然の音が埋めてゆく。そして――

　守は、テラスの手すりに手をついて、深いため息とともにこうつぶやいた。

「…………第四に、脱出手段の確保だな」



    

  
    
      作戦立案の篠しの原はらさん



「というわけで、聞いてくれ。俺おれたちはこの無人島にとりのこされた。実感はわかないだろうが、つまりは遭難だ。おいだれだ今『そうなんだ』とつぶやいたやつは」

　とにかく、と守まもるは語を継いだ。

「一週間後には、新人戦がある。なんとかそれに合わせて帰宅する手段を考えよう。どっちにしろこのままだと食料が尽きてしまうことになる」

「無人島を脱出するってことなのかー？」

　鈴すず鹿かがきゅるんと首をかしげた。

「そーかー。そうなるとやっぱりイカダなのかなー」

「……イカダといっても下へ手たに海に出るのは危険だから、あくまで最終手段だがな。だが、手段は手段として確保しておくのは悪くない」

「そーかー。じゃあイカダ班を作っておくんだぞ！　力仕事が多そうだから、男子部員のみんなでがんばるんだぞ！」

　鈴鹿がグッと握にぎり拳こぶしをかためると、おおっとほかの男子部員が呼応してみせる。



　イカダ班が結束を高めている中、残りのアイデア班がロッジの中心で円陣を組む。

「ほかに何かできることってある？」と杏あんず。

「そうだな……」

「あっ、いいこと思いついたわ、篠原くん」

　深ふか見みがなにやらいきなり立ち上がって、キッチンの方に走っていく。戻ってきた深見は、ボトルと紙切れを全員に配っていった。

「ボトルメッセージよ」

「ぼ、ボトルメッセージ……ずいぶんと悠長な……」と愛あい理り。

「とりあえずやっておいた方が楽しいじゃない。はい、綾あや坂さかくん」

「ありがと」

「はい、篠原くん」

「ああ」

　ボトルを配り終わって、それぞれメッセージを書くことにする。

「えーっと、遭難ってどう書くんだっけ……」

　深見はスマホを懐からとりだして文字を確認して、またポケットに戻す。

　次の瞬間、メンバー全員で深見に向かってさけんだ。

「「それだ――!!」」



    

  
    
      メッセージ作成の篠しの原はらさん



　深ふか見みは眉まゆをハの字にした。

「ごめんね、スマホあるけど電波が通じないの」

　ええー……とナインの間に失望が広がった。

「みんな元気出して、どうせかならず助けはくるんだから！」

　グッと深見は両手でガッツポーズを作った。

「深見先輩は気楽でいいですね……」

「うん、それになんだか楽しいじゃない。この状況」

「まー、それは深見先輩はいいと思いますけど……」愛あい理りは苦笑した。「無人島に連れてきたのは先輩なんだから、もっと真剣に考えてくださいよ」

「はあい」

「先輩とちがって、あたしたちは野球しなきゃいけないんですから」

「…………え？」

「あ、いや、あたしはソフトですけど」

「う、うん、そうよね。わたしもいろいろ考えてみるわ」

「ふだんの無駄に優れたアイデア力と行動力をここで活いかしてくださいね」

「うん……」

　愛理が「とりあえず書くだけ書こっか……」とボトルメッセージにとりかかると、ほかの面子めんつも紙面に向かった。

　これからすぐに脱出しなければいけないというのに、どこかなごやかなムードだ。

「あ、ねえ、篠原くん、わたしたちも一緒に書こう」

　深見がメッセージカードを抱えて駆け寄ってくる。

「あ、じゃあ、僕も」

　真ま琴ことが加わって、三人で頭をつきあわせてメッセージカードを書きはじめる。

「じゃあどうするか……」

「どんなメッセージにすればいいんだろう。差出人の名前は？」

「差出人は……明みよう神じん学がく園えん野球部でいいんじゃないのか」

「野球部ね……」

　まずは差出人名だけ書いて、そのあとから文面を考えることにする。ああでもないこうでもないと言いあっているうちに時間がすぎていく。

　その途中、ふと守まもるは気づいた。

「深見、差出人名くらい書いておいたらどうだ？　白紙のままだぞ」



    

  
    
      釣り師の篠しの原はらさん



　砂浜では、脱出班が竹で組んだイカダで海に向かって何度も撃沈している。みんながんばるんだぞーと鈴すず鹿かが応援していた。

　彼かれ等らを尻しり目めに、守まもるたちアイデア班兼生活班は話し合っていた。

「食料調達の手段といったらとりあえずは釣りと山菜摘みでしょうか……」と涼りよう子こ先生。

「釣りか……山の中に入るなら、俺おれみたいな男手の方がいいかな」

「あ、じゃあ、わたしも山に行こうかしら」

　深ふか見みも笑う。

「山の中でまたトラップを仕掛けてくるつもりだろう」

「あら、よくわかってるじゃない」

　まったく……深見はこの期に及んでも相変わらずのマイペースだ。

　杏あんずと愛あい理りと飛鳥あすかは釣り班、守と深見と涼りよう子こ先生が山菜班となった。

「あ、じゃあ、僕は――」

　真ま琴ことが挙手しようとすると、

「ああ、お前は何もするな」と守は言った。

「えっ、どうしてさ！」

「釣りだと手に怪け我がをしかねないし、山に入ればなおさらだろ。お前は……そうだな、釣り班の手伝いでもしていてくれ」

「う、うん、わかった」

　とはいえ、釣り用具なんてものはないので、まずは竿さおと針を用意しなければならない。竹ちく林りんからもってきた細い竹を竿代わりにして、ボール縫い用の糸に針金をつけて簡易釣り竿を作る。あとは岩陰の虫をとってきてエサにするのだ――が。

「…………」

　杏と愛理と飛鳥は、三人そろって虫を前にして青い顔で固まってしまった。

「……おい、虫をつけろ」

「……つ、つけるって……」と愛理。

「その針金に突き刺すんだ」

「「「無理!!」」」



「というわけで、」と守は釣り竿を肩にかけた。「俺が釣り班に加わることになった」

「ええー」

　深見が眉まゆをハの字にした。

「悪いな」



    

  
    
      山菜班の深ふか見みさま①



「綾あや坂さか、俺おれたちはあっちに行くぞ」

「篠しの原はらって釣り上手なの？」

「子供のころ少しやっただけだな」

　何気なく、けれどむつまじく話しながら、守まもると真ま琴ことが岩場の方に行く。そのあとを杏あんずがトコトコと追いかけていった。

「深見先輩、何してるんですか。あたしたちも行きますよ」

「うん」

　深見は一抹の寂しさをおぼえながら、肩を落として、涼りよう子こ先生と愛あい理りの後を追った。砂浜の裏手に広がる林の中に入っていく。

「山菜といっても毒のあるものもあります。この近くでとれそうなものといえば……」

　博識の涼子先生がてきぱきとレクチャーして、愛理がそれを腕組みしながら聞いている。

深見はぼんやりと林の頭上に垣間見える空を仰いでいると、

「先輩、じゃ行きましょうか」

「あ、うん。山菜をとればいいのね」

「そうですね……」

　適当に近場のキノコを手にとる。

「それ毒キノコです」

「そうなの？」

「さっき言ってたじゃないですか」

　次は近場のギザギザの葉っぱを手にする。

「それ食虫植物です」

「そうなの」

　もはや涼子先生の話を完全に聞き逃してしまっていたので、もうどれが食用だかわかったものではない。スマホがないからネット検索もできないし、とりあえず先生を捜すしかなかった。そうして歩いていると、林の中に泉を見つけた。静かな森の中に、わきでる水のささやかな音が涼やかに響いている。



　少し迷ったけれど、泉に入ってみると結構気持ちよかった。元々が亜熱帯気候なので、水の中に入るとほどよく涼しい。もやもやした頭の中が晴れていく気がした。

　その時、森の奥から声が聞こえた。

「深見。おい、深見どこにいった？」

「っっ!?」深見は胸を押さえてばしゃっと音をたてて立ち上がった。



    

  
    
      山菜班の深ふか見みさま②



「だれかいるのか？」

　守まもるが、視界をさえぎる葉っぱをどけながら、物音が聞こえた方に行ってみると、そこには泉があった。真ん中に小さな岩がある泉だ。森の中にぽつんとうまれた泉の水は透き通っていて、海水ではなく、どうやら地下水がわき出ているようだった。

　……無人島でも地下水が湧わくのか。だが、ふと気づく。この水、もしかすると飲用水に使えるんじゃないのか？　手ですくって水を飲んでみようとすると――

「だ、だめ、篠しの原はらくん！」

　岩陰から、眉まゆを下げた深見が顔をのぞかせていた。

「なんだ深見、そんなところで何を――」

「わっ、来ちゃだめ。しの……」

　ぐるりと回り込んで、守はぶっと噴きだした。

「だ、だから……来ないでっていったのに………………」

　深見が、両手で裸を隠しながら、岩の後ろに隠れていた。ほっそりとしたウェストとおへそとをあらわにしながら、水の中にしゃがみこんでいく。

「す、すまん！」

　深見は口まで泉につかった格好で、上目でじっと見つめてきていた。



「生乾きだから、シャツが張り付いてちょっと気持ち悪い……」

　深見は、恥ずかしそうに笑いながら言う。

「そ、そうか」

「……ところで篠原くん、どうしてここにいるの？」

「いや、お前が何かまたイタズラをしていないか心配になってな」

「し、しないわよ、篠原くんにしか」

「本当か？　先生に迷惑をかけたりするなよ」

「……む」と深見が睨にらんでくる。

「なんだその顔は。別にいつものことじゃないか」

「そうだけど……」

　深見はもどかしそうに唇をとがらせた。



　その日の昼過ぎ。

「みなさん、森の奥で泉を見つけました！　これで水には困らずにすみそうですよー」

　守と深見は、なんともいえない気持ちでペットボトルにくまれた水を見つめていた。



    

  
    
      決意表明の深ふか見みさま



「おっしゃあいくぞー！」

「いくんだぞー！」

　次の日も、脱出班は巨大化したイカダにのって荒波に向かっていた。むかっては砕け散り、向かっては砕け散り、しかし砕けた竹を集めてイカダはどんどん巨大化していく。

　テラスから砂浜を見下ろしながら、今日も生活班はのほほんと相談しあっていた。

「今日は何するー？」

　杏あんずが楽しそうににこにこしながらたずねてくる。

「お前……明らかに楽しくなってきてないか」

「だって昨日はいっぱい釣れたんだもん！　お兄ちゃん美お味いしかった？」

「うむ。お前のためのワタ抜きが面倒だったがな」

「それくらいで文句いわないの」

　なんだかんだで昨日の夕食は豪勢だった。山菜のてんぷらに味噌汁に大量にとれた魚をたらふく食べたので、ほとんど満腹状態だ。

　だが、そんな中にあって、深見はぼーっとした顔をしていた。

「深見、なんだ、ぼーっとして？」

「？　ぼーっとしてた？　私」

「ああ。考え事か？」

「うん……」

　深見はさっきからうろうろしている。そういえば、無人島遭難が決定してからというもの、どうも時々様子がおかしい。昨日は無理に料理を手伝おうとして、食料の三分の一ほどを消し炭にしてしまい、さらにお風ふ呂ろをわかそうとして地じ獄ごく釜がまを作り出していた。洗濯ではたしか服が駄目になったはずだ。

　ふだんの深見なら、むしろこの状況を真っ先に楽しもうとする気がするのだが……。

　その時、テラスの向こうの傾斜をながめていた深見が「あ」と声を出した。

「どうした？　深見」

　振り返った深見は、スマホを口元にそえてにやーっと笑っている。

「……な、なんだ、またイタズラを思いついたのか」

「さあ、どうかしら。でもわたしだっていつもふざけてばっかりじゃないわ？」

「はあ？」

「今日は篠しの原はらくんに感謝させてあげるんだから。見てて」

　そう宣言した深見はその日、夕方から姿が見えなくなった。



    

  
    
      行方不明の深ふか見みさま



　その日の夜、深見が行方不明になった。

　ロッジの中にはもちろんおらず、砂浜の周辺をさがしてもどこにもいなかった。

「……まさか、あたしが深見さんをせかすようなことを言ったから……？」

　愛あい理りが表情をくもらせていうと、守まもるは首を振った。

「そんなに心配するな。あいつはそういう事で無理をするタイプじゃないから」

「ハイ。……けど、あたしも深見先輩を探しにいってきます」

　ロッジを出て行こうとする愛理を、涼りよう子こ先生がきびしい口調でいさめる。

「捜索する際、一人で出歩いてはいけませんよ」と涼子先生はいった。「夜中は、かならず二人以上で行動するように」

「……は、はいっ」

「あ、じゃあ風かざ見みさん、わたしと行こっか」

　杏あんずが声をかけて、愛理とともに深見の捜索に出て行く。

「篠しの原はら、僕たちも行こう」

「……ん、ああ」

　真ま琴ことに誘われてロッジを出ると、辺りは真っ暗だった。ロッジから漏れる光以外、あとは星空しか光源のない世界だ。

　こんな有様では、やぶの中をかき分けても、そうそう見つかるものではない。森の中に一歩足を踏み入れれば、もうそこは一寸先すら見えないのだ。

　闇やみ雲くもに探すのは、とっくにみんながやっている。……だとしたら、自分にできるのは、深見がどこに行ったのかを考えることじゃないのだろうか。

「篠原……？」

　気づくと、真琴が、顔をのぞきこんできていた。

「綾あや坂さか。すまない、考え事をしていた」

「考え事？」

「……深見がどこに行ったのか、考えていたんだ」

　深見は、それこそ風のような存在だ。気づくとふっとどこかに行ってしまっている。

　けれど、一人が好きなやつじゃない。

　あいつが、ふっと俺おれの前からいなくなるときは、何かを企たくらんでいるときか、自分で気恥ずかしいと思う事をするときだ。たとえばこの前の四試合連続コールドの日、嘘うその誕生日パーティーを開いて、道を渋滞させて四校目のバスの到着を遅らせた時のように。

　そうでもなければ、深見は今も、俺のすぐそばでくすくすと笑っているはずだ。



    

  
    
      救難信号の深ふか見みさま①



　一通りロッジ周辺を探してみたが、深見は見つからなかった。

　手がかりも得られず、ロッジに戻ってきて、女子部屋に入った。

「この部屋のどこかに隠れているとかないよね」と真ま琴こと。

「ありえなくはないが……」

　ためしにベッドに手を置いて、下をのぞきこんでみるが、深見はいない。

「さ、さすがに猫じゃないんだから」と真琴。

「う、うむ……」

　と、応じながら、ふと手に触れるものがあった。

　それを見ると何かのコードのようだった。目で追っていくと、それは壁のコンセントにつながっていて、もう片端は何かの端子になっている。携帯の充電器のようだ。

「あ……それ、深見さんのスマートフォンの充電器」

「そうか……」

　端子の先を見つめてみる。

「……充電してから出て行ったのかな。携帯がつながればいいけど、ここって圏外だから……」

　――端子の先に、満月が見える。

　無人島で一番高い山のいただきがかかって、わずかに欠けていた。

　まさかと思った時、うっそうと茂る山林の中に、ちかっと小さく青い光が見えた気がした。音も届かない。一瞬しか見えない。

　しかしそこに深見がいるのはすぐに確信した。

「――あいつ」

　守まもるは喉のどの奥から、怒り声でうめいた。

「篠しの原はら!?」真琴の声が遠ざかっていく。「どこに行くの、篠原！」



　それから先、どこをどう走ってきたのかは覚えていない。ただ目に焼き付けた光の場所を求めて、山林の中を上へ上へとのぼっていった。

　人工の光源が、暗くら闇やみの中にわずかに見える。スマートフォンの電光だ。それを目指してひたすら走っていくと、ようやく、深見のいる木の幹の裏にやってきた。

　怒鳴りつけてやろうと思った。今までの突っ込みの域ではなく、本気の叱しつ責せきで。

　そう思って木の裏に回り込んで見下ろすと、

「…………」

　恐がりの深見は、涙をぼろぼろ流しながら、木の根元にへたり込んでしまっていた。



    

  
    
      救難信号の深ふか見みさま②



「………………だ、大丈夫……か？」

　怒鳴り飛ばしてやろうと思った口から、たどたどしい優しさをはらんだ声がもれる。

「……あ、うん」

　深ふか見みもぎこちなく笑ってうなずく。

　足下には、こないだ使えなかった連射花火が転がっていた。

「な、なんでいるの？　篠しの原はらくん」

「お前こそ、なんでこんなところにいるんだ」

「え、……秘密」

「高いところにいけば電話が通じるとでも思ったか」

　深見が目を丸くする。案の定、図星だったようだ。

「通じたよ」と深見はくちびるをとがらせた。「明日、迎えに来てくれるって。わたしたちを送迎する予定だったクルーザーの会社、いろいろあって潰つぶれちゃったとかで、船の予定が全部わからなくなっちゃってたみたい」

　涙で濡ぬれた顔で、深見はスマホを胸に抱きしめて誇らしげに笑った。

「ねえ、これで新人戦には間に合う？」

「……あぁ。お前のおかげだよ」

　虫の鳴き声が聞こえる。深見が一つ、鼻をすすった。

「……帰ろう、深見」と守は手をさしのべた。「お前がいなくなって、皆心配してるんだ」

　深見の手を引いて、暗い山道を、慎重に、慎重に下りていく。

「ねえ、わたしってもうちょっと大人しくしていた方がいい？」

　道中で、深見がぽつりとつぶやいた。

「……何だ、今さら」と守は言った。

「え、だって」

「気にするな。今まで通りでいい。無理して大人しくなられても、お前らしくない。」

　深見が、愛理の何気ない一言をきっかけに、自分が野球部の仲間外れみたいに思い始めていたせいで、空回りしていたことには気づいていた。

　だが、それはどこか嬉しくもあった。深見は深見で、野球部のことを大事に思ってくれているということの証拠なのだから。

「……それに、心配するな。お前が何度ふらふらとどこかに行ったって、今回みたいに迎えに行ってやるから。何せ、はじめに俺の方から約束したんだからな。お前を――」

　守が振り返らずに深見の手を強く握ると、深見も昔みたいに握り替えしてきた。

「こうしえんにつれてってやるって」



    

  
    
      最終夜の篠しの原はらさん①



　ロッジに深ふか見みを連れ帰って、明日帰国の報告をすると、なんだかチーム一同どこか物足りなさそうだった。どうやら深見と同じように、状況を吹っ切って楽しんでいたところもあったらしい。愛あい理りには、相変わらずため息をつかれる始末だった。



　その夜、ロッジの高台から見下ろすと、砂浜に巨大なイカダが残っているのが見える。

　……結局、あれはお蔵入りなのか。

　テントに戻ると、真ま琴ことが中で正座をして待っていた。テントの防水シートを通して、月明かりがぼんやりとテント内をほのかに浮かび上がらせている。

「「あ、……ごめん、篠原」真琴は照れくさそうに笑う。「兄さんじゃなくて、私」

「綾あや坂さかか？　……飛鳥さんは？」

「兄さんはロッジに行って、いれかわってもらったんだよ」

「入れ替わった……どうしたんだ、急に？」

　真琴は返事をせずに、唇を閉じて、黙り込んだ。……少し様子がおかしい。

　次の真琴の言葉を待っていると、彼女はこくんと小さく唾を飲んだ。

「私、決めてたんだ。この三年間、エースとしてのつとめを果たすまで、野球以外のことに心をうばわれるのはやめようって」

　真琴が真剣なトーンで口を開いたので、守は不思議に思って彼女を見た。

「私はこのチームでそういう責任があるし、何よりこんな僕のわがままを受け入れてもらってるわけだから」

「あのな」と守は言った。「そういう責任の感じ方はやめろと言っただろ」

「……うん、わかってる。だから、話してるんだよ」

　真琴はくすっと目を伏せて微笑ほほえんだ。

「深見さんと篠原って、お似合いだよね。深見さんって天てん真しん爛らん漫まんだし、篠原の事もよく知ってる」真琴が伏し目がちに瞳ひとみを開く。「――けど、私だって」

「あや……」

　パァンと破裂音が響いた。寝袋の紐ひもを引いていたところ、いつのまにか装着されていたクラッカーが破裂したのだ。あきらかに深見のトラップだった。

　目を丸くする真琴としばらく見つめ合う。そして――

「ご、ごめん」と真琴はテントを出た。「僕トイレ行ってくる！」

「綾坂！　おい綾坂!?」

　あわてて真琴を追いかけようとするが、時すでに遅しだった。



    

  
    
      最終夜の篠しの原はらさん②



　テントに真ま琴ことが戻ってこない。しばらく待っていると、テントの入口が開いた。

「あや……なんだ、杏あんずか」

「はあー!?　なにそのリアクション!?」

「いや……別に……」

　杏はテントにずかずかと入ってくる。

「あのさーお兄ちゃん、綾あや坂さかさんに何か変なこと言ったりしたりしてないよね」

「はあ？　俺おれからは別に何も……」

「ロッジで綾坂さん寝てるよ。お兄ちゃんのところ戻りづらいって」

「戻りづらい？　どうしてだ？」

「教えてくれないから聞きにきたの」

「……さあ、俺もよくわからん。いまいち話もまとまってなかったからな……」

「ふーん……」

　杏は膝ひざを抱えて、ゆりかごのように身体からだを揺らしはじめた。

「ねー、お兄ちゃん、わたしこのままでいいのかなあ」

　ふいに杏がそんなことを言い出した。

「何がだ？」

「お兄ちゃんって、来年のいまごろは引退でしょ」

「まあな」

「わたしは残るけど、今のまんまじゃ試合に出られないんだよね」

「このチームだとそうだな」

「んー」

「高こう野や連れん以外の大会や、練習試合なら、出られなくもないぞ」

「それはわかってるんだけど、今のまんまだとわたし、お兄ちゃんから正捕手の座はうばえないんだよ」

「今さら気づいたのか……」

「今さらって何!?」

　バンと地面を叩たたく杏。

「はーあ、もーいい。てゆーかそもそもこれってライバルに話すことじゃないよね」

「だれがライバルだ」

　ため息まじりにいうと、杏は、あ、そーだと言って振り向いた。

「綾坂さんは待っても無駄だからね」杏はニコッと笑った。「はやく寝なきゃだめだよ」



    

  
    
      最終夜の篠しの原はらさん③



　守まもるが寝袋に足を入れかけたところで、テントが開いた。今度は深ふか見みだった。

「篠原くん、起きてる？」

「……今寝ようとしていたところだが、ちょうどいい。お前に話があった。座れ」

　深見がちょこんと正座する。

「……何？」

　守が無言でクラッカーをとりだすと、深見は口を押さえて屈かがみこんで肩をふるわせた。

　…………こいつは……。

「綾あや坂さかが何か大事な話をしかけていたのに、こいつのせいでうやむやになったんだ」

「大事な話……なにそれ？」

　深見が顔を上げた。

「さあ、結局本題には入らなかったからな。それより、何か用か？」

「うん、あのね、今日は迎えに来てくれてありがと」

「…………うむ」

　深見がストレートに感謝をあらわしてきたので、少し驚きつつもうなずく。

「真っ暗で怖かった」

「……じゃあ、今度何かあったらお前を室内練習場に閉じ込めようか」

「あら、そんなのしようと思ってもできないわ？　学校のグラウンドでそんなことをしても、うちの庭みたいなものだからすぐに助けが来てくれるもの」

　深見は楽しそうに言った。

　無言でライトを消すと、薄うす暗くら闇やみの中で深見がいつもみたいにくすくす笑った。

「これくらいじゃ怖くないわ。それに、今は篠原くんが一緒だし」

「……まあ、そうだな」

「さてと、意地悪な篠原くんは置いてもう帰ろ。わたしもう寝るわね」

　入り口をくぐって、外に出た深見は、去さり際ぎわに月明かりに照らされた笑顔でこういった。

「おやすみ、篠原くん」

「ああ」

　深見の足音が遠ざかっていって、やがて聞こえなくなる。

　守が一人苦笑をこぼして寝袋に足を入れようとすると、テントの入り口が開いた。

「しのはらー」

「うむ」と守は寝袋を畳んで鈴すず鹿かを招いた。「次はお前か鈴鹿」



　結局、その日は朝まで来客がとぎれずに眠れなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      

第三幕　新人戦と篠原さん







　八月下旬、兵庫では甲こう子し園えん大会が催されているこの時期、全国各地では一・二年生となった新チームによる新人戦が行われる。千ち葉ば県では、秋期大会一次予選という枠組みで、八地区にわかれたトーナメント戦が行われる。

　試合会場は各地の野球場や、もしくは各校のグラウンドだ。専用グラウンドを有する明みよう神じん学がく園えんもまた、そのうちの指定グラウンドの一つだった。

　そして、十四校で争われた第一地区予選Ａブロックの決勝戦。

「ストライク、ゲームセット」

　明神学園高校の野球部専用グラウンドに、球審のコールが響き渡った。

　これが、真琴が奪ったちょうど27個目のアウトだった。

　しかも無四球の完封勝利だ。この大会、明神学園は二年の守まもると真琴を中心とした二年生主体のチームであるため、この新人戦では、まだ新チームのできあがっていない他校に対して優位な試合運びを続けることができた。

　ネット外で観戦していたソフト部やそのほか運動部、あるいは茶道部をはじめとする野次馬応援団が歓声を上げて、マウンド上の真ま琴ことの下もとに駆け寄っていく。

「やったな、綾坂――って守、お前何で綾坂から俺おれをひきはなすんだよ」

「い、いや……エースに怪け我がをされたら困るからな……」

　守は、真琴に抱きつこうとした橘たちばなの顔面をミットで押し返しながら、胸元でくすくす笑う真琴を見下ろした。

「これで県大会出場だよ、篠しの原はら」

　真琴が目を細めていう。

「――ああ」

　九月には、秋期県大会が行われ、千葉県下の代表校によって争われることになる。

　このＡブロックでは組み合わせに恵まれ、同地区の千せん国ごくや敬けい英えいなどといった強豪とは当たらずにすんだが、県大会ではそんな幸運はない。

　県大会でははじめから予選突破クラスのチームと当たることになる――が、今はとにかくはしゃぐことが一番だった。



「先輩、新人戦終わりましたね」

　グラウンド整備をしていると、愛あい理りがファウルグラウンドの白線の向こうにあらわれた。

「ああ。…………労ねぎらってくれないのか？」

「当たり前です。この程度で満足しないでください」

　愛あい理りが鼻をならす。

「……一応、評価はしてくれてるんだな」

「そりゃ、県外遠征してくるいいとこ相手に勢いで三戦連続コールド決められるくらいですから、それなりのポテンシャルはあるでしょ」

　愛理は肩をすくめて、野球部のグラウンドに背中を向けた。

「過大評価はしてませんけど、応援はしてます。せいぜいがんばってくださいね」

　愛理を見送ろうとして、ふと伝えなければいけないことを思い出す。

「あ、それと、今度は俺おれたちがソフト部の応援に行くよ」

「え……いや、それはいいですよ」

「深ふか見みの提案なんだ。あいつの企画はまずひっくり返せないよ」

「深見さんの？　…………じゃあ、好きにしたらいいんじゃないですか」

　グラウンドの階段をのぼっていく愛理。だが、その頂で、足を止めると、笑顔で振り返った。

「先輩。いろいろあったけど、短い間お世話になりました」

「ああ。暇ができたらまた遊びに来てくれ」

「特待生にそんなものないですよ」

　愛理は答えた。はっきりといえるくらいなら、彼女はきっともう大丈夫だ。



　試合後、わきあいあいとしている部室に、深見がやってきた。

「ねえねえ篠しの原はらくん、杏あんずちゃん、今夜空いてる？」

「今夜は空いてないぞ」

　と、守まもるは応じた。

「わたしもー」と杏。

「ほんと？　綾あや坂さかくんは？」

「僕も空いてないけど……」

「そ、じゃあ決まりね」

「何がだ？」

「あとで教えるわ。みんなちゃんと予定空けておいてね？」

　深見は長い髪をひるがえして、鼻歌交じりに去っていった。

「……？」

　守と真ま琴ことは顔を見合わせた。

　……いったい何なんだ？



　　　　　◇



　その日、守まもるは、高級住宅街そばの自然公園の入り口にいた。今日の公園の周囲には人があふれ、頭上にはほのかな灯あかりを宿した提ちよう灯ちんが揺れている。

　公園の奥から聞こえてくるのは、祭まつり囃ばや子しだ。

　今日は、地元の夏祭りだった。一応、毎年通ってはいたものの、無人島やら新人戦やらの騒ぎで、すっかり忘れてしまっていた。

　携帯をとりだして、深ふか見みからのメールを確認する。



　わたしたちはあとから行くから、篠しの原はらくんは先行ってて！　m9> ω )



　……まったく、合宿の時といい、どうしてこう深見はだれにも相談せずにさっさと物事を進めてしまうのか。



「お兄ちゃん！」

　ふとモニターの向こうに杏あんずらしきツインテールの影。携帯をどけると、

「お……杏、浴衣ゆかたか？」

「そうだよ。深見さんに借りたんだー」

　杏は、今時のノースリーブ浴衣だった。水色だ。

　深見に借りたということは……。

「？」

　振り向くと、白と赤で重ね着したミニスカワンピース姿の深見がいた。

「………………」

「何？　篠原くん」

「深見さんの浴衣姿を期待してたんじゃない？」と杏。

「そ、そうなの？　だったらごめんね」と深見。「なんか浴衣って動きづらくって」

「いや、別に期待なんてして……」

　髪を下ろして、青色の浴衣を完かん璧ぺきに着こなした真ま琴ことがいた。

「…………いなかったといえば嘘うそになるが…………」

「こ、こんばんは、守くん」

　真琴は照れくさそうにしながらも、澄んだ微笑ほほえみで応じてくれた。

「あ、ああ……」

「じゃあ行こ、三人とも。明日は試合明けでお休みだし、今日はぱーっと遊びましょ」



　祭まつりでの時間は、射的屋によったり、金魚すくいをやったり、食べ歩きをしているうちにあっというまにすぎていった。

　やがて花火の時間が近づく。毎年、この祭りの最後に花火が打ち上がって、それがこの地元では恒例の夏の終わりの行事になっていた。

　芝生の傾斜を見つけて、そこに座る。ちょうど、公園の中心にある野球場のグラウンドに続く傾斜だった。球場のマウンドのあるところには、イベント用のステージが作られていて、それを囲んで盆踊りの輪ができている。

「そういえば杏あんずは一年ぶりだったな、この祭りは」

　守まもるは、ゆるやかに動く踊りの輪を見つめながら言った。

「だねー」

　杏は両手で大事そうに持ったりんごあめを、美お味いしそうに舐なめている。花火よりも、目の前のりんごあめが大事だといわんばかりだった。

「ねえ篠しの原はら、このグラウンドって、篠原が小学生のころ野球してたところだよね」

「ああ。きみのチームともよくここで試合をしたな……なあ綾あや坂さか」

「うん？」

「この前、合宿のテントで何を言いかけていたんだ？」



    

  
    
      



    

  
    
      「えっ!?」

　真ま琴ことが声を裏返した。

「その……それは……って、あれ？　深ふか見みさんは……」

「深見？」

　見回す。

　さっきまで芝生に一緒にいたはずの深見がいなくなっていた。携帯で電話をかけても、なぜか出ない。

　……あいつ、またどこかに行ったのか？

　いつのまにか真琴との話がうやむやになってしまって、そのうちに、祭まつりの照明が落とされ、ステージ上のＤＪの合図と共に夜空に大きな音と色とりどりの光が舞った。

　公園にやってきていた客はいつのまにか何倍にもふくれあがって、今年最後の花火大会を一目見にやってきていた。

　真琴はすっかり見入っていて、さっきまでりんごあめにご執心だった杏あんずも、楽しそうに声を上げながら華やかな空を見ている。

「――わっ」

　いきなり後ろから背中を押されて、芝生の傾斜を転がり落ちる。下方の観客に若干ならざる迷惑をかけてしまったので、平謝りしながら仰ぐと、そこには花火の光に照らされて笑う深見がいた。後ろで髪をまとめて、赤い浴衣ゆかたを身にまとっている。

「着てきてあげたよ、篠しの原はらくん。嬉うれしい？」

「この仕打ちでうれしさ半減もいいところだ」

「ふうん、そうなの」

「……篠原、大丈夫？　すごい落ち方したけど」とおっかなびっくりの真琴。

　得意げな深見を見上げていると、むらむらと逆襲心がわいてくる。

「いや、あきらかに足首をひねった」

　足首をおさえてかがみこむ。

「……え、ほんとに？」と深見。

「ああ……まずいな。九月の県大会にひびくぞ」

「……」

　黙り込む深見。

　さすがにあまりやりすぎるのもかわいそうなので、さっさとねたばらしをしようと顔を上げると――

　真琴が顔を青くしていて、杏がガクゼンとしてりんごあめを足下に落としていた。本来のターゲットである深見は、にやにやと明らかに見破った顔をしている。

「……す、すまん、嘘うそだ」

「「嘘うそ!?」」

　真ま琴ことと杏あんずが半分怒った顔でさけぶと同時に、ひときわ大きな花火が打ち上がった。



　真琴に耳をつねられて、杏には腹にパンチを入れられて、深ふか見みに笑われた。

「あんな棒読みでわたしを驚かせるなんて無理だと思うわ？」

　深見は、目を細めながら、にやつきつつ見上げてきた。真琴と杏は、さきほどお詫わびでおごったたこ焼きを二人でつついて食べている。

「……肝に銘じておくよ」

「そうして？」

　花火が終わって、祭まつりの会場からはぞろぞろと人が引いていく。

　……俺おれたちもそろそろ帰り時かな。

　そう思っていると、ふと足首をつつかれる感触があった。

　見ると、深見がサンダルで軽く守まもるの足首をつついていたのだ。

「……ん？　なあに？」

　深見は笑顔で首をかしげた。

「何をしてるんだ？」

「なんでもない。ねえ、それよりもぎりぎりまでまだいろんなお店回りたいんだけど、いい？」

「綾あや坂さかたちがよければな」

「あ、そうね。じゃあ聞いてくる」

　深見が真琴たちの下もとに駆け寄っていくのを見送りながら、守は、深見が蹴けっていた足首を軽く爪つま先さきでこすった。

　……一応、心配してくれてるんじゃないか。



    

  
    
      
エピローグ







　八月下旬に行われたソフトの県中部大会。全国大会につながるステージではないにしろ、三年生の引退にむけての貴重な、かつ大きな実戦のステージ場だ。

　この日、明みよう神じん学が園くえんソフト部が初戦を行っている、千ち葉ば市街をすこしはなれた自然公園内にあるソフトボール場の一塁側スタンドに、制服姿の一団が固まっている。

　観戦にやってきた明めい学がく野球部ナインだった。

「あ……あれ？　深ふか見みさん、ねこみみは……？」

　杏あんずは、観戦席のネットにしがみつきながら、不思議そうな顔でフィールドを睨にらんでいる。

「？　ねこみみって？」と、守まもるのとなりで膝ひざをそろえて試合を見ている深見。

「ね、ねこみみはねこみみだよ！　なんでつけてないの？」

「ねこみみなんてつけるわけ……あ、あの話ね！　あれはね、大会では禁止されてて――」

「……ねこみみなんてつけるわけないって聞こえたんですけど」

「…………うん、まあ」

「深見さんっ!!」

　あいかわらず杏は深見に遊ばれている。

　そんな二人を横目に、守はグラウンドをながめていた。

　明神学園ナインのバッターがヒットを放って出塁した。しかもツーベースだ。

　スコアは同点のノーアウトで、回は九回裏。

　ここでランナーが帰れば、明学は初戦突破が決まる。その大チャンスがやってきて、満を持してウェイティングサークルの選手が立ち上がった。

　背中の番号は４。一番セカンド、風かざ見みさん。球場にアナウンスが響く。

「かざみやのばんなんだぞー。みんな応援するんだぞー！」

　おおっと全員で返事をして、グラウンドの愛あい理りに声援を送る。

　――相手ピッチャーはカーブ使い。選球眼に優れる愛理に打てない相手ではない。

　初球、二球目とストレートで押されて、ストライクとなった。おそらくカーブを待っていたのだろう、あっというまに追い込まれた。

　そして三球目、愛理の待ち焦がれていたカーブ。しかし、あきらかなボール球だ。

　いままでならそれに手を出していた愛理がカーブを見逃す。

　そう、まだノーアウトで、後ろには二番打者の柏かしわ木ぎもひかえている。状況がわかっていれば冷静にもなれる。

　あとは、勝負所を見極めて、決めるべきところで決めにいけばいい。

　四球目。遅いカーブから緩急をつけたストレートが飛び込んできて、愛理はそれを鋭く打ち返した。

　センターとライトの間を抜ける打球になって、ランナーは軽々と生還。

　サヨナラヒットを放った愛あい理りは、どうリアクションしていいのか困ったような顔で、チームメイトにもみくちゃにされていた。

「もう、心配なさそうだね」と真ま琴ことがいう。

「元々、特に心配していたわけでもなかったけどな」

　ふらっと野球部にやってきた天才少女は、さんざんナインに（主に深ふか見みに）反発しつつ、最後は軽やかに飛び立っていった。

　愛理は、元から面倒見はよくて、独りで試合をしようとするタイプではなかった。

　野球部がしてやれたことといえば、固くなりすぎていた彼女の肩の力を抜いてあげられたことくらいだろうか。



　試合後、守まもるたちは球場をあとにした。

「お兄ちゃん、帰りケーキバイキング食べてかない？」と杏あんず。

「あっ、それなら駅前のホテルの中にいいお店があるのよ」と深見。「ちょっと高いけど」

「ケーキ……最近食べてないな」とぽつりとつぶやく真琴。

「楽しそうですけど、カロリー計算が大変になりますね……」と涼りよう子こ先生。

　守は頬ほおをかきながら眉まゆをひそめた。

「野球部一同で大挙してケーキバイキングに乗り込むつもりなのか？」

　守の憂慮などおかまいなしに、深見と杏がきゃっきゃと企画をすすめていると、後ろのソフト球場の方から勢いよく走ってくるスパイクの音がした。

「先輩！」

　愛理だった。ナインがいっせいに振り返ると、彼女は気まずそうに顔をそらした。

「ああ、愛理、おつかれさま。……どうかしたのか？」

「え……その、スタンド見たらみんないなかったから……」

「……ああ」と真琴が微笑ほほえむ。「それで追いかけてきてくれたんだ」

「お、追いかけてきてなんかないですよ！」と赤くなる愛理。「ただ挨あい拶さつはしとかなきゃと思って……その……応援ありがとうございました」

　返事をしようとすると、愛理は照れくさいのをごまかすように語を継いだ。

「で、でも、あたしにかまってなんかないで、みなさんはさっさと練習に戻ってください。これからグラウンドに戻るんでしょ？」

　ああ、と守はうなずいて、それから苦笑した。

「その前に、ケーキバイキングによってからになりそうだがな」

「……完全に休みの日になってるじゃないですか先輩方」

「愛理ちゃんも行く？」と深見。

「い、いやですよ、太りたくありません！　ベスト体重が崩れます」

「風かざ見みさんも一緒にいきましょうよ！」と杏あんず。「お兄ちゃんがおごりますから！」

　深ふか見みと杏が愛あい理りの背中を押して、腕を引いてつれていこうとする。悪のりして、鈴すず鹿かや橘たちばなもそこにくわわってつれていこうとする。

「あたしはまだ試合後のミーティングとか……ちょっ……やっ、どこつかんで……!!」



　数秒後、足下に倒れた橘を見下ろしながら、愛理は肩で息をしつつ腕組みした。

「だから、あたしにそういう絡み方するのやめてください」

　愛理はくるっとナインに背中を向けると、顔だけ見返って指をつきつけてきた。

「とにかく、これからはちゃんと真面目にやってくださいね。時々、あたしがみなさんのことチェックしにいきますからっ」

　言うだけ言い放って、愛理がソフト場の方へと走っていく。

「……愛理さんも結構打ち解けてきてくれたね」と微笑ほほえましそうに真ま琴こと。

「ああ……」守まもるは天を仰いでいった。「心強い仲間が増えたな」

　そろそろこっちも愛理を見習わなくては。入道雲の広がる空を見つめて思う。徐々に夏の暑さが去り、おとずれる秋の気配を感じる。



　――秋の県大会まで、あと一ヶ月。



    

  
    
      
あとがき



　皆様お久しぶりです、千せん羽ばカモメです。『正捕手の篠しの原はらさん』の二巻をお手にとっていただきありがとうございます。

　前巻が読者の皆様方に受け入れられるかどうか心配していましたが、好意的に受け入れて頂ける方が存外に多く内心ほっとしております。

　読者の皆様と、本作に関かかわって頂いた方々の尽力のおかげで、なんとか二巻も世に出すことができました。誠にありがとうございます。



　今作は、ソフトボール部の特待生であり、お堅く不器用な性格の愛理さんが、基本的にゆるい明みよう神じん学がく園えん野球部に刺激を与えてくれるという展開になっております。

　一方、前巻から引き続き登場する綾あや坂さか飛鳥あすかや涼りよう子こ先生、鈴すず鹿かなどのキャラクターの解説は今作ではすっとばしているため、前巻を読まれていない方がいたら突然変なのが出てきたりするので混乱してしまうかもしれません。

　なので念のために補足を。



　綾坂飛鳥：‥真ま琴ことの双子の兄で、妹の真琴と部活中のみ兄妹きようだいで入れ替わっている。本人はむしろ女装している方が活いき活いきしている。茶道部の二年生。

　保ほ科しな涼りよう子こ：‥野球素人の新米顧問。才女だが責任感が空回りして野球部内ではポンコツ。

　鈴すず鹿か巧たくみ：‥小柄な野球部のマスコット。キャプテン。二年生ショート。

　橘たちばな雅まさ史し：‥足は一級品だが塁に出られないので意味がない。女好きの二年生セカンド。

　片かた桐ぎり司つかさ：‥大型ルーキーだけど厨ちゆう二に病で豆腐メンタル。一年生センター。



　今作では、締め切り直前に原稿データが一度消し飛ぶという未曾有の危機に瀕しての出版なので、ここまでこぎつけられた喜びもひとしおです。イラストの八や重え樫がし先生にデザインのアフターグロウ様、ならびに編集のＴさん等々大変ご迷惑おかけしました。

そして、何よりも読者の皆様に本作を楽しんでいただけたのであれば望外の思いです。



　以上、あとがきでした。ここまでお付き合いくださりありがとうございます。

　それではまた三巻でお会いしましょう。
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　千羽カモメ（せんば・かもめ）

　　千葉県出身。第７回ＭＦ文庫Ｊ新人賞でデビュー。

　　本巻の執筆中、何年ぶりかに風邪を引いてしまったんですが、咳だけがいまだに根強く残っている感じです。

　　私も作家としてこの咳の粘り強さを見習いたいです。



　イラスト

　八重樫南（やえがし・なん）

　　千葉県在住。「シー・マスト・ダイ」（ガガガ文庫）、「放課後限定勇者さま。」（電撃文庫）などの小説挿絵や、３ＤＳソフト「閃乱カグラ‐少女達の真影‐」（マーベラスエンターテイメント）などゲーム原画でも活躍中の人気イラストレーター。



    

  
    
      正捕手の篠原さん２
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